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１章　姫ひめ宮みやさんの中の猫!?





　全国的に夏だ。

　電信柱や家の壁に貼はりついた蝉せみ共の合唱が聞こえる住宅街。襟首に痛いぐらいに照りつける太陽光の中をオレは走っていた。

　着替えたばかりの制服のわきがもう汗で滲にじんでいる。

　布地が肌に張りつくこの嫌いやな感触を味わうのもほぼ一ヶ月ぶり。部活動も委員会活動もしていない浮うき草ぐさなオレは、夏休みになってから一度も登校することがなかった。

　どうせなら最終日までそんな機会はご免こうむりたかったところだが、世の中そうは甘くない。夏休みも半ばを過ぎると夏期講習なんてものがある。で、まさに今日がその日だ。

　腕時計に目をやる。

　まずいっ、このままだと遅ち刻こくしそうだ。

　いや、講習の集合時間にはまだ余裕があるんだ。遅れそうなのはその前にあるもう一つの集合の方。

『今日、講習の前にトレーニングをするから、十時までに来なさい！』

　ベッドの中で安らかな吐と息いきをたてていたオレが、ちとせ先せん輩ぱいのそんな電話で叩たたき起こされたのはつい二十分前のこと。既に九時半を回っていた。

　でもって、超特急で制服に着替えて全力疾走しているというわけ。正午まで布団の中でダラダラしていよう、というささやかな企たくらみはもろくも崩れてしまったのだ。

　母校の私立クレマチス高校の正門が見えてきた。このまま生徒会長執務室まで最速ラップを刻んでも間に合いそうにない。

　ゼーゼー息を吐きながら校門を通り過ぎる。

　登校日だというのに学校全体がシンとしていた。

　人ひと気けのない前ぜん庭てい。まだ集合時間には三時間もあるからな。

「おろっ」

　静まりかえった前庭と校舎の間にある花壇の近くに、女の子が一人いた。スカートを抱えるようにしゃがんで真っ黒な猫の首を擽くすぐっている。

（浦うら乃のだ）

　浦乃霞かすみ――。オレのクラスメイト。六月の終わりというなんとも中途半端な時期に転校してきた女の子だ。

　両目を完全に覆おおった長い前髪がトレードマーク。体は女子でも小柄な方かな。結構、個性的な髪型をしているわりに、性格が大人おとなしいからクラスの中ではあまり目立たない存在。オレも転校してきてすぐの頃ころに、二、三度言葉を交わしたぐらいだ。

（夏休みになっても切らなかったんだ。前髪――）

　薄うす桃もも色いろの口が小さく開いて歯が見えた。目が隠かくれているせいで表情が掴つかみづらいが、どうも笑っているらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      （へえ）

　浦うら乃のってちょっと雰囲気があるよなあと思っていたけど、猫の首をくすぐっている姿は普通の女の子っぽいな。

　浦乃の横には真っ黒な紙袋が置かれてあった。百ひやつ貨か店てんでもらうような大きいやつで、一時クラスで話題になったやつ。

　なんでも浦乃はあの紙袋一つで学校に通っているらしい。教科書も着替えの体操服もみんなあの紙袋でキャリーするとか……。

「おはよう」

　オレは立ち止まる。そのまま通り過ぎるのも感じ悪いし。

　浦乃はビクッと体を震ふるわせて顔を上げた。オレを見ると、コクリと頷うなずく。

「早いけど、部活か委員会？」

「図書委員」

　そういえばそうだった。

「その猫は？」

「クロ」

　見たままだな。

「じゃっ、また後で」

　手を上げてオレはまた走り出した。

　もうちょっと話したいような気もしたんだが、今は優先事項がある。

　再び時計を見る。

　ヤバイ。このままだと五分は遅ち刻こくしそうだ。





「すみません。遅れました!!」

　勢いよく生徒会長執務室に飛びこんだ。

　部屋を見渡す。

「遅刻っ！」

　執しつ務む机づくえの椅い子すに座って窓の外を眺めていたちとせ先せん輩ぱいが、悪の大ボスのようにグルリと回ってこちらを向いた。

　ちとせ先輩の顔が目に入った瞬しゆん間かん、胸の中がモワッと熱くなった。

　先週も会ったばかりだし、もう何度も近くで顔を見ているのだから、そろそろ慣なれてもいい頃ころだと思うのだが、やはりちとせ先輩の顔を見るとドキリとする。

　明るい色の髪、形のよい大きな瞳ひとみ、すっきりとした鼻び梁りよう、桃色の唇くちびる。その全部が小さな顔に素晴らしいバランスで整列している。

　何百回見ても可愛かわいいし、綺き麗れいだし、女め神がみみたいだと思う。目をキッと鋭するどく尖とがらせて怒った顔も素敵だった。

　……この体が機械の体だなんて、とても思えないよなあ。

「何をしてたのよ」

　ちとせ先せん輩ぱいは細い眉まゆをピクピクとさせる。

「すみません。ちょっといきなりの召しよう集しゆうに時間がかかっちゃって……」

「ふ―――ん。てっきり、前ぜん庭ていで女の子に見とれていて遅れたのかと思ったわ」

「み、見てたんですか!?」

　そういえばすぐ後ろの窓から前庭は丸見え。

　なぜだかちょっとばつが悪かった。

「あの子、誰だれ？」

「クラスメイトです」

「ふ――ん」

　ちとせ先輩は怪あやしむように目を細める。

　いやそんな顔をされても、本当にただのクラスメイトなんですって。

「っま、いいわ。時間ないし、ちゃっちゃと今日のトレーニングをしちゃいましょう」

「は、はいっ」

　オレは「ふう」と溜ため息いきをついて額ひたいの汗を拭ぬぐう。助かった。遅ち刻こくのことは忘れてくれたみたいだ。

　ちとせ先輩がオレの目の前までやってくる。

　髪からフローラルの香りが漂ただよってきた。

　うん？　なんだか今日のちとせ先輩、いつもより綺き麗れいに見えるんだが……。

「じゃあ、脱ぬぐわよ」

　いつものように両手を上げる。

「あっ！」

　急に声を上げてしまった。ちとせ先輩が怪け訝げんな顔をする。

「どうしたのよ。いきなり声を出して」

「いや……。なんだかちとせ先輩、先週とちょっと違いません？　どこがどうとは言えないんですけど、全体的になんというか、綺麗になったっていうか……」

「よく、分かったわね」

　嬉うれしそうに目を輝かせた。

「実は、先週末に新しい『外の人スーツ』に衣ころも替がえしたのよ」

「衣替え！」

　……っていうのか、それ。

「そう。脱だつ皮ぴといってもいいかもしれないわね」

　そういえば、昔からちょっとずつ大きい『外の人スーツ』を着て、周りに変な目で見られないようにしているって聞いた。まさに脱皮。

「新旧でどこが変わったんですか？」

「本当に微び妙みような違いよ。一番大きな違いは前に暴走を起こしたラジエーターの制せい御ぎよソフトの変更。あとは体つきかな。身長とか……あとは胸とか」

　ちとせ先せん輩ぱいは豊ゆたかなバストに手を当てた。

「純すみ人とがいつもどこを見ているかよく分かった」

「ち、違いますって！」

「あら隠かくすことないのよ。年とし頃ごろの男の子なんだから気になって当然。むしろ見るべきだわ。もっと注目しろ！」

　誇示するように胸を張ってみせるので、オレは思わず顔を赤くしてしまった。

「いや、だからっ！」

「ウフフフ。今度こそ脱ぬぐわよ」

　ちとせ先輩はもう一度、両手を天てん井じように伸ばした。

　プシューって音がして、上半身が後ろに倒れる。

　腰こしの分け目から現れるのはかぐや姫ならぬ、リボンの女の子。姫ひめ宮みやちとせ・『中の人』。

　そう。クレマチス高校の生徒会長・姫宮ちとせにはとんでもない秘ひ密みつがある。あの女め神がみのような美しい御お姿すがたは作り物で、中に本物の姫宮ちとせが入っているのだ。

　自分でも改めて考えるたびにとんでもない話だと思う。でもこれが事実なのだ。

　しかも、中に入っている女の子は、つまり、本物の姫宮ちとせ（中）は学校のみんなが知っている女神のような姿とはかけ離れたチビッ子で、電波の入った性格の上に対人恐怖症なのだ。

　その対人恐怖症がゆえに、ちとせ先輩（中）は『外の人スーツ』と呼ばれる被り物の中から出ることができないでいる。で、偶然にもその秘密を知ったオレ、星ほし野の純人が、そのちとせ先輩の性格を改善するためにトレーニングしているというわけだ。

　ちとせ先輩（中）は『外の人スーツ』から出てくると、オレの方を一瞬だけ見て、それから横を向いてしまった。

　今日のちとせ先輩（中）は、Ｔシャツにやや丈の短い巻きスカート。夏らしい、可愛かわいい格好だ。

　ちとせ先輩（外）がせっせと成長しているのに、中の人はいつまで経たっても大きくなった気がしない。成長期の夏休みだというのに……。これでも『外の人スーツ』と同じ十七歳なのだが、「外」と「中」を並べるとまるで歳としの離れた姉妹だ。似ていないけど。

「時間もそれほどないですから、今日は前回のトレーニングの復習だけでいいですよね？」

　ちとせ先輩がウンウンと頷うなずく。

　夏休みに入って週に最低二回は学校に集まって、トレーニングをしてきている。その甲か斐いあって、一ヶ月前に比べるとちょっぴり進化している。昔みたいに、オレが今、犬の被り物をしていないのがその証あかしだ。

「じゃあ、準備ができたらいつも通り、オレの方を見てくださいね」

「はいですう」

　ちとせ先せん輩ぱいはブツブツとなにやら呪じゆ文もんのようなものを唱となえ始める。耳をすませると、「犬、犬、犬……」と言っているように聞こえるこの呪文が、実は大事なのだ。

「よし、ちとせ、準備できましたですう」

「じゃあスタート」

　ちとせ先輩がオレの方を向く。腕時計のタイマーがピッと音を上げる。

　ちとせ先輩は大きな濃緑の瞳ひとみに力を入れて、ジジジとオレを見続ける。

　十秒……、二十秒……。三十秒が経過する。

　それでもちとせ先輩はジッとオレの顔を見続けている。

（大だい丈じよう夫ぶみたいだな……）

　見よ。これが夏休みに入ってからのトレーニングの成果だ。オレが犬の格好をしないと十秒もまともに睨にらめっこできなかったちとせ先輩がここまで成長した。

　もちろん種も仕掛けもなく、鳥がいきなり恐きよう竜りゆうになったような進化をするわけがない。鍵は睨めっこの前にちとせ先輩が唱えていた怪あやしい呪文。

　――犬、犬、犬、犬。

　これを省略せずに書き下すと、「星ほし野の純すみ人とは犬だ、星野純人は犬だ、（以下エンドレス）」になる。要するにちとせ先輩はオレが犬に見えるよう暗あん示じをかけていたわけ。このお陰かげで、オレが犬の姿に身をやつさなくても、オレが犬のように見えるようになった。

　…………。

　ああ分かってる。悲しい解決法だってことは。でも素のオレと睨めっこできるようになったのは進歩には違いない。オレはとりあえず満足している。いや、本当に。

「はい、三分です」

　時計を見ながらそう告げると、ちとせ先輩は逃げるようにオレから顔を背そむける。胸を押さえてフー、フー、と息を整える。いくら暗示をかけても、やっぱり至し近きん距きよ離りで顔を見合わせているのは精神的に負荷が高いらしい。

「ちとせ先輩……」

「はいですう」

「どうっすか。そろそろ、呪文、唱えなくてもオレを見られそうにないですか？」

「はぃ、それ無理ですう♪」

「いやそんなに明るく確信されても……」

「呪文なしでも、純人が犬に見えるようになれば、大丈夫だと思うんですけどお……」

　それはそれで情けないが。

「でも以前に比べると、ずっと純人を見やすくなった気がするですう」

　それは以前よりずっと、素で犬に見えるようになったということだろうか？

「たぶん、あともうちょっとです」

　ちとせ先輩はそう言って拳こぶしをつくってガッツポーズをしてみせると、チラリとオレの方を見上げる。すぐにまたブドウ色のリボンを揺らして横を向く。

　その仕し草ぐさがあまりに健けな気げだから、オレもちょっぴりやる気が出てきた。

「じゃあ、またワンセット、睨にらめっこしましょうか」

「はいですう。ワンモワセッ！」





　ピッ。

　オレは腕時計のストップウオッチを止めると顔を上げた。

「はいっじゃあ、今日はこのぐらいにしときましょうか」

「はいですう。おつかれさまでしたですう」

「おつかれさまでした」

　挨あい拶さつをしあった後、オレはこった肩をほぐす。

　ちとせ先せん輩ぱいの顔を見ているだけなんだが、通しで二十セットもするとさすがに疲れる。

「コーヒー、淹いれますね」

　ちとせ先輩は電子ポットが置いてあるキャビネットの方へテクテクと歩いていく。

　以前ならトレーニングが終わると、すぐに『外の人スーツ』に入ろうとしたのに。これもちとせ先輩が成長した証あかし。でもなあ……。

（こんなんで、大だい丈じよう夫ぶなのか？）

　このまま練習していけば、いつかちとせ先輩は呪じゆ文もんなしでもオレのことを見られるようになると思う。でも問題はその後だ。

　ちとせ先輩の目標は『外の人スーツ』を脱ぬいで、あの中の姿を学校のみんなに明かすこと。肝心なのは他ほかのみんなにも見られるようになるか、ってところだ。

「う――む」

　ソファーの上で腕を組んだ。

「うん？」

　ふと、机の向こうの窓へ目をやると、ベランダに猫がいた。黒い猫で額ひたいに白い斑まだら。さっき前ぜん庭ていで浦うら乃のが触さわってた奴だ。

「あ、しゅれじんが、だぁ」

　コーヒーの入ったカップを持ってきたちとせ先輩が嬉うれしそうな声を上げた。カップをテーブルの上に置くと、ベランダの窓へ駆けていく。

「しゅれじんが？」

「夏休みに入ったぐらいから学校に住み着いてるノラですう。しゅれじんがは名前」

「名前はちとせ先輩がつけたんですか？」

「はいですう」

　たぶん、人によって違う名前で呼んでいるに違いない。浦乃はクロって呼んでいたし。

　ちとせ先輩が窓を開けると、しゅれじんがは、ゆっくりと部屋に入ってきた。なんとも堂々とした態たい度ど。まるでこの部屋の主だといわんばかりだ。

「ちとせ先せん輩ぱい、犬派だと思っていたんですが、猫も大だい丈じよう夫ぶなんですね」

「ちとせは動物はなんでも好きですよお」

　ちとせ先輩がキャビネットから何やら缶詰のようなものを出してきた。猫缶だ。それをしゅれじんがの近くまで持っていくと、広げた新聞紙の上に置いてしゃがむ。猫缶を食べ始めるしゅれじんがをジッと見つめる。

「特に、しゅれじんがはちとせのライバルですから」

「ライバル？」

「触さわらせてくれないんですう」

　ちょっぴり頬ほおを膨らませる。

「触らせない？」

　確かにしゅれじんがは猫缶を食べながらも何やら警けい戒かいしているように見える。たぶん、過去に食べているところを触られそうになったことがあるのだろう。

（でも、浦うら乃のにはなついていたような）

　浦乃が特別猫に好かれる体質なのか、それともちとせ先輩に問題があるのかは分からないけど。どっちにしても、このことはちとせ先輩には言わない方がいいな。

「純すみ人と、ちょっと手伝ってください」

「手伝うってどうすればいいんですか？」

「ちとせ、どうしてもこの子を篭ろう絡らくさせたいんです」

「篭絡？」

「要するに抱っこしたいんです」

「はあ……」

「純人がしゅれじんがの注意をちとせからそらしてください。その間に、ちとせが後ろから抱え上げるであります」

「はあ、まあ、了解しました」

　オレは頭をかきながらしゅれじんがに近づく。しゅれじんがは用心深そうな顔をこっちに向けた。「見かけない顔だな」って、言われたような気がした。

「り――り――り――」

　両手を広げてしゅれじんがの注意を引きつける。

　その間に後ろに回りこんだちとせ先輩が、ゆっくりしゅれじんがに手を伸ばしていた。しゅれじんがの注意は完全にオレに向いていて、ちとせ先輩が大きな瞳ひとみをギラギラさせながら後ろにいることに気がついていない。

　しゅれじんがまであと十五センチぐらいのところで、一気に手を伸ばした。

　ちとせ先輩の手がしゅれじんがに触れた瞬しゆん間かん――。

　ギャ――。

　って、悲ひ鳴めいが上がったような気がした。正確にはニャ――だったかもしれない。とにかく悲ひ鳴めいを上げてしゅれじんがの体が跳びあがった。

　ドンガラガッシャン。食べかけていた猫缶をひっくり返して、しゅれじんがはちとせ先せん輩ぱいの手を逃れて駆け出した。

　その方向に、ちとせ先輩の『外の人スーツ』が置かれてあった。しゅれじんがは『外の人スーツ』のスカートをよじ登り、腰こしの部分でパックリと開いた穴の中に飛びこむ。

『外の人スーツ』がグラリと揺れた。

「「ええっ!?」」

　オレとちとせ先輩の声が重なった。

『外の人スーツ』が後ろに傾いていくのがスローモーションのように見えた。

　オレとちとせ先輩が届くはずもないのに『外の人スーツ』に向かって手を伸ばすのと同時に、『外の人スーツ』が倒れる。

　パカッと、上半身が閉まった。

　そう、閉まったのだ。しゅれじんがを中に入れたまま。

　硬直してオレは倒れた『外の人スーツ』を注視する。

　ピッ。

　電子音。きっと『外の人スーツ』の起き動どう音だ。

　仰あお向むけに倒れた『外の人スーツ』の目にモノアイみたいに光が宿やどる。さらにブルブルッて、『外の人スーツ』が動いた。

　まさか起動しようとしている？　しゅれじんがを入れたまま？　マジで？

「ち、ちとせ先輩―――!?」

　ちとせ先輩（猫）はクリルと体を回転させると、四よつん這ばいになって起き上がる。猫のような鋭するどい目つきでオレの方を見上げた。

　でもって……。

「にゃ――あ」

　――って。

　…………。目が点になる。

　ちとせ先輩（外）が。あの女め神がみのようなちとせ先輩（外）が猫語を喋しやべったのだ。

　さらにちとせ先輩（猫）は床にゴロンとお尻しりから座ると、手をぺろぺろとなめ始めた。

　こ、こんなこと……。こんなことがあっていいのか？　『外の人スーツ』は二十一世紀のテクノロジーだろう？　人の代わりに猫が中に入って起動しちゃ駄目だろ。

「純すみ人と！　つ、捕つかまえてくださいですう！」

　オレと同様、呆ぼう然ぜんとしていたちとせ先輩がハッと我に返ったように叫んだ。

「わ、分かりましたっ！」

　ちとせ先輩（猫）の腕を掴つかもうとする。

　ハラリと避よけた。本当に猫みたいな動きで軽やかに。

「純人、どんくさい！」

「ちとせ先せん輩ぱいに言われたくないですよっ！　手伝ってください。オレ一人じゃ捕つかまえられそうにありません」

「了解であります」

　オドオドした足取りやってくる。ちとせ先輩（猫）をオレと挟むように立った。

「押さえつけて、背中のリセットボタンを押すです」

「押さえつけるってどうやるんですか!?」

「いっせいので飛びかかるであります」

「飛びかかるって、飛びかかるんですか？」

「そうです。野や獣じゆうのように飛びかかるです」

「わ、分かりました。野獣のようにいきます」

「じゃあ、いっ――、せい―――、の、でっ！」

「とうっ！」

　ちとせ先輩（猫）に向かって本当にダイブした。

　ガツン。

　目の中で火花が飛び、頭ず蓋がい骨こつに強烈な痛みが走った。

「はふっ！」

「うおっ」

　後ろに跳はね返ったオレは、額ひたいを抱えてしゃがみこんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　どうやら、同士討うちをやってしまったみたいだ。前でちとせ先せん輩ぱいも同じ格好をしている。

「ニャア――」

　勝ち誇るようなちとせ先輩（猫）の鳴き声が近くから上がった。フフンってバカにした表情をしゃがみこんだオレたちへ見せると、ゆっくりと四よつ足あしでドアへ歩いていく。

　寄りかかるようにドアに両手をかけて立ち上がり、鍵を開けるとノブをひねった。ドアを開くと、また四よつん這ばいになって生徒会会議室の方へ行こうとする。

　痛む頭を押さえながら、オレとちとせ先輩も立ち上がると会議室へ追いかける。

　しかし、ちとせ先輩（猫）は素早い動きで会議室を駆け抜けると、階段へ出られるドアも開けてそのまま出ていってしまった。

「ちとせ先輩！　ま、まずいっすよ！」

　やばすぎる。あんなニャーニャー叫びながら四足で走る生徒会長を、学校の誰だれかに見られでもしたら大騒ぎになるぞ。

「ちとせ先輩は、ここで待っていてください！　オレが捕つかまえてきますから!!」

　青い顔のちとせ先輩を残して走り出す。『中の人』も誰かに見られるのはまずいのだ。

　生徒会会議室から、外の踊り場に出る。ちとせ先輩（猫）は階段を下りていっていた。

「猫缶あげますから、待ってください――！」

　叫びながら階段を追いかける。ちとせ先輩の格好をしているので、猫が相手なのに敬けい語ごになってしまう。

　ちとせ先輩（猫）は一つ階を下りて、三階の廊下を走り出した。

　階段を下りられるよりはましだ。今日が夏期講習をやっているのは一年生だけ。三年生の教室がある三階には人がいないだろうから誰にも見られないですむかもしれない。

　しかし逆にそれは三階の廊下になんの障しよう害がい物ぶつもないということを意味する。

　ちとせ先輩（猫）はお魚くわえたドロボウ猫のような猛烈なスピードで駆け抜けていく。足の遅いオレにはとても追いつけそうにない。差は広がるばかりだ。

　しゅれじんがは向こうの階段の踊り場に差しかかる。

　このままじゃ見失う！

　って、オレが思った時――。

　ちとせ先輩（猫）の前方で、突然、廊下に面した扉とびらが開いた。

　扉から、塔のように何冊も積み重ねた本を抱えた女の子が現れる。

　ちとせ先輩（猫）が板張りの廊下に四足を立てて急ブレーキをかけようとする。

　が、間に合わない。

　女の子に正面から激げき突とつする。

　尻しり餅もちをつく女の子に、崩れ落ちる本の塔。本は女の子にぶつかって転倒したちとせ先輩（猫）の上に落下する。

（チャンスッ！）

　オレは足の止まったちとせ先輩の腰こしに組みついた。

　制服のブラウスの裾すそを引っ張り出して背中に手を入れた。

「ニャッ、ニャッ！」

　背中に手が触れると、ちとせ先せん輩ぱい（猫）が甘えるような声を上げた。すばやくフロントホックのブラの下に手を忍ばせると凸凹とした部分を押しこむ。

「ニャ―――！」

　断末魔（？）と共にちとせ先輩（猫）の動きがピタリと止まる。

　シュルシュル――って回転物の止まる音がして、ちとせ先輩（猫）の瞳ひとみから光が消えた。『外の人スーツ』の電源が落ちたのだ。

「ふう」

　オレは額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　助かった……。なんとか止められた。

　ゴツン、ゴツンって、『外の人スーツ』から微かすかに音が聞こえる。たぶん、しゅれじんがが中で暴れているんだろう。

　安心したところで、目の前で尻しり餅もちをついている女の子のことを思い出した。

　四よつん這ばいで走ってきた生徒会長に激げき突とつされて、あまつさえ後からやってきた男子がその生徒会長に抱きついて背中に手を突っこんだのだ。さぞ驚おどろいているだろうと、ビクビクしながら顔を上げる。

　約半分が長い前髪で隠かくれているような顔がそこにあった。

「う、浦うら乃の……」

　浦乃霞かすみが足をエム字に広げて座りこんでいた。

「星ほし野の……くん？」

　浦乃は立ち上がると、オレと動かなくなったちとせ先輩を交互に見る。前髪のせいでいまいち表情が掴つかめないが、きっと説明を求めている。

「ええっと、これは……」

　オレも動かなくなったちとせ先輩を隠すように立ち上がる。

　なんて言い訳すればいいんだ？

「じ、実は……、ちとせ先輩は、ちょっと重い病気なんだ」

「病気？」

「そ、そ、そうなんだ」

「どんな病気？」

「ああ、ええっと、だからいきなり猫とか犬とかの真ま似ね事ごとを始めたりしたりする感じで……、そのつまり……心しん神しん喪そう失しつみたいな感じで……その……」

「心神喪失？」

「と、とにかく、いきなり動物になりきって走り出したりする病気なんだよ！　特にこういう暑い日はよく発病するんだ」

　我ながら自分の想像力に絶望する。誰だれがこんな嘘うそを信じられるんだ？

「もしかすると一種の憑つき物ものみたいなものかもしれない。なにせ、発作が起きるとさっきみたいな感じになるんだ」

「なるほど」

　浦うら乃のはコクリと頷うなずいた。

　おいっ。本当に信じたわけじゃあるまいな。

「どうして星ほし野のくんは、生徒会長のその病気のことを知っているの？」

「うっ……それは……、偶然、たまたま、ひょんなことから知ったんだ。それ以来、発病したら止めるのが役目で……。さっきみたいに背中をさすると発作が収まるんだ」

「……」

　あまり嘘うそっぽすぎる。ちとせ先せん輩ぱいの秘ひ密みつを偶然知ったのは本当なんだけどな。

「星野くんと生徒会長って親しかったんだ」

　病気よりも、そっちの方が意外そうだった。

　そうだろうなあ。オレとちとせ先輩のことを知ってるのは、限られた人間だけだから。

「浦乃、このことは誰だれにも言わないでほしいんだ。ちとせ先輩がこんな病気だってことがばれたら、生徒会長を辞めないといけなくなるかもしれない」

　浦乃の前髪を真しん剣けんな目つきで見つめた。

　浦乃はもう一度、コクリと頷いた。

「分かった。誰にも言わない」

「あ、ありがとう。恩おんに着るよ」

　ホッとする。完全に信じてはいないと思うが、表面上は納なつ得とくしてくれたみたいだ。

　オレは床に四し散さんしたハードカバーの本を一冊ずつ拾って、浦乃に手渡していく。

「ところで、浦乃はどうしてこんなところにいたんだ？」

　浦乃は答える代わりに、さっき出てきた扉とびらの方向を向いた。

　扉の上のプレートに『図書室』と書かれてあった。

　ああ、そうだった。入学以来、利用したことがないので忘れていたが、うちの図書室ってここにあったんだ。

「その本の移動も図書委員の仕事？」

「ううん。これは私の趣しゆ味み」

「この本、全部借りるの？　持って帰るの大変じゃない？」

「紙袋があるから大だい丈じよう夫ぶ」

　そうか。浦乃がいつも紙袋なのは、そういう理由もあるんだ。

「じゃあ後で」

　浦乃はまた本を塔みたいに積み重ねて抱えると、階段の踊り場へ向かっていった。

「おう。教室でな」

　階段に消えていく本の塔を見送りながら、やっぱり浦乃って変わっているよなあ、と思う。髪形だけじゃなく。

「そんなことより……」

　キョロキョロと、廊下に誰だれもいないことを確認すると、オレはちとせ先せん輩ぱいの肩を持って起き上がらせた。またブラウスの中に手を入れる。

　おへその上の辺りを指で押すと、上半身がパカッと開き始めた。ちとせ先輩から聞いておいた、緊きん急きゆう時の『外の人スーツ』の開閉ボタン。

　完全に開く前に、「ニャア」ってしゅれじんがは飛び出してきた。オレの横をすり抜けると一目散に浦うら乃のが消えた階段へ走り去った。

『外の人スーツ』の中にいる間、どんな気持ちだったのやら。恐らく、世界で最初に『外の人スーツ』に入った猫に違いない。

「ふぇ――ん、純すみ人と。ありがとですう」

　ちとせ先輩（中）がべそをかきながら廊下を駆けてきた。心配になって執務室から出てきたみたいだ。

「ちとせ先輩！　早く、乗ってください！」

　上半身と下半身が割れたちとせ先輩も、十七歳には見えない私服姿の女の子も、誰かに見られたら大変だ。

　両りよう脇わきを抱っこしてちとせ先輩（中）を『外の人スーツ』の中に収めると、倒れた上半身を閉じる。プシューっていつもの音がして目に光が戻った。

「どうです？　どこか壊こわれていたりしませんか？」

　何しろ猫を中に入れて短くない時間動いていたんだ。最後は激げき突とつしたりもしたし。

「大だい丈じよう夫ぶに決まっているでしょう」

　寸前まで取り乱していたのが嘘うそみたいだ。ちとせ先輩は自信たっぷりに微笑ほほえんで髪をかき上げた。手もちゃんと動作しているし、確かに問題なさそうだ。

「そうですか、よかった」

「私の『外の人スーツ』はあの程度のことで壊れたりはしないわ……でも、なんだか臭くさい」

　急に渋面になってクンクンと鼻はなを動かす。

「臭い？」

　オレは首をひねる。

「オレは特に何も臭においませんけど……」

「ホントに？　なんだか猫の……」

　そこまで言って、ちとせ先輩はハッと気がついた表情になると硬直した。

「も、もしかして、臭いのって『外の人スーツ』の中なんじゃ……？」

　猫にしても犬にしても、驚おどろいたりしたらすぐに、その、用を足したりするもので……。

「！！！！！！！！！！」

　ちとせ先輩は言葉にならない悲ひ鳴めいを上げると、回れ右した。ビュ―――って、砂すな埃ぼこりでも上がりそうなぐらいものすごい勢いで廊下を走り去った。

　体の中から発する異臭かあ。確かにそれはきつそう。

　で、オレはどうすればいいんだ？　ちとせ先せん輩ぱいを追いかけた方がいいのかな？

　考えていると携帯電話がメールを受信した。ちとせ先輩からだ。

『話したいことがあるから、夏期講習が終わったらまた来なさい。でも、それまでは絶対来ちゃ駄目！』

　了解です――。と書いて返信する。たぶんその間にスーツ内部の清掃をするんだろう。

　クラスの集合の時間までまだあるが、近くのコンビニに行って昼飯用のパンを買ってくれば丁度いいぐらいだろう。オレも階段に向かって歩き出した。

　なんだか朝から走っているせいか、妙に体力が減っていた。部活もせずに、夏休みの間ずっとクーラーの効いた部屋でダラダラしていたからな。

（にしても、ちとせ先輩が猫になっちゃうなんて、な……）

　ニャーニャー言ってたちとせ先輩を思い出して、思わずにやけた。

　そして、ちょっとよからぬことを想像したのだ。

　いや、その……、あの中に猫が入ったちとせ先輩に、ネコミミとしっぽをつけたら可愛かわいかっただろうなって。



    

  
    
      　

２章　図書委員のお手伝い





「星ほし野のくん、おはよう」

　教室の自席でパンにかぶりついていると、トンと背中を叩たたかれた。登校してきたばかりらしい、幼おさな馴な染じみの神楽かぐら結ゆ衣いが立っていた。

「おはようって……、もう午後一時だぞ」

「学校の最初の挨あい拶さつはいつでもおはようって決まっているの」

「そんなもんか」

　オレは鞄かばんから勉強道具の類たぐいを出しながら、結衣を改めて見る。

　結衣とは彼女が参加した陸上の大会以来だ。なんだかオーブンで焼いたパンみたいに、顔や腕が小こ麦むぎ色いろに焼けていた。

「いい感じに焼けたなあ」

「でしょ。なんだか遊んでるみたいで嫌いやだよね」

「その理論からいくと、オレは品行方正、健全な男子ということになりそうだな」

　オレの体、夏休み中、暗あん室しつで現げん像ぞうでもしていたかのように、まったく日焼けしていない。もともと焼けにくい体質な上に、今年の夏は本当に屋内にいることが多かったから。

「ほんとね。要よう垣が内うちくんだって、もうちょっと焼けてるわよ」

「呼んだかニャ？」

　近くにいた要垣内がやってくる。

　ひょろひょろっとした体たい躯くの眼鏡めがね面づらでいかにも日焼けしてなさそうな生活をしてそうなのに、たしかに腕とか顔とかオレよりは焼けていた。

「日光を浴びると灰になるとまで言われるお前が、どうしてこんなに焼けてんだよ」

「これか？　毎年この時期はこんなものだ」

　要垣内はコンガリと焼けた腕を摩さすりながら、「今年も晴れてよかった」と付け加えた。

　もしかして、あれかな。この前、東京の臨りん海かい副ふく都と心しんでやっていたサブカルチャーの祭典。そういえば休み前に誘さそわれたような気もするが、興味ないと断った。

「なになに、どういうことなの？」

　納なつ得とくしたように頷うなずくオレに結衣が不ふ思し議ぎそうな顔をする。

　陸上なんて健康的なものをやってる娘は知らなくてもいい世界だ、とオレが言おうとしていると、

「コミケに三日通って日焼けしたのだ」

　あっさりとカミングアウトしやがった。

　結衣は「ああっ！」と手を合わせる。

　さぞ冷たい目で要垣内を見るかと思えば、そうでもなかった。

「おばあちゃんのところに戻っていたからボク、行けなかったんだ。また誘ってくれたら次は行くよ」

「了解した」

　オレは一瞬、ポカンとした後、要よう垣が内うちの首に腕を絡ませて小声で囁ささやく。

「要垣内、お前、結ゆ衣いをコミケに誘さそったのかよ」

「お前も誘ったではないか」

「いや、そういう問題でなくてだなあ。ああいうところって、結衣のようなカタギな娘を連れていくにはよくない場所なんじゃないのか？」

「問題ない。彼女はボクっ娘こだ」

　それのどこがどう問題ない、に繋つながるんだ？

「なに、コソコソ話してるの？」

　結衣が眉まゆをひそめる。

「いや、なんでもない、なんでもない」

「怪あやしいなあ。もう」

「別に結衣の話をしていたわけじゃないよな？　要垣内」

「ああ、うむ」

　オレが絡ませた腕に力を入れると、要垣内はずれた眼鏡めがねをかけ直しながら頷うなずいた。結衣は不審そうに口を窄すぼめる。

「星ほし野のさん、要垣内さん！」

　甲高い声が近くから飛んできた。

　教壇に前髪を横一文字に切り揃そろえた、いわゆるお嬢さまカットの女の子が立っていた。

　高たか山やま愛あい。うちのクラス委員だ。

　お金持ちのお嬢さまでちょっぴり性格が高ビーなのだが、逆にそれが分かりやすいと学年の人気者。将来はクレマチス高校の生徒会長を目指していることを公こう言げんしていて、ちとせ先せん輩ぱいを目標としているという噂うわさだ。

　そして高山の後ろになぜか浦うら乃のも立っていた。

「高山さん、おはよう」

「おはようございますですわ」

　なんだか怪しげな日本語だ。

　にしても、高山がオレたちに何の用だ？

「わたくしが来ましたのは、お二人に確認するためです」

「確認？　って、なんの？」

「図書室改装のお仕事のお話は覚えてらして？」

「はっ？　図書室？」

「やっぱり忘れてらしたのですね」

　高山は額ひたいを指で押さえて首を振った。

「夏休み前のホームルームで決まったではありませんか。図書室の引ひっ越こしの準備のお話です」

「あっ！」

　そういえばそんな話もあった。夏休みの間に手狭になった図書室の引ひっ越こしの予定があり、その準備をしなければいけない。本当なら図書委員の仕事だが、三年生が夏休み前に一斉に委員を引退したため人手不足なのだ。そこで委員のいるクラスから、ヘルプの人員を出すことになったということ。

　で、一年Ｃ組からは何のクラブにも委員会にも属していないオレと、なぜかセットで要よう垣が内うちがお手伝いすることになっていた。

「そうだった。もう昔すぎて、すっかり忘れていた」

「拙せつは覚えていたけどな」

　また眼鏡めがねをかけなおしながら要垣内。このっ、裏切りモノめ。

「で、いつからするんだ？　その手伝いって」

　高たか山やまの後ろの浦うら乃のに目を向けた。

　どうせなら今け朝さ、言ってくれればよかったのに。

「今日の講習の後から」

　ポツリと答えた。

「具体的に何をするんだ？」

「本を」

「本を？」

「本棚から」

「本棚から？」

「下ろす」

　伝言ゲームかよ。

「ああ……わたくしが聞いた話によりますと、どうも移転工事の期間が早まって来週から始まるらしいんですけど、それまでに本棚の本を下ろして整理しておくみたいですわ」

　高山のフォローに、浦乃はウンウンと頷うなずいていた。

「ってことは、あんまり時間がないわけだな」

「そうですわね。たぶん、遅くても今週中くらいには終わらせないといけませんわ」

「了解。とにかく手伝うよ。放課後、教室に残っているから声をかけて」

　浦乃はもう一度、二回頷く。

「浦乃さん、私も手伝っていいかな？」

　結ゆ衣いが手を上げた。

「なぜ？」

　本当に理由が分からないという感じに、浦乃は小首を傾かしげる。

「神楽かぐらさんは三人じゃ大変そうだから、手伝ってくださると言っているのです」

　慌あわてて高山がまたまたフォローした。

「なるほど」

　納なつ得とくすると、「お願いします」と結ゆ衣いに向かってペコリと頭を下げた。

「じゃあ、お三方。よろしくお願いしますわ」

　そう言って、高たか山やまは浦うら乃のを連れて行ってしまった。

「キタコちゃんかあ」

　結衣が呟つぶやくように言った。

「キタコちゃん？」

「浦乃さんのこと。鬼太郎カットで女の子だからキタコちゃん」

　そのネーミングセンスはどうだろうな。

「ちょっと変わってるよな」

　声をひそめる。

「でもいい子だよ」

「それはオレもそう思う」

「知ってる？　浦乃さんってものすごく足、速いんだ」

「マジ？」

　本を読みながら歩いていて電でん柱ちゆうにぶつかるようなタイプだと思っていたのに。

「この前、百メートル走のタイム測ったけど、かなりいいタイムだったもの。たぶん、本気で走ったらボクより速いよ」

　陸上部のホープにそう言わしめるとは。人は見かけによらないものだ。

「だから、ボク、陸上部に浦乃さんをスカウトしたいんだよね」

「でも、転校してきてすぐに図書委員に入ったぐらいだから、難しいんじゃないか？」

「そこをなんとか説得してみせるのが、スカウトマンの腕の見せ所よ」

　結衣は拳こぶしをつくってみせる。

「ふむ、前まえ髪がみっ娘こか……」

　いきなり横から囁ささやかれた。

「ま、まだいたのか要よう垣が内うち」

「見こみがあるかもしれん」

「……」

　そういえば、結衣にもそんなことを言っていた気がする。こいつがどういう基準で見こみのあるなしを判断しているのか、いや、そもそも見こみがあるってどういう意味なのか、一度、問い詰めてやらなきゃいけないな。



☆



　夏期講習が終わると、オレ、要垣内、結衣は浦乃を手伝うために、三階の図書室に向かった。

「あれっ？」

　向かっている途中、オレは何だか大切なことを忘れているような気がした。講習の後、何かやるべきことがあったような気が……。

　腕を組んで考えていると、前を歩いていた結ゆ衣いが急に立ち止まって背中に鼻はなをぶつけた。

「姫ひめ宮みや先生……」

　考えごとが一気に吹っ飛んだ。

「姫宮……先生？」

　違和感を覚えながらその名を呼びつつ、オレは結衣の横から顔を覗のぞかせる。

　白い巨塔、いや白衣に包まれた長身の女性が立っていた。塔の頂点付近で真しん紅くの縁ふちの眼鏡めがねのフレームが輝き、流れるような黒い髪が揺れていた。

　姫宮ちなつ――。ちとせ先せん輩ぱいの姉で、今はうちの学校で物理教師なんぞをやっている。

「おう、少年たちか」

　妙に機き嫌げんのよい様子で、ちなつは小さく微笑ほほえんだ。オレが顔をしかめるとますます嬉うれしそうな顔になった。

「珍めずらしい。今日はちとせは一緒じゃないのか？」

「そんなにいつも一緒にいるわけじゃないですよ」

　周りを気にして敬けい語ごで答える。横の方で結衣がうんうんと頷うなずいていた。

「おっ、そっちの二人は前も見たな」

「星ほし野のくんと同じクラスの神楽かぐらです。こっちは要よう垣が内うちくん」

　二人して頭を下げる。

「そっちの新しん顔がおは？」

「一緒のクラスの浦うら乃のさんです」

「ふ―――ん」

　ちなつは浦乃に向けた眼鏡の向こうの瞳ひとみを細める。また、何かよからぬことを考えているんじゃあるまいな？

「なるほどな。まあ、がんばれよ」

　意味不明なことを言うと白衣を翻ひるがえして、去っていってしまった。

「ハァ―――。やっぱり、生徒会長によく似てるよね」

　結衣がちょっと憧あこがれるような目をしていた。

「そうかな？」

「似てるよ。堂々としてるし。特にスタイル抜ばつ群ぐんなところとか」

「まあ……それはな」

『外の人スーツ』はちなつが作ったものだから似て当然かな。

「やっぱり、男の子ってああいうスタイルの方がいいの？」

　結衣が両手を自分の胸に当てた。いきなり何を言い出すかな。

「いや、オレは別に……」

「とか言いながら、生徒会長のナイスバディにメロメロなんでしょう？」

「そ、そんなことはない」

「でも、なんだかんだ言って、あるかないかだと、あった方がいいんじゃない？」

「そ、それは……」

「ほらあ。やっぱり」

　結ゆ衣いは不満そうに唇くちびるをキュッて結ぶ。

「ちょっと待ってくれ。今のはあからさまな誘導尋問だろ！」

「生徒会長も姫ひめ宮みや先生も反則ギリギリだもんね。これは酷ひどい格差社会ですよ」

　それ、たぶん日本語の使い方間違ってるぞ。

「ボクたちないもの同士は団結しないと」

　結衣は隣の浦うら乃のの手を取った。

　なるほど。確かに浦乃は結衣以上に控ひかえめな感じだけど。

「一緒にがんばろうね。えいえいおうー」

「おう？」

　結衣は浦乃とガッチリ手を結んで歩いていってしまう。

　どうしちゃったんだ、今日の結衣。妙にハイテンションなんだが。

　首を捻ひねらせながら二人を追うオレの背後で、「ないのはそれはそれで……」という声が聞こえたが無視しておいた。



　久々に来た図書室は場違いな喧けん騒そうに包まれていた。

　図書委員や手伝いの生徒たちが至る所を行き交い、ダンボールの載った台車が走り回る。来週から始まる引ひっ越こしに向けて急ピッチで準備が進んでいるみたいだ。

「それでどこを手伝えばいいの？」

「こっち」

　浦乃は歴史とか地理とかの学術系の書籍が並ぶ奥の方の棚たなへオレたちを連れていく。この辺はまだ本がそのまま棚に並んでいた。

「私の担当はここの三つの棚と、あと閉へい架か室しつにある本棚二つ」

「おっ、閉架室に入れるんだ」

　要よう垣が内うちが嬉うれしそうな声を出した。

　閉架室はカウンターの奥にあって図書委員しか入ることができない部屋。そこにある本は図書室内で読むことはできるが、外に持ち出すことはできないんだったかな。

「適当に下ろしていくだけでいいのか？」

「埃ほこりを払いながらダンボールに仕分けして入れて」

　浦乃が本棚に立てかけられていたダンボールを組み立てていく。

「整理番号、間違っているかもしれない。それを直しながら」

「なるほど。そういうことな」

　案外しんどいかもしれない。

　適当に四人の分担を決めて作業を始める。

　背の高い要よう垣が内うちが棚たなから本を下ろす係で、オレがウエットティッシュで拭ふいて、結ゆ衣いと浦うら乃のが整理しながらダンボールに詰める流れだ。

「そういえば……。以前から知りたかったことなんだけど」

　作業が始まってしばらくした頃ころ、オレが渡す本の番号を確認していた結衣が浦乃の方を向いた。

「浦乃さんってさあ、前はどこに住んでいたの？」

「前？」

「転校してくる前。どこに住んでたのかなって」

　そういえば浦乃の転校前の話って、一度も噂うわさになったことがない。普通、転校生があればまずそういう話になりそうなのに。

「京きよう都と」

「へえ。関西人なんだ」

　ちょっと意外だ。関西人キャラといったら、おしゃべりのムードメイカーって偏見があるから。まあ京都なら、大人おとなしい浦乃の性格と結びつかなくもないが。

「そうなんだ。じゃあ、もしかして京都弁とか喋しやべれたりする？」

「……」

　浦乃が本をダンボールに入れる手を止めて、困ったように下を向いた。

「いや、そんな、無理に言わなくてもいいよ」

　結衣が慌あわてて手を振っていると、蚊の鳴くような小さな声が聞こえた。

「…………おいでやすう」

「……」

　場が一瞬、凍りついた。

　全然、京都弁に聞こえなかったからだ。

「そうどすう」

「えらいこっちゃ」

　浦乃は続けてポツポツと京都弁だか関西弁らしきものを口にする。

　だが、頬ほおを真まっ赤かに染めて肩を震ふるわせている浦乃には悪いんだが、抑よく揚ようがついてないせいでちっとも方言らしくない。たぶんオレの方がもう少しそれっぽく言える。

「さすが本場の方言は違うな」

　放ほうっておくといつまでも続けそうだったので、心にもない感想を述べる。

　浦乃はホッとしたように小さく息を吐いて止めた。

「そ、そういえば、浦乃さんって毎日お昼ご飯、黒パンのサンドイッチじゃない？」

　結衣がガラっと話題を変えた。「よく見ているなあ」って感心したように言うと、

「転校してすぐの頃、話題になってたよ」

　って。ちなみにオレは大抵、工場生産の焼きそばパン。

「簡単だから」

　ボソッと浦うら乃の。

「簡単って……！　じゃあやっぱり浦乃さん、自分で作ってるの？　毎朝？」

「一人暮らしだから」

「ええ――、そうなんだ」

　オレもちょっと驚おどろいた。寮に入っているわけでもないのに高校生で一人暮らしなんて、ゲームの世界だけの話だと思っていた。

「じゃあ家事とか全部浦乃一人でやってんのか？」

「そう」

　すごいな。家事と勉強の両立だなんて。

「じゃあクレマチス高校うちに通うために、単身、引ひっ越こししてきたってこと？」

「親は後から来る予定」

「そっか。じゃあ、将来的には家族みんなでこっちに住むことになるんだ。そうだよね」

　浦乃はまたコクリと頷うなずいた。

　まあ確かに。クレマチス高校は私立ではあるが、通っているのは地元の人間ばかりだもんな。

　にしても結ゆ衣いのやつ、積極的に浦乃とコミュニケーションをとろうとしている。本気で陸上部にスカウトしようとしているのか？

「それでね……。前から訊きこうと思っていたんだけど、浦乃さんって前の学校でなにか部活はしてなかったの？」

　いよいよ本題か。

「読書部」

「それだけ？　運動部は？」

「体を動かすの嫌きらいだから」

「えー、そうなの？　あんなに足速いのに」

　浦乃がピタッと本をダンボールに詰める作業を止めた。

「どうしてそんなに私のことを訊くの？」

　結衣へ前髪で半分隠かくれた顔を向ける。

　ほんの少し怒った声だった。結衣が目を白黒させた。

「ご、ごめん。気に障さわったんだったら謝あやまるよ」

「……」

　浦乃は何も答えず立ち上がる。

「浦乃？」

「ダンボールに詰めるのに二人も要らない。私は閉架の片づけをしてる」

　オレに向かってそう言うと、小走りに行ってしまった。

「あ―――あ、失敗しちゃった」

　結ゆ衣いが立ち上がって前髪をかき上げた。

「まあ、陸上部に誘さそうのは諦あきらめた方がいいんじゃないか？　浦うら乃のはどう見ても、体育会系の雰囲気じゃないぞ」

「それもあるんだけど……、実は高たか山やまさんから頼まれていたのよ」

「えっ？　委員長から？」

「浦乃さんって転校してきて以来、ちょっと……その、クラスで浮いていたじゃない」

「女子の間でもそうなのか？」

「そうなのよ。ほらっ、浦乃さんってちょっと、その、変わってるから」

「ああ。ちょっとどころじゃなく変わってる」

「だから高山さんから、浦乃さんが社会復帰する架け橋になってくれって頼まれたんだ」

「なるほど」

　だからいきなり、手伝うと言い出したわけか。

「でも、ボク、嫌きらわれちゃったかも」

「案外そうでもないんじゃないか？」

「そうだといいけど……」

　結衣は心配そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「もしかして……結構、ブルーになってる？」

　やや下を向いた顔を覗のぞきこむ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　結衣は頬ほおを真まっ赤かに染めて顔を上げると、横を向いた。

「ん、じゃあ、拙せつがちょっと様子を見てこようかニャ？」

　横から要よう垣が内うちが顔を割りこませてきた。

「前まえ髪がみっ娘こキャラの扱いなら、拙の右に出るものはいないと言われておる」

　一応、つっこんでおこうか。どこで言われてるんだよ！

「却きやつ下か！」

　結衣が両手で大きなバツをつくった。

「どうして？　ファーイ？」

「浦乃さんのことを前髪っ娘キャラとか呼ぶ人は信用できないもの」

「なにそれ？　意味が分かんない」

「意味が分からないのは、要垣内くん、あなたの存在自体よ」

「アー、アー、聞こえない聞こえない」

　耳を叩たたき始める要垣内。それについては、オレも結衣の意見に賛成だった。

「分かった。じゃあ、オレがフォローを入れにいってくるよ」

「いいよ、そんな。ボクが謝あやまりにいけばいいんだから」

「いや、謝って藪やぶ蛇へびってこともあるし。その前にどんな感じか探っておいた方がいいって」

「それはそうかもしれないけど」

「それに向こうを浦うら乃の一人に任せるのは可哀かわい想そうだから。手伝いも兼ねて、な」

「……そっか。うん、そうだね。じゃあ星ほし野のくん……お願い」

　結ゆ衣いは手を立てて片目を瞑つむってみせた。

「おう。こっちの目め処どがついたら二人も来てくれ」

「うん分かった」

「納なつ得とくいか――ん」

　ぶーたれる要よう垣が内うちにウエットティッシュを渡すと、浦乃が行った閉へい架か室しつの方へ向かった。

　閉架室は貸し出しカウンターの奥にある。普段は図書委員と教師ぐらいしか中に入れない部屋だ。

　閉架室にはスチール製の天てん井じようまである本棚が所狭しと並んでいた。さながら本棚のジャングル。その本棚一つ一つに書籍がビッシリと収まっている。

「すげえなあ」

　閉架にこんなに本が眠っているとは知らなかった。うちの図書室って、全部の本を集めたら小さな図書館ぐらいの所しよ蔵ぞう量りようがあるんじゃないか？

　棚たなと棚の間を一つ一つ確認していくと、奥の方の本棚と本棚に挟まれた人一人がやっと通れる隙すき間まに浦乃がいた。

　オレが隙間に入っていくと、ゆっくりとこちらを向く。

「あっちは二人でも大だい丈じよう夫ぶそうだから。こっちを手伝ってもよい？」

　コクリと頷うなずく。基本的に浦乃が肯定する時は、無言で頷くらしいな。

「やることは一緒でいいんよな？」

「ちょっと違う」

「お、そうなの？」

「この辺の本は古いから。注意が必要」

「ああ、なるほど」

　言われてみると、開かい架かに比べて装丁がくたびれた本が多い気がする。

「……にしては収め方がぞんざいだなあ」

　めいっぱい詰めこんでいる感じで、一部の本は棚からかなりはみ出しているし。

「改かい築ちくしたら、もっと本棚が増えて余裕ができる予定」

「そっか。じゃあ、オレはこの辺をやるな」

　浦乃の隣の棚へ移動した。

　浦乃を横目で観察する。

　さっきと同じように黙々と作業して、特に機き嫌げんが悪そうな感じでもない。

　チラチラと、しばらく浦乃の横顔を見続ける。

（うっ！）

　急に噴きだしそうになって、口を押さえた。

　変なことに気がついてしまった。

　浦うら乃のの髪……。いや、例の目まで隠かくれた前髪じゃなくて、頭のトップの方。

　アンテナ……。

　アンテナが立っているのだ。頭の頂上で濃いめの髪が癖毛になっている。それが浦乃の動きに合わせてひょこひょこ動いて妙に面白い。

　笑いを堪こらえながら眺めていると、浦乃がこっちを向いた。

「なに？」

「い、いや。その」

　浦乃が不ふ思し議ぎそうに首を傾ける。

「浦乃って、その、いつも立っているの？　それ？」

「立ってる？」

「そう。ほら、ここ」

「ああ、これ」

　浦乃が癖毛を手のひらで押さえた。

　ビヨーンって跳はねる。ホントにバネみたいだ。

「前髪と一緒で、それも浦乃のポリシーとか？」

「これは制せい御ぎよ不能」

　癖毛を何度も押さえてビヨーンビヨーンとさせる。

「シャンプーが髪に合ってないとかじゃない？」

「そうかもしれない」

「なに使ってるの？　石せつ鹸けんシャンプーとか？」

　体と環境によいってブームに乗って、一時、星ほし野の家でも使ったことがある。でもあれは本当に髪がゴワゴワになるんだよな。

「ママレモン……」

「へえ、ママレモンかあ。……って、ママレモン!?」

　食器用洗剤だったよな？

「ママレモンで洗ってるの？　髪の毛？」

　浦乃はコクリと頷うなずいた。

「そ、それはポリシー？」

「シャンプーがないから」

「家に？」

「そう」

「ええっと、どうして買わないの？」

　緊きん張ちようしながら訊きく。もしかしたら金銭的事情とか、体質の関係かもしれないし。

「荷に解ときが終わってないダンボールに入ってるはずだから」

「ああ、そういうこと。……いや、でも、浦乃が引ひっ越こしてきたのって六月の終わりぐらいじゃなかったっけ？」

「荷に解とき、嫌きらいだから」

「いや、好きとか嫌いとか、そういう問題では……」

「この辺のことよく知らないし。どこで買えばよいのか分からない」

「普通のスーパーでもコンビニでも売ってるよ」

「あまり外に出ないから」

「はあ……」

　それでもシャンプーぐらいはどうにかなりそうだがなあ。

「……じゃあもしかしたら、いつも紙袋で学校に来てるのも？」

「鞄かばん、ダンボールの中」

　今、浦うら乃のの家の中はどんな状況なんだ？

　ブルルルル――。

　急にオレの携帯電話がバイブレーションした。

　ちとせ先せん輩ぱいからのメールだ。

〈どこにいるの？　講習が終わったら、来いって言ったでしょう？　！〉

「しまっ!!」

　思わず天てん井じようを仰あおいでしまう。何か忘れているような気はしていたんだ。

　ちとせ先輩、きっと怒ってるんだろうな。生徒会長執務室でイライラしながら待ってる姿が目に浮かびそうだ。

“〝すみません。図書委員の手伝いをしています。明日じゃ駄目ですか？”〟

　そう返信しておく。すみませんじゃ、許してくれないかも。

「生徒会長から？」

　浦乃がジッとこちらを見ていた。

「えっ？　うん、そう。よくわかったね」

「朝も一緒にいた」

「うん、そ、そうだったね」

「星ほし野のくんは……生徒会長と親しいの？」

「へ？」

　ちょっと意表を衝つかれてしまった。

「ええっと……、親しいというかなんというか」

「友達？」

「うーん、友達って感じじゃないなあ」

「恋人？」

「そ、そんなバカな」

　パタパタと手を振った。

「生徒会長とただのその一ファンというか……そんな感じだよ」

「そう」

　途端に興味を失ったようにオレから顔を背そむけて、元の作業に戻る。

　なんなんだろうなあ。

「ところでさあ」

「……」

「その、さっきの神楽かぐらのことなんだけど……」

「さっき？」

「いや……、ちょっと怒っているような感じだったけどどうなのかなあと思って」

「……」

「いや、神楽も別に悪気があってアレコレ聞いていたわけじゃなくて、浦うら乃ののことをもっとよく知りたいという気持ちがあってだな……」

　言い終わらぬうちに、浦乃がスタスタとこっちに近づいてきた。

　やべっ。やっぱ、薮やぶ蛇へびだったか。

「えっと……」

　浦乃は焦ったオレのすぐ目の前まで来ると、「あれ」って、本棚の上の方を指差した。軽くオレの身長の二倍くらいありそうな高さの棚たなにギシギシに並べられた書籍。

「あそこの本を下ろしたいってこと？」

　浦乃はコクリと頷うなずくと、近くから小さな脚きや立たつを運んでくる。

「私が下ろすから。下を押さえていて」

「それ、それはいいんだけど」

　オレの質問は完全に無視？　いや、答えないってことは気にしているってことか？

　そんなことを考えているオレを尻しり目めに、浦乃はギシッギシッと脚立を上っていく。

　慌あわててオレは押さえた。

「う――、う――」

　脚立の上で浦乃が悔くやしそうな声を上げた。つま先立ちで立っても、一番上の棚には手が届きそうにないからだ。

「そういうことは、要よう垣が内うちにやらせるのがいいぞ」

　急に浦乃がピョンピョンって脚立の上で飛び跳はね始めた。

「お、おい、それはちょっと危な……って、ブッ」

　グラグラと揺れる足場を必死で押さながら顔を上げたオレはすぐに下を向いてしまった。

　だって角度的にパンツが……。

　書しよ架か全体がグラリと揺れた。浦乃の手が本に触れたのかもしれない。

「ちょっと、おい。まずいって」

　オレがもう一度、伏し目がちに顔を上げた瞬しゆん間かん、

「あっ」

　脚立に着地した浦乃が、バランスを崩した。

「危ないっ！」

　オレが叫んだのとほぼ同時に、浦うら乃のは横に倒れるように落ちていた。

　脚きや立たつを押さえていたオレの上に！

「わわわ――――」

　悲ひ鳴めいを上げながらオレは後ろに倒れた。

　ガツン。

　後頭部に激痛が走った。

　イタタタ。この痛み、前にもどこかで経験したような……。

　火花が飛び交いホワイトアウトしていた視界がボンヤリと戻ってくる。

　ほんの十五センチほど先。

　鬼太郎みたいに半分が前髪で覆おおわれた浦乃の顔があった。

　心拍数が跳はね上がる。

　浦乃はオレの上に重なるように倒れているのだ。

　柑かん橘きつ類るいの匂においがする。

　どこかで嗅かいだことがあるような、と思ったらママレモンの匂いだ。

　右手の上に柔らかいものが押しつけられていた。

　目で腕から追ってみると、思いっきり浦乃の胸に触れている。

「うわああああああああああああああああああああああああ」

　慌あわてて手を引っこめる。

　その時、フワッと前髪がめくれあがった。

　オレは息を呑んだ。

　初めて――。

　初めて浦乃の前髪の裏側を見てしまった。

　近すぎてピンボケしているけど、ばっちり見える。形のいい大きなアーモンドアイ……。

（……か、可愛かわいい）

　驚おどろいた。前髪のせいで分からなかったが、浦乃はかなり可愛い顔立ちをしているのだ。眼光の強い大きな瞳ひとみに形のよい鼻び梁りよう、小さな桃色の口。

　文句なしの美少女。

　浦乃はオレの視線にハッと気がつくと、顔を真まっ赤かにして前髪を元に戻した。

　あーあ、もうちょっと見ていたかったのに。

　悔やむオレの視界の端はしっこに、浦乃が引き抜いて隙すき間まができた棚たなから落ちかけている、一冊の分厚い本が映った。

「浦乃っ、後ろ後ろ！　本がっ！」

　指差した時には、本は棚から落下していた。あっという間に落ちてくると、浦乃の癖毛の上ぐらいにぶつかる。

　結構、重い音がして、運動量保存則に従うように浦乃の顔がオレに急接近した。暗転する世界。

　ムニュウ――。

　暗くら闇やみの中、唇くちびるに何かが押しつけられた。

　マシュマロみたいに柔らかで、ちょっぴり湿っているような。

「こ、これって！」

　浦うら乃のの唇!?

　胸の鼓動がさらに速まった。

　オレ、浦乃とキスをしてしまった。というか、現在進行形で継続中。

　どうしたのか、浦乃はなかなか、顔を上げてくれない。

　浦乃を起き上がらせようと思うのだが、なんだか金かな縛しばりにあったみたいに体が動かない。

　まずい。こんなところを誰だれかに見られたりしたら妙な誤解をされかね……、

「一年の星ほし野のくんって、ここにいるかしら？」

　遠くでまさに一番見られたくない人の声が聞こえた。

（ち、ちとせ先せん輩ぱい!?）

　血が上っていた頭が急速冷却された。金縛りも一瞬で解ける。

　折り重なった浦乃の体を慌あわてて押し返した。

　ところが浦乃は後頭部に本を受けてどうにかなったのか、焦しよう点てんのおぼつかない顔でぐったりと体をオレに預けてきた。



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょっと、浦うら乃の！」

　やめてくれ――、って叫びたかった。

　近くで足音が止まる気配。

　恐る恐るそちらに顔を向ける。

「ヒッ」

　悲ひ鳴めいが漏れた。

　鬼が、立っていたのだ。

　いや、正確には鬼のような顔をしたちとせ先せん輩ぱいが！

　ワナワナと震ふるえる肩。顔を真まっ赤かにして、目の端はしを鋭えい角かくに吊つりあげていた。

（デジャブ……）

　オレは猛烈に既視感を覚えていた。

　前とは役者や役柄が変わっているような気もするけど――、

　間違いなくこれはデジャブだ。





「い――え、駄目よ。絶対に一年生の生徒指導の先生に言いつけ……、きちんと報告しないといけないわ」

「それだけは勘かん弁べんしてください。ちとせ先輩」

　夕焼けに染まる河か川せん敷じきの道を歩きながら、オレはちとせ先輩に向かって祈るような格好をして歩く。

　図書室引ひっ越こしの手伝いを終えて、オレはお手伝いのメンバープラスちとせ先輩という珍めずらしい面子めんつで帰宅していた。

　他ほかの生徒たちがいる手前、コメカミをピクピクさせながらも図書室では黙っていたちとせ先輩だったが、学校の門を出た瞬しゆん間かんに爆発した。それも、オレたちとは帰る方向が逆なのに、わざわざ一緒についてきて。

「許せるわけないでしょう？　ええ、許せっこないわ。神聖なる学まなび舎やのそれも紳士淑女の社交場たる図書室であんなことをしてるなんて。生徒会長として見逃せないわ」

　ちとせ先輩はプイッと顔を逸そらして頬ほおを膨らまた。

「いや、だから誤解ですって。……あれは不幸な事故なんですよ」

「何が事故なもんですか」

「でも、これが本当なんですって。なあ、浦乃もなんか言ってよ」

　振り返った。

　幸せそうな微笑ほほえみを浮かべてオレとちとせ先輩のやり取りを見ている結ゆ衣いの後ろを、浦乃は歩いていた。例の真っ黒な紙袋を両手で持って、顔をやや下へ向けている。

「あれは事故」

　顔をちょっと上げてそれだけ言うと、また下を向いてしまった。

「ほ、ほら、当事者の二人が言ってるんだから、間違いないですよ」

「でも必然的な事故の可能性もあるかもしれないぞ」

「そこっ！　余計なことを言わない！」

　オレは要よう垣が内うちを睨にらんだ。

「とにかく事故なんですよ。これは天地神明に誓って本当ですって」

「ふ―――ん」

　疑わしそうに目を細めると、長い後ろ髪を翻ひるがえして後ろを向いた。

「神楽かぐらさんはどう思っているのかしら？」

「さあ、どうでしょう」

　結ゆ衣いは相変わらずニコニコ笑っている。オレと浦うら乃ののアレなシーンを直接見なかったせいなのかやけに冷静だ。

「でも、二人が揃そろって事故って言ってるんだから、ボクは事故だと思います。ほら、以前、の演劇部の部室の事故と同じで」

　やっぱり覚えていたか。

「むっ……。む、むう」

「星ほし野のくんはもしかしたら、その手の事故に巻きこまれやすいのかも」

　本当に嬉うれしそうだった。なんだか怒っている時よりも怖く見える。

「まあ、事故かどうかはひとまずおいておいたとして……」

　ちとせ先せん輩ぱいはこめかみをピクピクさせながら、今度は浦乃を見た。

「あなた……浦乃霞かすみさんといったかしら？」

　浦乃はコクリと頷うなずく。

「一度どこかでお会いしたことがあると思うのだけど……」

「えっ？」

　うわ、まずいまずい。

「ほ、ほら。今け朝さ、執務室に行く前に前ぜん庭ていでオレが話してた」

「あっ、ああ」

　ちとせ先輩は納なつ得とくプラスさらに不満気に腕を組んだ。

　実はさらにその後に、ちとせ先輩の『外の人スーツ』は浦乃と廊下で激げき突とつしているのだが、ちとせ先輩本人はそれを知らないのだ。

「ふ――ん」

　ちとせ先輩が値ね踏ぶみをするように、浦乃をつま先から頭のてっぺんまで眺める。

　視線が例の真っ黒な紙袋を捉とらえてピタッと留まった。獲物を見つけた猛もう禽きん類るいみたいに、明るい色の瞳ひとみがキラリと光った。

「浦乃さん。それはなにかしら？」

「紙袋」

「それは見れば分かるわよ。私が気にしているのはどうして紙袋なのかってこと。ご存知かしら。クレマチス高校の生徒は学校推すい奨しようの鞄かばん、もしくはそれに準じる鞄で通学することと決められているの。その紙袋はとても準じるようには見えないわ」

「浦うら乃のさんは転校した時からずっとその紙袋で通学しています。先生から何か言われたこともないし、別にいいんじゃないんですか？」

　フォローしたのは結ゆ衣いだ。

「先生が黙認しているからって認められるわけじゃないわよ。学校の規則は先生が決めるわけじゃないんだから」

「それは……そうですけど」

　結衣は口をすぼませる。やっぱり口じゃちとせ先せん輩ぱいに敵かなわないか。

「それにその前髪も少し長すぎじゃない？」

　まるで意い地じ悪わるな小こ姑じゆうとさんみたいな口ぶり。だけど当の浦乃は、何も聞こえてないみたいに黙々と歩き続けている。

　ちとせ先輩が瞼まぶたの端はしの方をピクピクッとさせた。マ、マズイ。

「ちょっと、浦乃さん！」

「まあまあまあ」

　声を荒らげるちとせ先輩と浦乃の間にオレは割って入った。

「紙袋のことはオレもさっき聞いたんですけど、浦乃は引ひっ越こしたばかりで、一人暮らしなんで、必要なものが足りていないみたいなんです」

「あら、そうなの？」

　ちとせ先輩がばつの悪そうな顔になった。

「鞄どころかシャンプーもないみたいで……。だからママレモンで髪の毛を洗っているらしいんですよ」

「ほんとに？」

　結衣は目を丸くした。浦乃が癖毛を手で押さえてビヨーンビヨーンとさせていた。

「そう……。だから前髪も長いのね」

　いや、ちとせ先輩。それはたぶん違います。

「でもじゃあ、仕方がないわね……」

　家庭の事情は生徒会長でもアンタッチャブルみたいだ。一気に、ちとせ先輩の声のトーンが落ちる。

　オレは密ひそかに胸を撫なで下ろしていた。一緒に、オレと浦乃の事件への追及もとりあえず休止しそうだったから。

「そうそう、図書室の引っ越し準備の残りはいつする？　今日は誰だれかさんのせいで中途半端なところで終わっちゃったけど」

　ちとせ先輩の勢いが衰えたところを見計らって、結衣が浦乃の隣まで下がって言った。

「片づけの方は大だい丈じよう夫ぶ。まだ時間あるから。でも……」

「他ほかにも準備があるの？」

「引ひっ越こしに合わせて新たに本を何冊か購入しないといけない。図書委員は担当の棚たなを充実化する予算が割り当てられてる」

「そっか。じゃ、買い出しにいかないといけないんだ」

　浦うら乃のはコクリと頷うなずいた。

「分かった。じゃあ、それもボクたちが手伝うよ。星ほし野のくんたちもいいよね？」

　頷いた。もともとオレたちが浦乃の手伝いを任せられたわけだし。

「浦乃、本はどこで買うつもりだ？」

「……この辺で一番大きな本屋はどこ？」

「どこだろう？」

　そういうことに詳しそうな要よう垣が内うちを見た。要垣内が眼鏡めがねをかけなおした。

「電車を使わずに行ける距離で一番大きいのはモールの本屋ですぜ、旦だん那な」

「おお、あそこか」

　モールというのは近くの駅前にある五階建てのショッピングモールのこと。たしかに、最近、最上階が全フロア本屋になっていた。

「じゃあ、場所はそこで決まりかな。二人とも手伝ってくれるよね？」

「おう」

「それはいいが拙せつが思うに、本と同時に、浦乃殿の生活必需品を買うのはどうか？」

　オレはポカンと口を開けた。結ゆ衣いも同じような顔になっていた。

　俺が知る限り、有史以来、初めて要垣内からまともな意見が出たんじゃないか？

　パンっと結衣が手を叩たたいた。

「そうね。せっかく夏休みで時間があるんだし、今のうちに必要なものを買い揃そろえればいいんじゃない？」

　問題は浦乃がどう言うかだけど。

「私は……本さえ買えればどちらでも」

「だったら決まりだな。で、いつ行く？」

「明日は？　来週までだったら早い方がいいし」

「オレはいいけど」

　浦乃も頷く。

「じゃあ明日、十時に学校前に集合でどうかな？」

「了解」

「分かったわ。十時に学校前ねっ！」

　みんなの顔が一斉に声がした方、つまりちとせ先せん輩ぱいへ向いた。

「な、なに？　ど、どうしてみんなそんな顔で私を見ているの？」

「いや、なんというか……」

「生徒会長も来るつもりなんですか？」

　オレが恐ろしくて言えなかったことを、結衣がいともあっさりと口にした。それも明らかに嫌いやがってる声で。

「そうよ。いけない？」

「ええ、いけません」

「どうして？」

「これは図書委員のお手伝いの買い出しですから。生徒会長となにか関係ありますか？」

「うっ……」

　ちとせ先せん輩ぱいが顔を仰のけ反ぞらせた。たしかに結ゆ衣いの言うとおり、クラスも学年も違うちとせ先輩が来る理由はないよな。

「生徒会長がボクたちに同行するきちんとした理由を言ってくれないと、納なつ得とくできません」

「ううっ……」

　ちとせ先輩はものすごく口惜しそうに唸うなった後、キッとオレを睨にらみつけた。

　何か言いなさいって、目が命令している。

（ええ―――、オレですか？）

　オレは小刻みに頭を振って勘かん弁べんしてくださいと手を合わせた。旧演劇部室での一件以来、結衣はちとせ先輩のことをあまりよく思ってないみたいだから。ここで何か言ったりしたら、後で結衣になんて言われることやら。

　するとちとせ先輩は口を風船みたいに膨らませて横を向いてしまった。こっちはこっちで、後で怖そうだなあ。

「分かったわよ。じゃあ、私は行かない。明日は部屋の掃除でもしてるわよ。みなさんだけで楽しく行ってくればいいわ」

　悔くやしさを誤ご魔ま化かすように髪をかきあげた。

「じゃあ私はそろそろ帰るから。とんだ回り道になっちゃったじゃない」

　立ち止まると、ぶつぶつ言いながらオレの方を向く。

「純すみ人と。例のことは、また今度にね」

「は、はい」

「じゃあ、さようなら」

　踵きびすを返すと歩いてきた道を戻っていく。ちょっぴり背中が寂しげだ。

「例のことって？」

　結衣がジロリと目を動かした。

「いや、えっと、まあ、大した話じゃないよ。また生徒会のお手伝いの話で」

「今でも生徒会長のお手伝いとかやってるんだ。今け朝さだって会っていたみたいだし」

「ま、まあね」

「ふ――ん」

　結衣は目を糸のように細めたが、またすぐにパチリと見開いた。

「そういえば……、学校の外で星ほし野のくんと会うのって久しぶりじゃない？」

「たしかにそうだなあ」

　昔は結構、二人っきりで買い物に行ったりもしていたのに。

「ちょっと楽しみだね」

　遠足前日の小学生のようにウキウキした顔になった。それはちょっと気が早いんじゃないか？

「霞かすみちゃんも。明日は、バッチリこの街のことを教えてあげるから」

　浦うら乃のの腕に腕を絡ませる。浦乃も特に嫌いやそうなそぶりは見せなかった。

（そういえば、オレってば夏休みに入ってから、ちとせ先せん輩ぱいとしか会ってなかったよなあ）

　時にはクラスメイトとどこかに行くというのもいいか。

　ちとせ先輩が去っていった真まっ赤かな夕日に染まった河か川せん敷じきを振り返りながら、オレはそんなことを思うのだった。



    

  
    
      　

３章　しょっぴんぐぱにっく





　翌日もよく晴れた。

　首筋に突き刺さる日差し。頭の上には思わず天晴あつぱれと言いたくなるぐらい、雲一つかかっていない空が広がっていた。朝の天気予報によるとまた真夏日になるらしい。

　待ち合わせの学校の校門前に行くと、既にオレ以外の全員が揃そろっていた。

　結ゆ衣いが最初にオレを見つけて手を上げる。

「おはよう」

「おはよう、って、あれ？」

　浦うら乃のの格好を見てオレは眉まゆをひそめた。

　白いブラウスに赤のスカート、黄色いリボン……。要するにクレマチス高校の制服姿だった。

（そういう話だったっけ？）

　でも結衣はオレンジ色のカットソー、ハーフパンツだし、要よう垣が内うちもＴシャツ姿。もちろんオレも普通に私服だ。

「買いだしの後で学校に行く予定とか？」

　クレマチス高校は夏休み中も、登校時は原則制服と決まっている。

「それ、さっきボクが訊きいた。違うって」

「じゃあなんでまた制服……」

「服、少ないから」

　また物資不足かよ。

「まさか、それも荷に解ときが終わってないからじゃないよね？」

「そう、それ」

「そう、それって……。まさか制服以外、服がないってことはないよね？」

「ある」

　ちょっと安心するのも束つかの間、

「秋用のパジャマ、冬用のパジャマ、春用のパジャマ」

「なんでそんなパジャマばっかり！　しかも肝心の夏用がないし」

「最初に開けたダンボールに入っていたから」

「その調子で他ほかのダンボールも開けようよ」

　やっぱり買い物の前に荷解きじゃないだろうか。

「と、とにかく出発しようよ」

　結衣が白けた空気を壊こわすように、手を打って歩き出す。

「どこから行くのがいいかな？　本は重いから本屋は最後がいいよね。浦乃さん、今、なくて一番困ってるものはなに？」

「……いろいろ」

　いつもの感情の篭こもっていない声だったが、切実な状況はビシビシと感じられる。今日も癖毛が立っているし。お出かけだというのにやっぱり紙袋だし。

「と、とりあえず、シャンプーとリンスというのはどうかな？」

「うん」

「あと、鞄かばんはどう？　荷に解ときが済んだら出てくるから要らないかな？」

「出てこないかも」

「じゃあ、鞄も見てみようか。あとはなにがあるかなあ……」

　結ゆ衣いが両手を組む。

　その瞬しゆん間かん、オレの頭にピピッと来た。

「なあ……。もし予算的に大だい丈じよう夫ぶなら、この際、服を買うというのはどうかな？」

　結衣もパンと手を打った。

「それよっ！　服だって生活必需品だし。もうすぐ夏休みは終わりといったって、制服一枚じゃきつくない？　夏用の服があった方がいいよ、きっと」

「……服」

　浦うら乃のは下を向いてしまい、「うーん、うーん」と唸うなり始めた。

「いや、そんな深く考えなくても……。もっと逼ひつ迫ぱくしたものもありそうだし、そっちを優先した方がいいかもしれないし」

　慌あわてて手を振るオレの前で浦乃はコクリと頷うなずいた。

「うん、服。あった方がいいと思う。うん」

　もう一度、今度は二回こくりと頷いた。

「じゃあ、決まり。じゃあ直接モールに行けばいいよね？」

「いいんじゃないか。あそこならちょっと高いけど、大抵のものは揃そろうし」

「じゃあしゅっぱーつ」



　オレの住んでいる街は駅の周囲だけがちょっと開けていて、その周りには住宅や学校しかないような典型的な地方都市だ。その駅の真ん前に“〝にこにこモール”〟という地方情緒溢あふれる名前のショッピングモールがある。通称モール。

　デパートと呼ぶには小さいが、スーパーと呼ぶには大きい五階建てのテナントビル。そこそこメジャーなブランド店やレストランも出店しているので、休日にもなると家族客で賑にぎわう。オレも小さい頃ころはよく両親に連れられてきたものだが、学校の知人や教師たちとの遭遇率が極めて高いのが嫌いやで、最近はできるだけ避けるようにしている。

　オレたちは駅からモールへ続いているレンガ畳の通り、いわゆるこの辺の目抜き通りを歩いていた。

「ここが街で一番、都会してる場所かなあ。地方にしてはだけど」

　物もの珍めずらしそうにキョロキョロと顔を動かす浦乃に結衣が説明する。

「あそこのアクセサリー屋とか、うちの生徒に結構人気あるんだ」

　結ゆ衣いに手を取られて店の前のワゴンに向かう浦うら乃のを見て、オレはホッとする。

　昨日、図書室で結衣に対して感情的になってたことをちょっと心配していた。でも今のところ、わだかまりみたいなものはないみたいだ。

　オレだって事故とはいえあんなことキスになったわけで、多少なりとも気まずい雰囲気になりそうなものだが、今のところそんなことはない。浦乃がそんなそぶりを見せないし、オレも忘れようとしているからだ。ただ、オレの方はあのマシュマロみたいな感触と、特にあの前髪の後ろに隠かくれていた顔は、当分忘れられそうにないかも。

　――と。

　結衣と一緒にワゴンを見ていた浦乃が、急に鋭するどい動きで振り返った。視線はオレのさらに後方に向けられている。

「どうかした？」

　つられてオレも後ろを見た。

　往来でサッと動く人影。電信柱に誰だれかが隠れた。

（げっ……）

　オレ、視力は悪くないんだ。一瞬だったけどはっきりと見えた。

　黒い帽子に変なサングラス、ジーパンに白のＴシャツ姿の女の子だった。

　帽子から明るい色の長い髪がこぼれていたのもバッチリと。

　間違いない、ちとせ先せん輩ぱいだ。

「今のって!!」

　結衣も気がついたみたいだ。

「結局、来ちゃったみたいだね……。どうする？」

　オレはブウって唇くちびるを尖とがらせた結衣の顔をうかがう。

「こっちから声をかけることないよ。向こうが何か言ってくるまでは放ほうっておきましょう」

　浦乃の手を引いて歩き出した。

「放ってって、それはちょっと酷ひどすぎじゃないか？　なあ、結衣ったら」

　ちとせ先輩ならどこかのとっつあんのようにどこまでもついて来るに決まってる。それに、いつまでも無視していたら後でオレが何て言われるか……。

「あ――あ――」

　オレは頭を掻かき毟むしりながら日本海溝並みのふかーい溜ため息いきをついたのだ。



“〝にこにこモール”〟は全フロアで夏物の売りつくしセール中で、セールの文字の書かれたチラシが至る所で踊っていた。

　女性服売り場のメインは既に秋物に切り替わっていた。夏物は水着や浴衣と一緒に、フロアのやや端はしの方のセール品コーナーで肩身が狭そうに並んでいるだけだ。

「じゃあ、オレたちはここで待ってるから」

　エスカレーター横のベンチの前でオレは立ち止まる。さすがに女の子たちの服選びに交じるのは気が引ける。

「星ほし野のくんたちも付き合ってよ。男の子から見た意見も聞いてみたいし。ねえ、霞かすみちゃん？」

「ん？」

　浦うら乃のはちょっとよく分からない、という風に首を傾かしげる。

　でもまあ、結ゆ衣いがそう言うなら付き合うことにするか。

　夏服のコーナーへ向かう。

「ボクが思うに、霞ちゃんにはうんと可愛かわいい服が似合うと思うんだけど……。霞ちゃんはどんなのが欲しいの？」

　結衣の問いに、浦乃は困ったように体をモゾモゾとさせるだけ。予想はしていたが、あまり一人で服を買ったことがないみたいだ。

「そうだっ。キャミとかどうかな？」

　誘導していく結衣を、浦乃はおっかなびっくりな足取りで追いかけていく。なんだかジャングルへ分け入る探検家の趣だった。

　浦乃の後ろを要よう垣が内うちとついていきながら、オレはチラチラと振り返っていた。

　ちとせ先せん輩ぱいがやっぱりついてきていた。秋服を着こんだマネキンの後ろに隠かくれて、こちらをうかがっていた。格好も相まって、どう見ても不ふ審しん者しやだ。

（どういうつもりなのかなあ……）

　オレはコメカミを人差し指でぐりぐりさせた。

「この辺から好きなのを選んだらどうかな？」

　キャミソールとかタンクトップのコーナーで結衣は手を広げた。

「……」

　浦乃は辺りをキョロキョロとしながら呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「ええっと……どれを買えばいいのか分からない……とか？」

　コクリ。

　やっぱり、一人で服を買ったことないんだな。

「どうしようか」

　結衣が困った顔でオレを見る。

「結衣がよさそうなのを選んで、浦乃にお勧すすめすればいいんじゃないか？」

「それ責任重大だけど……、それしかないかな。霞ちゃん、それでもいい？」

　もう一度、浦乃は頷うなずいた。

「じゃあ、どんな色がいいかな？　それぐらいは教えてよ」

「……黒っぽい青色」

「それ夏っぽくないんじゃない？　次の候補は？」

「……青っぽい黒」

「それほとんど一緒だよ。黒いと太陽光発電しちゃうよ」

　暑いかもしれないが発電はしないだろう。

「じゃあとりあえず探してみようか。あるかどうかちょっと分かんないけど」

　適当に別れて、浦うら乃の希望の黒っぽい青のキャミをちょっと探すことにする。

「黒っぽい青なあ」

　売れ残りのセール品といっても結構な数がある。探せばそんな色のやつも一着ぐらいあるかもしれない。

　それっぽい色のキャミがかかったハンガーを見つけては一つ一つ確認していると、誰だれかに後ろからＴシャツの裾すそを引っ張られた。

「これ」

　浦乃が一つのハンガーをオレに見せた。

　本当に黒っぽい青のキャミ。いや、青っぽい黒にも見える。が……。

「浦乃、本当にそれがいいのか？」

　デザインがちょっと微び妙みようなのだ。胸元が大胆にカットしてあってレースになっているからなんだか下着っぽい。これを着て街を歩くのはちょっときつくないか？

　結ゆ衣いたちも集まってくる。

「それはちょっと、止やめた方がいいんじゃないかなあ」

「……」

　浦乃が唇くちびるをちょっぴり窄すぼませる。結構、気に入っているらしい。

「なんだか全体的に重い感じだよ。霞かすみちゃんに似合うかもしれないけど、なんというか負の方向へ伸ばしているというか……」

　オレも結衣とまったく同意見だ。

「……」

　浦乃は口をさらに窄ませる。いきなりこっちを向いた。

　でも向いたまま何も言わない。まあ、たぶんオレに意見を求めているんだろう。

「ええっと、オレはそもそも、もうちょっと明るい色の方が浦乃に合うと思うんだな」

「例えば？」

「うっ……。た、例えば……こういうのとか！」

　オレは適当に近くのハンガーを取った。

　真っ白なキャミソール。全体的に緩ゆるやかなカットになっていて、胸元に白色リボン。肩口が小さなレースになっているが、全然、いやらしくない。むしろ可愛かわいい感じだ。色だけで選んだわりに、まともだ。

　浦乃は南なん蛮ばん渡来の火ひ縄なわ銃じゆうを手にした種子島たねがしまの殿様のような様子で、キャミソールを上から下まで熱心に眺める。

「いいんじゃない、それ？」

　結衣が「グッドジョブ」ってオレに親指を立てる。

「どう？　結構、悪くないんじゃない？」

　浦うら乃のの反応をうかがう。

「むむむむ」

　しばらく小さな唸うなり声を上げた後、頷うなずいた。

「これにする」

　そのままスタスタとレジの方へ向かおうとする。

「えっ、もう決定？」

「もっと見た方がいいんじゃないか？」

「見なくていい」

　浦乃の後を追いながら結ゆ衣いと顔を見合わせる。その白いキャミも悪くはないと思うが、即断は危険だ。

「う、浦乃、ちょっと待った。ええっと、そうだ。試着。試着はしなくていいのか？」

　浦乃が立ち止まって振り返る。

「シチャク？」

「そう。試しに着てみないと、合うかどうか分からないだろう？」

「でも、星ほし野のくんが似合うって言ったから」

「いや、そうだけど、本当に着てみないと分からないってこともあるから」

「じゃあシチャクする」

　浦乃は頷くと、制服のリボンに手をかけてスルスルーと解いた。

「ストップ!!」

　慌あわてて浦乃の手を押さえる。

「試着はここじゃ駄目なんだ。専用の場所があるから」

　オレは近くの試着室を指さした。

「なるほど」

　頷くと今度は試着室に向かって歩き出す。そこはかとなく不安を感じて、オレたちもゾロゾロとついていく。

　浦乃が試着室に入る。そこまではよかった。でも、入ってすぐにブラウスに手をかけようとした。

「浦乃、ストップだ！」

「なに？」

「カーテン、カーテン！　それじゃあ試着室の意味ないから」

「なるほど」

　シャーって音をたててカーテンが閉められた。

「ふう」

　溜ため息いきをついてこっちを見る結衣に、オレはヤレヤレのポーズをしてみせた。

　本当に服を買ったことが全然ないんだな。それでも、試着室の使い方ぐらい常識で分かりそうなものだが。

「大だい丈じよう夫ぶかな？」

　カーテンに不安気な目をやる。耳をすませるとカサカサと服が擦こすれる音がした。

　安心したが、妙にドキドキしてしまった。

　そのうち、カーテンの向こうから浦うら乃のが息を呑む声が聞こえた。着終わったみたいだ。

「霞かすみちゃん。試着は済んだ？」

「うん」

「鏡で見てどんな感じかな？」

「……よく分からない」

　そうだろうな。

「浦乃、オレたちが見てもいいかあ？」

「いい」

「今、開けても大丈夫か？」

「大丈夫とは？」

「だから、つまり、その、カーテンを開けても大丈夫な格好をしているか、というか」

「……」

　なぜそこで間が開く。

「…………大丈夫……だと思う」

　メチャクチャ不安にさせるな、おい。

　結ゆ衣いがカーテンの端はしの方をちょっとだけ開いて中を覗のぞく。オレたちにオッケーのサインを出して、カーテンを開いた。

　キャミソールを着た浦乃が立っている。

（か、可愛かわいいじゃん）

　いつも見る制服姿の浦乃よりはずっといい。野暮ったい前髪と、白いキャミソールのギャップもよかった。

「…………どう？」

　浦乃は人形みたいに突っ立ったまま言った。

「ええっと、いいんじゃないか？」

「そう」

　うむ、悪くない。ただ何かがもう一押し、欲しいような……。

　ふと、図書室で見た浦乃の顔が浮かんだ。

「そのさあ……。浦乃さあ。……ちょっと、前髪って上げてもらってもいい？」

　浦乃の体がビクッて反応した。

「いや、嫌いやだったらいいんだけど、なんとなく、前髪上がっている方がいいかもって思ったような気がして」

「……」

　浦乃は困ったように下を向いてしまう。

　慌あわてて手を振った。

「やっぱり、いいよ。無理しなくて、って、あ……」

　言い終わらぬうちに、浦うら乃のは前髪を上げ始めていた。

　舞台の暗幕のように昇のぼっていく前髪。一緒に浦乃の顔がみるみる赤く染まっていく。

　前髪が完全に上がった時、結ゆ衣いがハッと息を吸いこんだのが聞こえた。

　その気持ち分かる。オレも昨日初めて見た時は驚おどろいたから。前髪を上げた瞬しゆん間かん、鬼太郎から夢子ちゃんに変身だもんな。

「もういい？」

　浦乃は肩を震ふるわせていた。かなり、無理をしているみたいだ。

　オレが頷うなずくとすぐに下ろしてしまった。

「どう？」

「うん、いい感じだったよ。すごく可愛かわいかったよ！」

　結衣が感激したように言う。

「じゃあ買う」

「あと、スカートも揃そろえた方がいいよ。そのままじゃ選べないから。とりあえず着替えた方がいいかな」

「分かった」

　今度はちゃんとカーテンを閉めた。

「霞かすみちゃんが、前髪上げたらあんなに可愛いなんて！　星ほし野のくん、知ってたの？」

　結衣が目をキラキラとさせていた。

「まあ、一応」

「普段、どうしてあんな髪形してるのかな？　前髪上げたら絶対、人気者になれるのに」

「目立つのが嫌きらいなんじゃないかな？」

　浦乃は大人おとなしい性格だから、特にそんな気がする。

「すばらしい！」

　要よう垣が内うちまで目を輝かせていた。自分を抱きしめるような格好で体を震わせる。

「どうした？　何か変なものでも拾い食いしたのか？」

「拙せつは猛烈に感動しているニャ」

「その時々、使う猫語をやめろ。で、何に感動しているって？」

「前髪キャラが前髪を上げたら可愛かった、というのが素晴らしい」

「言ってろ」

　この男、最近、どんどん変なキャラになっていってるなあ。

　結衣が心配気な顔で囁ささやいてきた。

「どうしよう。要垣内くん、霞ちゃんのこと気に入っちゃったかもしれないよ」

「いや、それはない」

「だって前髪キャラだって」

「奴の発言の大半に意味はない。ちなみに結ゆ衣いは幼おさな馴な染じみキャラに分類されているぞ」

「ええ――。ボクも？」

　大きな目をグリグリとさせていた。要よう垣が内うちがクラスの大半の女子をカテゴライズしていることは、言わない方がいいみたいだな。

　――と、そんな馬ば鹿か話をしていると、

「ゴホン、ゴホン」

　浦うら乃のが着替えている試着室の横からわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえた。

　サングラスにマスク姿の不審な女の子が、ガチャガチャとハンガーから服を取ったりかけたりと、挙動不審な感じで立っていた。言うまでもないが、ちとせ先せん輩ぱいだ。

（どうしようか）

　オレは目で結衣にサインを送る。

　こんな近くにまで近づいてきたってことは、そろそろ見つけろって合図じゃないか？

（だから無視よ無視）

「ゴホン、ゴホン、ゴホン」

　咳払いが大きくなった。

（無視したら、後で怖いよ。そろそろ声をかけた方がいいって）

（むう……、分かった。じゃあそうしたら）

　渋々な感じで頷うなずく。オレはちとせ先輩へ歩み寄った。

「……ちとせ先輩。なにやってるんですか？」

「あらっ！　純すみ人とじゃない、偶然ね」

　これでもかっ、ていうぐらいわざとらしかった。

「なにが偶然ですか……。ずっとボクたちをつけていたくせに」

　結衣が口を尖とがらせる。

「なんのことかしら？　私はちょっと欲しいものがあって来ただけよ」

「家の掃除をしているって、昨日、言っていませんでした？」

「掃除？　ああ、掃除はもう済ませちゃったわ」

「じゃあ生徒会長のその格好はなんなんですか？　まるで変装みたいですね」

「せ、生徒会長とかやっていると、休日のプライベートも誰だれに見られているか分からないから。これぐらい変装して当然よ。やったことのない人には分からないかもしれないけど」

「見られて困るようなことをやっているからじゃないんですか？」

「それはどういう意味かしら？」

「まあまあまあまあ」

　オレは二人の間に入っていく。

「それで……ちとせ先輩はこれからどうするつもりですか？」

「へっ？　どうするって？」

「いや、だから偶然だかなんだか知りませんが会えたわけじゃないですか。この後はどうするのかなあ、っと」

「もちろん。これも何かの縁だから、純すみ人とたちに付き合うつもりよ」

「やっぱそうなりますか」

　オレはそれでもいいんだが……。結ゆ衣いを見ると、プクーっと頬ほおを膨らませていた。

「これは図書委員の仕事の買い出しがメインの目的で、生徒会長には関係ないんですけど」

「それはそうだけどこうして偶然会えたのだから、別に一緒に行動したっていいじゃない。そんなに変かしら？」

「それは……そうですけど」

　確かにわざわざ追い返す理由もないよな。

「でも霞かすみちゃんがなんて言うか」

　結衣が試着室へ顔を向けて最後の抵抗を見せる。

　いいタイミングで試着室から制服姿に戻った浦うら乃のが現れた。ハンガーにかかったキャミソールを大事そうに抱えている。突然現れたちとせ先せん輩ぱいに驚おどろいた様子はない。

「ええっと、こんなことになったわけなんだけど。一緒に買い物してもいい？」

「いい」

　あっさり、浦乃は頷うなずいた。ちとせ先輩がしめたって顔をする。

「うう……。じゃあ、みんなで買い物しましょう。ハァ――」

　諦あきらめたみたいに溜ため息いきをつく。

「ボクはこれから霞ちゃんのスカートを選ぼうと思うんだけど、みんなは？」

「オ、オレはちょっと疲れたから待ってるよ」

　パタパタと手を振った。結衣に悪いがさっきの浦乃の調子だとスカート選びだって簡単じゃなさそうだからな。要よう垣が内うちもオレと一緒で待ち希望らしい。

「生徒会長はどうします？」

　結衣が油断のない視線をちとせ先輩に飛ばした。

　ビリビリビリッて、電流みたいものがちとせ先輩と浦乃の間を走ったような気がした。

　なんでこの二人、こんなに仲良くないんだ？

「私は買いたいものがあるからそれを探すわ」

「――分かりました。じゃあ、一度解散してまた集まることにしますか？」

「私はそれでいいけど」

　オレと要垣内も頷く。

「じゃあ、三十分後にエスカレーターの横のベンチというで」

　そう言うと結衣は浦乃を連れて、後ろを何度か振り返りながら売り場へ向かった。

　結衣たちが見えなくなり、さらに要垣内がトイレへ行くと、

「す～み～と～」

　ちとせ先輩が地獄の使徒の声を出しながら、怖い顔をオレに近づけてきた。

「は、はいっ、なんでしょうって、イタッ！　イタイですって！」

　頬ほおを思いっきりつねりあげられた。

「あなた、私に気がついていたのに、声一つかけようとしなかったじゃない！」

「イタタ、イタイっす。しょ、しょれは、きゃぐらが」

「楽しそうに服選んでるし……。服選びって、もう図書委員の仕事とは関係ないじゃない。それに今後のことを話し合おうって言ったのに、電話してこなかったし！」

「でも、それは後日って言ってたじゃないでじゅがあ。イタイ、イタタタタタ」

　つねる指の力がさらに強くなった。

「後日っていうのは、今晩、電話してきなさいって意味なのよっ！」

「がんひゃなのひゃかりませんよう（そんなの分かりませんよ！）」

「とにかく、今後はこういうことはないようにね！」

　バチンって頬を弾くように指を離した。頬が引きちぎられるかと思った。

　ちとせ先せん輩ぱいが腕を組んで回れ右する。

「……あのどこへ？」

「純すみ人とには関係ないでしょっ！」

　肩を怒らせながら水着コーナーの方へ行ってしまった。

「なあ……」

　要よう垣が内うちがトイレから帰ってくると、オレはポツリと言った。

「結ゆ衣いが幼おさな馴な染じみキャラで、浦うら乃のが前まえ髪がみっ娘こキャラなのも分かった」

「うむ」

「ちなみにちとせ先輩はなんなんだ？」

「フルスペックだ」

「なるほど。フルスペックか」

　オレの周りにはなんで、男も女も一風変わった奴が集まってくるんだろう。



☆



　エスカレーターの近くの長椅い子すで、オレはちとせ先輩たちの帰りを待っていた。さながら妻や娘たちの買い物が終わるまでの間、買い物袋の番をする親父おやじのような感じだ。

　隣では要垣内が携帯ゲーム機で遊び始めている。

　くそっ、こんなことならオレも持ってきていればよかったなあ。

　スカート売り場に消えた結衣たちはまだ帰ってこない。たぶん、浦乃のスカート選びでこんなに時間がかかるとも思えないから、他ほかの買い物でも始めちゃったのかな。

「ふぁ―――あ」

　ちとせ先輩も結衣もいなくなって緊きん張ちようが解けたせいか、大きな欠伸あくびが出てしまった。

　ルルルル――。

　鞄かばんの中の携帯電話が鳴った。

　ちとせ先せん輩ぱいからだ。

「もしもし？」

　シクシクシクシク――。

　スピーカーから泣き声が聞こえてきた。

「ちとせ先輩!?　どうかしたんですか？」

　オレは要よう垣が内うちへ背中を向けて声を潜めた。

『純すみ人と……。助けてですう』

　ちとせ先輩は先輩でも、『中の人』の声だ。

「どうしたんですか？　何かあったですか？」

　ちとせ先輩が今どこにいるか分からないが、こんな人目の多いとところで『外の人スーツ』を脱ぬぐなんてきっと異常事態だ。

『『外の人スーツ』が……『スーツ』が動かなくなったですう』

「またですか！　例の蒸発器の異常ですか？」

『違うですう。今回は故障じゃないですう』

「故障じゃなかったら、どうして動かないんですか？」

『わかんないです。とにかく、すぐに来てくださいですう』

「分かりました。で、今、ちとせ先輩、どこにいるんですか？」

　外で『外の人スーツ』を脱いでいるはずがないから、どこかに隠かくれてはいるのだろうが。



    

  
    
      



    

  
    
      『……試着室の中です』

「し、試着室？　どこのですか？」

『水着……コーナー』

「なんで、そんなところに！」

『だって、新しい水着、欲しかったですう』

「水着買ったって、外に出ないから一緒じゃないですか！」

『私のじゃないですう！　スーツの方のですう!!』

「分かりました！　今から行きますから、大人おとなしく待っていてください！」

　オレは携帯電話を切って立ち上がる。

　よりによって試着室かよ。それも水着コーナー……。

　近くに人がいたら、どうやって入ればいいんだ？

「今の女子おなご、何者？」

「うおっ」

　ゲームに集中しているとばかり思っていた要よう垣が内うちがこっちを向いていた。

「き、聞いていたのか？」

「すまん。盗み聞きする気はなかったのだが、要垣内家の人間は、代々、一般人の十六倍の聴力を持っているので、どうしても耳に入ってしまう」

　お前は犬の家系かよ。

「えっと……今のは、ちとせ先せん輩ぱいの親しん戚せきにあたる女の子で、えっと、ちとせ先輩を通じて、ちょっと紹介されたのだ」

「ふむ。なるほど。だから、道理で生徒会長とちょっと雰囲気が似ていたな」

　要垣内って実はすごい能力の持ち主なのかもしれない。

「も、もしかして会話の内容も聞こえていた？」

「いやできるだけ頭の中を空っぽにしたから、耳には入っていたがほとんど理解していない。水着とかスーツという言葉は聞こえたが」

「悪いんだが……。何も聞かずオレを行かせてくれないか？」

「構わんよ」

「すまん」

　オレは要垣内に拝おがむように手を立てた。前言撤回。要垣内はオレの無二の親友だぜ。

　水着のコーナーへ駆けた。

　椰や子しや波の形をしたハリボテと一緒に、赤札のついた水着が並んでいた。売れ残りばかりのせいか、派手な色のものや異様に露ろ出しゆつが多いものばかりだ。

　いくらセールでも夏の終わりにビキニを買おうとする人はいないらしく、客は見あたらない。ただ店員が一人、レジの前に暇ひまそうに立っていて、最悪にもそこから一つしかない試着室は丸見えだった。

「仕方ないか」

　オレは近くを見渡して誰だれにも見られていないことを確認すると、床に寝転がる。ハンガーに吊つるされた水着の下を匍ほ匐ふく前ぜん進しんで、一路試着室を目指す。

（ここまでは犯罪じゃない。不審だが犯罪じゃない。犯罪じゃないんだ……）

　頭の中で「犯罪じゃない」をリフレインさせながら前進していった。

　なんとか見つからずに水着のハンガーから這はい出して試着室の前まで行く。

　カーテンの閉まった試着室の前にかかとの高い赤色のサンダルが置いてあった。

（これ、ちとせ先せん輩ぱいのだよな？）

　もし、違う人が入っていて、そこに侵入したりしたら大変だ。

「ちとせ先輩……。中にいますか？」

　床に貼はりついたまま、カーテンに向かって囁ささやいた。

「はい……ですう」

　ちとせ先輩（中）の声に間違いない。

「入りますよー」

　オレはカーテンをめくって下部から試着室へ侵入する。

　最近、多いカップルで入れる広いつくりの部屋の真ん中で、ちとせ先輩が両手でＭの字をつくって突っ立っていた。今日のツインテールはサンダルに合わせてか赤いリボンだ。

「どうしたんですか？　『外の人スーツ』はどうなって……ブハッ！」

　立ち上がったオレは思わず鼻はなを押さえた。

　ちとせ先輩の『外の人スーツ』は水着に着替えている途中だった。からくも下は穿はいていたが、上はポロリとかピッコロとか界王神さまとか、そんなレベルじゃなくて無修正だ。そもそも着ようとしている水着が異様に体を覆おおう面積が狭いものだから、ほんとにワンポイントを隠かくしているだけのような……、とにかくそんな感じなんだ。

「呼ぶ前に服を着せるなりなんなりしてくださいよ！」

「それどころじゃないですう！」

「何がどうなっているんですか？」

「これ、見てくださいですう」

　できるだけ上半身を見ないように『外の人スーツ』の方を向く。

　スーツがガガガガガって小刻みに震ふるえていた。まるで痙けい攣れんしているみたいに。

「どうなっちゃったんですか!?」

「分かんないです。いきなりこんな風になっちゃったでありますう」

「再起き動どうでどうにかならないんですか？」

『外の人スーツ』の背中に回って、リセットボタンを押した。押しやすそうな格好をしているので簡単だ。

　ポチッと。でも『外の人スーツ』の震えは止まらない。

「駄目なんですう。なんだかシステム自体が壊こわれているみたいで」

「故障？」

「電源ボタンもリセットボタンも効かないなんて、今まで一度もないですう」

　またフェーンって泣き出す。

「ワワワ、ちとせ先せん輩ぱい、落ち着いてください。そんな大きな声で泣いていたら、誰だれか人が来ちゃいますって!!」

　オレはかたっぽの手でちとせ先輩の口を押さえて、もうかたっぽで頭をいいこいいこしてなだめようとする。

　でも、実際、落ち着いてる場合じゃない。こんなところで『外の人スーツ』が立ち往生したら大変だ。『外の人スーツ』をこっそり更衣室から運び出して、家まで運ぶなんてことできっこない。もし誰かに見み咎とがめられでもしたら……、ちとせ先輩の秘ひ密みつが世間にバレてしまう。

「なにか超緊きん急きゆう用のマニュアルとかないんですか！」

「姉ピョンからもらったような気がしますけど、置いてきちゃったですう。シクシク」

「駄目じゃないですかあ。そういうのはいつも持ち歩いていませんと！」

　ああ、どうすりゃいいんだ。

「ええい、仕方ない！」

　携帯電話の電話帳の絶対にかけたくないナンバーに発信する。

　コール音一回で電話に出た。

『姫ひめ宮みやだが』

「オレだ」

『……誰だ？』

「オレだよ。分からないのかよ」

『詐さ欺ぎの相手をしてる暇ひまはない。切るぞ』

「ああ、ちょっと待て、切るな。詐欺じゃないオレだよ。星ほし野の純すみ人と！」

　携帯電話に向かって叫ぶ。

『なんだ、少年か。どうした？　気が変わって改造されたくなったか？』

「違うっ！　『外の人スーツ』がトラぶった。どうすればいい？」

『トラぶった？』

　スピーカーの向こうから、パチパチとキーボードを打つ音が聞こえる。

『リセットボタンは？』

「効かない」

『システムがビジー状態だ。モニターの反応も悪い。……くそっ、そういうことか！』

　ちなつが舌打ちするのが聞こえた。

「どうした？」

『モニター用通信ポートからノイズが侵入している。システムビジーの原因はこれだ』

「もうちょっと分かりやすく説明してくれ！」

『ちとせはシステム負荷を上げる電波を受信して身動きがとれなくなっている』

　要するに毒電波の攻撃を受けているっていることか？

「どこのどいつが送っているんだ、そんなもん！」

『悪意を持った誰だれかだ』

「悪意を持った!?」

『その話は後だ。ノイズを発生させている発信器を見つけて破壊しろ。近くにある』

「探すって、どうやって！」

　ただでさえだだっ広い上にゴチャゴチャとものが大量に置いてある場所なんだぞ。

『ノイズ発信地の場所を特定する方法がある。信号強度は発信機との距離の二乗に反比例する。だから場所を変えて強度を測れば、その値と場所の位置から発信の場所を予想できるはずだ。分かるな』

「分からねえよ！　物理の成績２のオレにも分かるように説明してくれ」

『残念ながら今より簡単な説明はできない』

「それでも教師かよ！」

『いいから、お前はちとせを今の場所から二回移動させて、その位置を私に電話で教えろ。信号強度はモニターを通じてこちらから確認する』

「動かせってどうやってだ？　ここはショッピングモールの服売り場なんだぞ！　試着室の中だからなんとか見つからずにすんでるんだ！」

『それぐらいは知恵を使え。一応、頭はついているんだろう？』

「ぐうう！」

　誰にも見つからずにちとせ先せん輩ぱいを移動させる方法はないか……。

　パチンと指を鳴らす。

「分かった！　ちとせ先輩を入れたまま、試着室ごと動かせばいい」

　でかいがラッシャー付きだからロックをはずせばなんとか移動できるんじゃないか？

『上出来だ』

「で、オレは位置を教えればいいんだよな。どうやって？」

『今、試着室がある場所を原点と考える。そこから東と北にどの程度距離があるかお前の感覚で言え。歩数でも構わないから。そうすれば、おヽ前ヽのヽ感ヽ覚ヽでヽどこに発信器があるか教えられる』

「わ、分かった」

　いまいちちなつがどうやってその発信器の場所を割り出すか不明だが、何をすればいいのかだけは理解できた。

「姉ぴょんはなんて？　スーツ、直せそうですか？」

　ちとせ先輩が不安そうな瞳ひとみをオレに向ける。

「直せませんが、壊こわれた原因を見つけることはできるみたいです」

　ちなつの言っていたことをオレの分かる範囲で説明する。

「ちとせ先輩は試着室の中に残って、いつでもシステムが正常に戻ってもいいようにスタンバッていてください。たぶん店員が駆けつけてきますから、リセットボタンが機能したらすぐにスーツに乗りこんでうまく誤ご魔ま化かして」

「りょ、了解であります」

「じゃあ、ちなつ、作戦開始でいいか!?」

『こっちはいつでも問題ない』

「じゃあ始める」

　オレは忍びこんだ時と同じ動きでカーテンの下から外に出た。

　床に貼はりついたまま辺りを見渡す。

　ちょっと離れたところに、黒ストッキングに包まれた足が見えるだけ。たぶん、あれは暇ひまそうにしていた店員だ。

　オレは素早く試着室の周りをグルグル回って、六ヶ所のラッシャーのロックを解除していく。最後の一個をはずすと試着室の後ろに回って立ち上がった。

（東はエスカレーターのある方で北はエレベータがある方だな）

「これから移動させるぞ。一度目は東に。その後、北に動かす」

『了解』

　オレは少しだけ試着室から距離をとる。

　キョロキョロと見渡して最後の確認。よしっ。誰だれも見ていない。

　助走をつけると、低い大勢から思いっきり試着室へ体当たりした。

　肩にずっしりとした重み。

　動いた。

　ちとせ先せん輩ぱいと『外の人スーツ』を乗せた試着室は見事に床の上を移動していった。

　思ったより勢いがついた。水着がかかったハンガーを左右に割きながら滑っていく。

　レジの店員は呆あつ気けにとられて見るに任せるだけだ。

「ああ、試着室が――――!!」

　さっきのちとせ先輩のことを言えないくらいわざとらしい演技で叫ぶと、中腰ごしになって試着室を追いかける。

　試着室は横にそれたりしないで、ほぼ狙ねらい通りまっすぐ東へ進んでいき、水着コーナーの端はしぐらいまで行ってようやく止まった。

　オレは再び試着室の陰に隠かくれる。

「ちなつ！　大体、大おお股またで十五歩ぐらいだ！」

『よし。次、行け』

「じゃあ、ラスト。もう一度行くぞ！」

　一回目よりもさらに助走距離をつけて試着室にぶつかった。

　今度は北の方向だ。ちょうど障しよう害がい物ぶつのない通路の上なのでさっきより速度がつく。

　すぐにまた水着の中に身を潜ませるとその場から離れる。レジの女性店員はオレには全然気がつかず、一度止まったのに再び動き始めた試着室をオロオロとしながら追いかけていった。

　オレが元の夏服コーナーの近くまで戻ったところで、試着室は壁に当たってようやく止まるのが見えた。

　一回目の移動の二倍ぐらいは行ったか。

「北へ三十歩！」

『了解』

　電話の先からキーボードを叩たたく音が聞こえた。

　あとは、ちなつが発生場所を特定するだけだが、まずいっ！　試着室の周りに店員さんだけでなくて、普通のお客さんたちも集まり始めている。今、中を見られたりしたら。

『最初の位置から、西へ十五歩、北へ十二歩だ。急げ！』

　携帯電話のスピーカーからちなつの声。

『分かった！』

　電話を切って、オレは走り出す。

（西へ十五、北へ十二……）

　最初に試着室があった場所からそれだけ行った方向には、セール品ではない秋服売場のコーナーがある。その辺に発信機らしきものを設置しておけそうなところは……。

（あっ）

　試着室がポツンと一つ置いてあった。丁度、ちなつが指定したぐらいの場所だ。

　オレはその試着室に向かって全速力で走る。

　秋服のコーナーには結構人がいたが、ありがたいことに大移動した試着室の方へ注意が向いている。

　オレはほとんど無我夢中で試着室の中へカーテンの下から転がりこんだ。

　あった。

　本当にあった。侵入したオレのすぐ目の前に、青色のＬＥＤのランプがついたラジオのようにも見える黒っぽいプラスチックに覆おおわれた機械が。

　ひったくるみたいに掴つかむ。スイッチらしきものはない。

　オレは拳こぶしに息を吹きかけると、思いっきり叩きつけた。

　グシャッてプラスチックが割れる。

　ＬＥＤのランプがゆっくりと消えた。

　直後に携帯電話が鳴った。ちとせ先せん輩ぱいからだ。

『リセット効きました！』

　すぐに切れる。バックで、『大だい丈じよう夫ぶですか？　大丈夫ですか？』って甲高い女性の声も聞こえていたから、恐らくこれから試着室の外の店員に説明するのだろう。

「……助かった」

　額ひたいの汗を拭ぬぐう。想像以上にギリギリだった。

　で――。

　ようやく落ち着いたオレは、周囲の状況を確認することができた。

　今更ながら……ここは試着室の中だ。

　よく考えてみると侵入した時、カーテンが閉まっていたような気がする。あまつさえ、靴も並んでいたような気がしてくる。

「……」

　這はいつくばったオレの目の先、破壊された発信機の向こうに足が見えた。

　こんがりと日焼けした、いわゆるカモシカのような足。どこかで見たことがある。

　視線を上げていくと、これもどこか見たような白のハーフパンツ。

　そして、その上は肌色だった。もうずっと肌色だった。一部、肌色を覆おおっている白い布切れがあったが、面積は少ない。

　そのまま頭を上げる。

　驚おどろいたというよりは、呆あつ気けにとられた女の子の顔があった。目を丸々として、ポカンと口を開けていた。頬ほおにかかったシャギーが静かに揺れている。

　目が合う。

　女の子の顔がみるみる赤くなった。鎖骨から額ひたいまで全部真まっ赤かだ。

「やあ」

　なんて言えばいいか分からず、思わずそう言った。

　女の子、要するに結ゆ衣いが手を振り上げた。

「話せば分か――」



　パッチーン――。



☆



「まさかアンタの仕業……、ってことはないんだろうな」

　真っ赤に腫はれた頬を擦こすりながら、オレは真正面の姫ひめ宮みやちなつをやぶ睨にらみしていた。

　ショッピングモールで事件があった日の昼下がり。お馴な染じみのクレマチス高校生徒会長執務室に、オレはちとせ先せん輩ぱい、そしてちなつといた。

　……浦うら乃のの買い物は途中で解散になってしまった。

　まず結衣が要よう垣が内うちを引き連れて帰った。理由は言わずもがな。何度わざとじゃないんだと説明しても、結衣の怒りは収まらなかったんだ。

　だからって、あんなに強くぶたなくてもいいのに……。

　でもって、ちとせ先輩がデパートの店員に簡単な質問を受けている間に、浦乃に平謝あやまりしてオレも抜けさせてもらったのだ。

　本屋の場所は伝えておいたので、本来の目的である本の買い出しは一人でもなんとかなっているとは思うが、今晩にでももう一度、謝あやまりの電話を入れておかないと。

　ちとせ先せん輩ぱいとモールを出たオレはちなつを学校に呼んでもらって、話し合うことになったわけだ。

「私がそんなことをする理由がないし、もしそうならアドバイスをしたりはしない」

　アイスコーヒーをすすりながら姫ひめ宮みやちなつは答える。ソファーで黒ストッキングに覆おおわれた長い足を誇示するように組んでみせた。

「事故ってこともないんだよな？」

「ないな」

　テーブルの上の黒っぽい機械、オレが破壊した発信機を手にした。

「こんなものは市販されていない。ちとせを狙ねらうためにわざわざ作られたのだろう」

「ということは『外の人スーツ』のことを知っている人が犯人ってことですかあ？」

　オレの横でちとせ先輩（中）が不安そうな声を出す。

　じゃあなに？　ちなつじゃないにしても関係者が犯人の可能性があると？

「通信に使っているバンドは調べようと思えばいくらでも調べられる。ちとせの安全を考えて、常にモニター用の電波を出しているのがあだになった」

　ちなつはソファーの後ろに立った、無ヽ人ヽの『外の人スーツ』の背中を叩たたく。同じ攻撃をされないよう、ちなつによって通信用ディバイスを止められている。

「アンタの言うとおり、何者かがちとせ先輩を攻撃するためにそんなもんを作ったとして、それは誰だれだ？　目的はなんだ？」

　オレはちなつの顔を探る。

「……心当たりがあるんじゃないのか？」

　ちなつはオレやちとせ先輩に隠かくしていることがあるはずだ。

「それはアンタが、この学校の教師として赴ふ任にんしてきたこととも関係あるんじゃないか？」

「……」

　ちなつは無言のまま眼鏡めがねを取ると、ポケットティッシュでレンズを拭ふき始める。

　眼鏡を取ったちなつを見るのはこれが初めてだ。眼鏡の上からでもすれ違った誰もが振り返るような美人だが取るとさらに美人。大人おとなの女の魅力ってやつか。これで性格がこんなんじゃなかったら、憧あこがれていたかも。

「詳しくは言えないが」

　レンズに息を吹きつけるのと、拭くのを繰り返しながら、ちなつはポツリと言った。

「一言で言うと、ちとせには敵てきがいる」

「「敵!?」」

　二人の声が見事に重なった。

　って……。敵ってなに？　この平和な世の中に、そんなものがいるのか？

　ちとせ先輩は途と方ほうにくれたような顔になっていた。そりゃそうだよな。いきなり自分に敵がいるなんて言われたらビビル。オレもビビル。

「敵ってなんだよ」

「どうしてちとせに敵てきがいるですか？　ちとせが悪いんですか？」

「悪いかどうかはともかく、理由はお前自身にある」

「でも、ちとせ、誰だれかに恨みを買うようなこと……」

　だろうな。ちとせ先せん輩ぱいは恨みを買うどころか、その存在を誰にも知られてないぐらいなんだし……。いや、待て。

「その敵というのは『外の人スーツ』の敵なのか？　それともちとせ先輩の『中の人』の敵なのか？」

　ちなつの口が緩ゆるむ。

「少年にしては、いい質問だな。……『外の人スーツ』の敵だ。奴らは『中の人』の正体を未いまだ知らない。だが、世間一般で知られている姫ひめ宮みやちとせという名の存在が、機械の体であることは掴つかんでいるようだな」

「要するに、今日、ちとせ先輩の『外の人スーツ』を行動不能にした不ふ埒らちな輩やからは、その敵だというんだな」

「恐らく」

「ふむう」

　オレは腕を組む。

　その敵はちとせ先輩の『中の人』の正体を知らない……。

　ってことは、ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱ぬいだら災いが訪れる、というちなつの言葉と、その敵との関係はどうなんだ？

「で、その敵の目的は？　ちとせ先輩に何をしようとしている？」

「それは言えない」

　またかよ。一番肝心なとこなのに。

「ただ今回の攻撃の目的は明白だ。『中の人』の存在を調べようとしている」

「なるほどな」

　だがそれは、ちなつの言う「敵」の目的の一部にしか過ぎないということか。

「それでちとせはその敵に対してどうすればいいですか？」

　ちとせ先輩が不安そうに眉まゆをひそめる。

「どうするのもお前の自由だ。もし、敵の存在がお前に不幸をもたらすのであれば、それを排除するために戦うしかない。私も協力しよう。そのために私はお前の近くにいる」

「……」

「デパートでお前に攻撃を仕掛けた相手は、『中の人』が誰なのか知ろうとしている。お前は、それをよしとするか？」

「……いやですう」

「だったら戦うしかないな」

「戦う……」

　ちとせ先輩は口の中で繰り返した。あまり意味が分かっていない感じで。

　そりゃそうだろう。いきなり敵てきがいるなんて言われても、実際その姿を見るまでは実感が湧わかない。本人でないオレだってそうだからな。

　ちなつはちとせ先せん輩ぱいをじっと見つめながら静かに立ち上がる。オレが叩たたき潰つぶした発信機を白衣のポケットに潜ませた。

「また、すぐに何か仕掛けてくるかもしれない。しばらくは用心した方がいいだろう。私は発信機に手がかりが残ってないか調べてみる。期待薄だが結果が出たらすぐに連絡する」

　生徒会会議室の扉とびらの前でちなつは立ち止まり、こっちを振り返った。

「二人とも。始めたことへの責任はきちんと取るんだ」

　オレたち――、特にオレの方を睨にらんだ気がした。

　鋭するどい目。しかし淡い色の瞳ひとみは突き放す感じではなく、優しい光がたゆたっていた。

　ちなつが出ていく。

　オレは翻ひるがえる白衣の裾すそを見つめていた。





「ちとせに敵がいるって……。驚おどろいちゃいましたね」

　ソファーに戻ると、ちとせ先輩がテーブルに目を落としながら言った。

「ええ……、そうですね」

　適当に相あい槌づちを打ちつつ、オレはちなつに言われた言葉を考えていた。

（責任取れって言われても……）

　マネキンのように立たされた、『外の人スーツ』をチラリと見る。

　オレはちなつの意思に逆らって、ちとせ先輩があの被り物を脱ぬぐのを手伝おうとしている。敵とか関係なく、きっと脱いだらちとせ先輩は大変なことになる。その責任は、オレ、取らないといけないのかもな。

　…………。

「そういえば、ちとせ先輩」

　気分が滅め入いりそうだったので、オレは無理やり口を動かした。

「はい？」

「今日……、どうしてオレたちと浦うら乃のの買い物についてきたんですか？」

　ちとせ先輩は顔を真まっ赤かにして口をアワアワと動かした。

「えっと……。最初は、そんなつもりなかったですけどお、朝、起きて、『外の人スーツ』を着たら、いつの間にか、足がそっちに向いていた、という感じでありますです」

「はあ、足が勝手に……」

　そんなに行きたかったんだ、買い物。

　壁の時計に目をやる。

「さて、今日はこれからどうしましょうか？　中途半端な時間になっちゃいましたけど」

　途中でほったらかした浦乃ともう一度、合流したいが、これから待ち合わせしたりしていたら買い物をする時間はなさそうだし。

「ちとせは、今日はもう予定ないですう」

「じゃあ……。トレーニングでもしますか？」

「やった」

　ちとせ先せん輩ぱいの顔がパッと明るくなった。

　始めた頃ころはあれほど怖がっていたくせに、最近はすっかりトレーニング好きになって。

「オレとしては前にも言いましたけど、そろそろおまじないなしで、オレの顔を見られるようになってほしいんですけど」

「無理ですう。定期的におまじないを唱となえないと、純すみ人との顔、正視に耐たえないですう」

「それ、日本語の使い方、間違ってます！」

　やっぱりおまじないなしじゃ駄目なのか。ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱ぬぐ期限に定めた卒業式にはまだ時間があるが、夏休みの間にもう一つ新しいステップに進みたいような気もする。

　何かいいトレーニング法はないか腕を組んで考えていると、ちとせ先輩が急にモジモジし始めた。何か言いたげな顔で、オレの顔を横目でチラチラと見ていた。

　あ――『中の人』だって高校生なんだから、指をくわえるのは止やめてほしい。

「どうしました？　なにかやってみたいトレーニングがあったりします？」

「トレーニングとは直接関係ないですけどお……」

「はあ……。それでもいいんで、言ってみてください」

「ちとせ……久しぶりにジーグに会いたいな……」

「ジーグ？」

　ジーグというのはちとせ先輩とちなつが飼っているフレンチブルドッグのことだ。なぜかちとせ先輩によるとオレはジーグに似ているらしく、大変名誉なことに二代目ジーグの名前を襲しゆう名めいしている。

「最近会ってないんですか？」

「夏休みに入って姉ピョンが先生になってから、研究所に行く機会がなくて……」

「つまり……、要するに……ジーグごっこがしたいと？」

「はいですう」

　邪気のない顔で答えるちとせ先輩に、オレは「ウッ」と体をのけぞらす。

　ジーグごっこは、ジーグの格好をしないとちとせ先輩がオレを見られなかったから、仕方なくやっていた。ドッグフードを食べさせられたことすらある。

　確かにおまじないのお陰かげで、最近はめっきりやってないが……。

「だけど、オレ、今、犬の被り物を持ってないですけど、いいっすか？」

「大だい丈じよう夫ぶですう。だって、ちとせには、今も純人がジーグに見えていますものお」

　そうだった。それがおまじないの効果なんだ。

　でもなあ。オレとしては、これからちとせ先輩にはオレがジーグに見えなくても顔が見られるようになってほしいんだが……。

　まあいいか。

　最近、トレーニングといえば、おまじない＋睨にらめっこしかやってなかったからな。変化をつけてもいいかもしれない。何か新しい発見があるかもしれないし。

「分かりました。じゃあ、久しぶりにやりますか」

「やった――！」

　ちとせ先せん輩ぱいはバンザイした。

　そんなにしたかったんだ、ジーグごっこ。

「で、今回はどういう趣向ですか？　お手ですか？」

　ソファーから立ち上がりながらオレ。

「今日は以前から、アイディアを温めていた芸をやりたいんです」

「はあ、なんでも言ってください。ワンワン」

　オレはちょっぴり投げやりな感じだった。

「じゃあ、四よつん這ばいになってくださいですう」

「ワン」

　言われたとおり四つん這いになった。もうこれはなれっこだ。二足歩行よりも、具合がよく感じることもあるぐらいだ。

　ちとせ先輩が四つん這いのオレの横にやってくる。

　どうするつもりだ？

　と思っていると、

　チョコン――。

　背中に過か重じゆうがかかった。ちとせ先輩が背中の上に乗ったのだ。お嬢さまが横に足を垂らして乗るような感じでなくて、本当に跨またいでる。

「へっ？」

「しゅっぱ――つ！」

　頭上からやけに威い勢せいのよい声が聞こえた。

　ええっと、しゅっぱーつ、ってことはどういうことだ？　たぶん、それは出発することなんだよな。

　オレはちとせ先輩を背中に乗せたまま、前進を始める。

「すごいすごい、動いた」

　そりゃ、動きますとも。オレが動いているんですから。

「ちとせ先輩……」

「はいですう」

「これ、なんか違いますよね」

「？？？」

「これ、ジーグごっこじゃないですよね。だって、ちとせ先輩、ジーグに乗って遊んだことなんてありませんよね？　というか乗れませんよね？」

　初代ジーグは小型犬だ。いくらちとせ先せん輩ぱいが小さくて、ボクシングでいえばモスキート級だとしても、あの上に乗ったらペッチャンコだ。

「はいです。だから一度、乗ってみたかったですよお。一代目で果たせなかった夢を、二代目がかなえる。感動的ですう」

「また日本語が間違っていますよっ！」

　ぶつぶつ言いながらも、オレはちとせ先輩を乗せたまま生徒会長執務室の中を這はい続ける。なーに、こんなもの。高速お座り、お手、ちんちんの連続コンボに比べれば大したことじゃないさ。ちとせ先輩の『外の人スーツ』を脱ぬぐトレーニングには、ちっとも役に立たないところも同じだ。

「ねえ、ジーグ……」

　急にちとせ先輩がしんみりとなる。

「ワン？」

「純すみ人と……前に約束してくれたですよね。どんなことがあっても、ちとせが『外の人スーツ』から出るのを手伝ってくれるって」

「ワン」

「そのお。……もしどこかに誰だれか好きな人ができても、手伝ってくれるです……か？」

「ワワワワワワ、ワンッ？」

　今、なんて言いました？　と聞き返しそうになってしまった。

　オレに好きな人？

　なんでそんな話が突然……？

「……どうなんですか？」

「……」

　オレは這うのを止やめると、背中を振り返る。

　ちとせ先輩はものすごく不安そうな顔をしていた。

　なんで？

　オレ、好きな女の子がいるとか、いないとか、そんな話、ちとせ先輩にしたことあったっけ？

「……ど、どうしてそんなことを？」

　ちとせ先輩は小さな顔を赤らめた。それはオレと睨にらめっこをしている時に赤くなるのとは違って、ちょっぴり照れてるような感じだ。

「もしかして、ちとせ先輩、今日、オレが浦うら乃のたちと買い物に行ったのを気にしています？」

　ちとせ先輩の顔がさらに赤くなる。

「あれは、図書委員の仕事を手伝うために買い物に行っただけです。恋人とかそんなことは関係ないですよ」

「それにしては純人、浦乃さんの服を選んでいる時、楽しそうでしたけどぉ。目尻が垂れていました。いやらしそうな顔をしてました」

「そ、そんな顔していませんって！」

「ううん、してましたっ！」

　ちとせ先せん輩ぱいは唇くちびるを尖とがらせた。

「とにかく！　浦うら乃のとオレがどうのこうのなんてことは絶対にありません」

「じゃあ……神楽かぐらさんは？」

「それもありませんって」

「本当にぃ？」

　ちとせ先輩は目を細めて不審そうな表情をする。

「本当ですって。とにかく、オレが誰だれか、女の子と付き合うなんてことは今生の限りありません。だって彼女いない暦十五年なのがいい証拠です」

　ちょっと自分で言っていて悲しくなる。

「でもでもう、もしできたら？」

「いや、絶対ないから」

「もしもしもし、できたら」

「だからないですって」

「もしもしもしもしもしもしもしもしもしもしもしもし……（ハアハアハア）」

　ちとせ先輩の顔が青くなる。酸欠になるまで繰り返すなんて、あなたは子供ですか！

「いや、もし仮にオレにそういう人ができても、オレはちとせ先輩が『外の人スーツ』から出ることをお手伝いします。だって約束したですから」

　本当はなあ。オレがちとせ先輩（外）以外の人のことを好きになるなんてことは、ないって言いたかったんだけど。

「ホントですよね？」

「ホントです」

「ありがとです……ジーグ」

　ムキュッ。

　ちとせ先輩が背中の上からオレの首に手を回して軽く抱きしめる。

　心臓の鼓動が跳はね上がった。

　オレもちとせ先輩も薄着なので、首の後ろの辺りにちとせ先輩の双丘が、といっても気持ち膨らんでいるかな程度だけどそれが押しつけられたからだ。

（平常心、平常心……）

　オレは逸る気持ちの自分に言い聞かせる。ちとせ先輩はオレを犬っころだと思っているから、こんなことができるんだって。そこんとこを忘れちゃいけないんだ。

「ジーグ……。足が止まってるですよ」

　ちとせ先輩が耳元で囁ささやく。

　ちとせ先輩がいきなりオレにまたがった足でわき腹を蹴けった。

「クウンッ！」

　今のは結構、痛かった。

「ジーグ、走りなさいです！」

　これじゃあ犬じゃなくて馬だ。

　ヒヒ―――ン。オレはいななくと、執務室の中を全速力でグルグルと回り始めた。

　オレの首に回した手にギュッと力を入れたちとせ先せん輩ぱいが、耳の近くで歓声とも悲ひ鳴めいともとれる声を上げていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　

４章　こんふりくと・でぃーえぬえー





　翌日、図書室引ひっ越こしの手伝いのため、オレは朝からクレマチス高校に来ていた。残っていた本の整理を済ませるためだ。

　階段を上るオレの足は重い。

（結ゆ衣いの奴、まだ怒ってんだろうなあ……）

　結果的に着替えを覗のぞくことになってしまったわけだが、結衣の場合、覗かれたことよりオレがあんなことをしたこと自体が許せないかもしれない。なにしろ彼女は正義の人だから。たぶん、一晩明けたぐらいじゃ怒りは収まってないだろう。

（だからってグーで殴らなくてもいいじゃんか）

　昨日からズキズキする頬ほおを押さえる。昔は一緒にお風ふ呂ろに入ったことだってあるのに。

「ふう――」

　いつの間にか着いていた図書室の前で深く息を吐く。

（結衣がまだ来ていませんように……）

　お祈りをして、一、二の三の勢いで扉とびらを開けた。

「あっ」

「あっ」

　なんという間の悪さ……。開かれた扉の向こうに、結衣が立っていた。

　結衣はカ――ッて赤くなった顔をツンと横に向ける。

「昨日はごめん」

　素直に頭を下げた。

「昨日はちゃんと説明できなかったから改めて言うが、あれは事故なんだ」

「……」

　チラリとこっちを見た。

「あの時、オレはある特殊な任務についていた。そのためにどうしても、あのえっと、その試着室に……」

　声のボリュームを下げる。

「そう、試着室に侵入する必要があったんだ。ほら、もぐりこんだオレが、何か壊こわしていただろう？　まさか中に、結衣が入っているなんて夢にも思わなかった」

「……」

「……でも、事故とはいえ結果的にあんなことになってしまって、その、ごめん」

　もう一度、深々と頭を下げる。口だけじゃない。本当に心から反省しているのだ。

　結衣が寒々とした視線をオレへ向ける。

「言いたいことはそれだけかな？」

「ああ、えっと」

　結ゆ衣いの顔が怖くてちょっと頭の中がパニクった。

「えっと、その……。なんというか。結衣も、その、成長していたね」

　結衣はキョトンとした後、また見る見るうちに顔が赤くなった。

「星ほし野のくんのバカッ！　最低！」

　プイッて回れ右すると、肩をいからせて本棚の方へ行ってしまう。

「ご、ごめん、今のなし！」

　頭を抱えこんだ後、オレは結衣を追いかける。

　結衣は一昨日作業していた書棚まで行くと、当てつけるように本を下ろし始めた。

「結衣、あのさあ」

「……」

　完全無視。こりゃ駄目だ。しばらく時間を置かないと、聞く耳をもってくれなさそう。

　オレが肩を落として閉へい架か室しつへ向かおうとしていると、フワッといい匂においが漂ただよってきた。

「あら、純すみ人と、もう来ていたの？」

　棚たなの角から現れたのはちとせ先せん輩ぱいだ。

（うわあ、嫌いやなタイミング……）

「お二人とも、ごきげんよう」

　ちとせ先輩はなんだか機き嫌げんがよさそうな感じで手を上げた。昨日の執務室でジーグごっこをした時、異様にテンションが高かったから、それを引きずっているのかもしれない。

「おはようございます」

「……おはようございます」

　結衣はブスッとしたままだ。

「どうしたの？」

　ちとせ先輩が結衣を見ながら不ふ思し議ぎそうな顔をする。

「すんません。色々とありまして」

「ふ――ん。……まあ、いいわ。それより、これ」

　ちとせ先輩はＡ４のポスターをオレの目の前で広げた。

　書体の紺色のフォントで「納涼盆踊り」と書いてあった。

「盆踊り？」

「そうよ。毎年クレマチス高校ここでやってるのよ。聞いたこと、あるでしょう？」

　夏休みに入る前に誰だれかがそんなこと言ってたよな。オレには関係なさそうだから、思いっきりスルーしてしまったが。

「設営の準備や運営を生徒会が全面的にバックアップすることになっているの」

「でも盆踊りにしては時期が遅いですね。お盆はもうかなり過ぎていますよ」

「仕方がないじゃない。スケジュールが合わなかったんだから」

「はあ……」

　それじゃあご先せん祖ぞさまと会えないんじゃないだろうか。

　結ゆ衣いが一瞬、こっちを見ていた。興味、あるのかな。

「私ももちろん運営側で参加するのだけど。純すみ人と、あんたも来なさい」

「は、オレっすか？」

「生徒会、男手が足りないのよ。だから後片づけの人が足りなくて。その代わり、屋台の無料チケットを何枚かあげるから。片づけの前に見てまわりましょう」

「ちょっと待ってください。オレなんかいなくても、ちとせ先せん輩ぱいがいれば百人力……」

　ちとせ先輩にメッて睨にらまれて、オレは最後まで台詞せりふを言うのを止やめた。そうだった。ちとせ先輩が実はアームレスリングの世界チャンピオンを超える握力の持ち主で、ミルコ＝クロコップ並みの鋭するどいハイキックを放てることは、学校では秘ひ密みつのことなのだ。

「その日、空いているわよね？」

「空いてますけど……」

「じゃあ決まり。十九時に校門の前でいいかしら」

　また結衣がチラっとこっちを見ていた。やっぱり、盆踊りのことが気になるみたいだ。

「ええっと、行くのはいいんですけど……。それって、結衣も一緒でもいいですか？」

「えっ!?」

　結衣が驚おどろいたようにこっちを向く。

「な、なんでそうなるのよっ！」

　ちとせ先輩は思いっきり不満そうな顔をする。

「人口が足りないなら多い方がいいですし、屋台を回るのも人が多い方が楽しいですよ」

「ちょっと、星ほし野のくん待ってよ。ボクは別に……」

「結衣も前に盆踊り、行きたいって言ってたよな？」

　結衣に目で合図を送る。仲直りの意思を表すアイコンタクトのつもりだった。

　結衣はしばらく鳩はとが豆鉄砲をくらったような顔をした後、頷うなずいた。

「……生徒会長がオッケーなら、ボクもお手伝いしますけど」

　一応、こっちの意思が伝わったみたいだ。

　だが、ちとせ先輩がイヤイヤをするみたいに首を振った。

「駄目よ。それじゃあ意味ないのよ！」

「なんでですか？」

「意味がないから意味ないのっ！」

　いじけたような顔をする。

　でもそれはちょっとワガママなんじゃ……？　一応、片づけを手伝うわけだし。

「意味がないって、どうしてですか？」

「意味がないから意味ないの。一人じゃないと、純人を盆踊りに呼ぶ理由がなくなるの」

「だからその理由ってなんなんですか」

「そんなこと言えないわよ！」

「誘さそっておいて、それは……」

「純すみ人とだけじゃないなら来なくていいわ。神楽かぐらさんや前髪の女の子とでも一緒に行けば？」

「なんでそうなるんですか」

「分からない？　私は……」

　ちとせ先せん輩ぱいが胸を押さえた時――。

「おはようございます」

　抑よく揚ようのない声が聞こえた。振り向くと浦うら乃のが立っていた。

「うん？」

　長い前髪に癖毛に大切そうに抱えた紙袋、と外見はいつも通りなのに、なんとなく雰囲気が違うような気がする。どこか緊きん張ちようしているような……。

　浦乃はオレにスタスタと近づいてくると、

「これ」

　例の真っ黒な袋の中からなにやら取り出した。オレに手渡す。

　封筒だった。細長い白色のごくスタンダードなやつ。

　宛あて名なに「星ほし野の純人　様」、と書いてある。裏返してみると、糊のり留めの部分にはこの封筒にミスマッチなピンク色のハートマークのシールと、「浦乃霞かすみ」と書かれた文字。

「なにこれ？」

「ラブレター」

「ああ、なんだラブレターか。……って、ラブレタ――!?」

　声が裏返った。

　ラブレターって、あれだよな。好きな相手への気持ちを綴つづった手紙。

　それを浦乃が？　オレに？

「浦乃……。お前、ラブレターの意味、知ってるんだよな？」

「理論は知ってる」

「理論って……」

　頭が真っ白になってオレが固まっていると、浦乃は手紙をオレの手から奪い返して紙袋に引っこめた。

「星野くん」

「は、はい」

「好きです。付き合ってください」

　時間が止まった。

「はっ？」

「好きです。付き合ってください」

　浦乃はまったく同じトーンで同じ台詞せりふを繰り返す。ＭＤに録音した声みたいだった。

　オレは自分の顔を指さした。

「オレ？」

　浦乃はコクリと頷うなずいた。

　ど、どういうこった？

　いや、どういうこともこういうことも、浦うら乃のが、オレのことを好きだって言ってるんだ。

　すげえ……。

　オレ、初めて女の子に告白されたぞ。ひゃほ――。

　いや……、喜んでる場合じゃないだろ。

　オレは周りを見た。

　ちとせ先せん輩ぱい……口を小さくポカンと開けて硬直していた。

　結ゆ衣い……目をパチパチしていた。

　視線を戻す。浦乃は同じ姿勢のまま、ピクリとも動かずこっちを見ていた。

　前髪のせいでどんな表情をしているかよく分からないが、ピンク色の唇くちびるはキュッと閉じている。髪はやっぱり硬そうで、癖毛もやっぱり立っている。昨日、シャンプーとリンスとトリートメントを買わなかったみたいだな。

　いや、そんなことはどうでもいいんだ。告白されたオレは何か答えないといけないよな。

　なんて？

　古こ今こん東とう西ざい、告白された時の返事は「はい」、か、「いいえ」しかない。

　ここまで考えて、ようやく現在の状況の重大さに気がついた。

（ここで「はい」って答えたら、オレは浦乃と付き合える、ってことか？）

　オレが浦乃と？

　改めて浦乃を見てしまう。

　前髪だ。要よう垣が内うちの言うところの前まえ髪がみっ娘こだ。この髪を上げたら、浦乃はめちゃくちゃ可愛かわいいのだ。

　図書室、試着室で、前髪の上がった浦乃を思い浮かべる。

　チャンスじゃないのか？　こんな可愛い女の子と付き合えるなんて。

　――いや、いや、いや。

　そんな打算で告白に応えちゃ駄目だ。なにしろ純すみ人との純は純情派の純。大事なのはオレが今、浦乃をどう思っているかどうかだ。

　浦乃のことをどう思っているか……、答えは明らかだ。

　可愛いし、変わった性格も嫌きらいじゃないけど、付き合うとかそういう感じじゃない。

　それにオレ――。

「えっと、ごめん、浦乃……」

　止まっていた時間が動き出したような気がした。

「オレは浦乃とは付き合えない」

　はっきりとそう言った。

「どうして？」

　告白と同じぐらいの静かなトーン。

「だってオレ、まだ浦乃のこと、よく知らないから……」

「なら付き合ううちに知ればいい」

　い、意外な答え！

「付き合った方がお互いのこと、よく分かると思う」

「いや……でも、それは手段と目的の順番が逆転しているというか、なんというか」

「付き合って駄目なら諦あきらめる」

「いや、そんなお試し期間みたいなのは……」

「クーリングオフオッケー」

「クーリングオフって、通信販売じゃないんだから！」

「星ほし野のくんは駄目？」

　浦うら乃のが顔を近づけてきた。前髪が鼻はなに当たりそうなぐらい接近する。顔は見えないのに、すごいプレッシャーだった。

「うっ」

　オレはこういう押しに弱い。商店街にお使いに行くと、八百屋のおじさんや乾物のおばさんに薦められるまま、いらないキャベツやかんぴょうを買わされたりするぐらいだ。

　紙袋に無理やりかんぴょうを突っこまれるのを断りきれない感じで……、オレは答えてしまった。

「駄目じゃないかも……」

「えっ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　横から悲ひ鳴めいのような声が上がった。

　オレは慌あわてて声の主である結ゆ衣いに目を向ける。

　結衣が酷ひどくショックを受けた表情をしていた。すぐに顔を背そむけると駆け出した。

「お、おいっ、結衣」

「ふヽつヽつヽつヽかものですがよろしくお願いします」

　浦うら乃のは両手を合わせて頭を下げると、こちらも踵きびすを返してどこかへ行こうとする。

「ちょっ、待て。つが一つ多いぞ……じゃなくてだなあ」

　追いかけようとしたオレの肩が強力な力で掴つかまれた。

　振り返ると、ちとせ先せん輩ぱいが鬼のような顔を震ふるわせていた。肩にかかった手をオレの頬ほおに伸ばすと思いっきりつねり上げた。昨日とは反対側の頬だ。

「ちょっと話があるから」

　頬をつねったまま歩き出した。

「イタタタタタタタ、痛いです。痛いですって！」





「どういうつもりなの!?」

　生徒会長執務室まで連行されて、オレはちとせ先輩に怒鳴られた。

「どういうつもりって言われても……」

　オレはヒリヒリする頬を押さえながらソファーに座る。

「どうしてお試し期間なんてオッケーにしたの、って私は聞いているの!!」

「いや、その、ええっと……。オッケーって言ったつもりはなかったんです。ただ流れで、駄目じゃないって……」

「流れですって？　流れで女の子と付き合うの!?」

「浦乃のことをもっとよく知るために付き合うこと自体は駄目じゃないって意味で……」

「一緒よ！」

「……オレは断ろうと」

「じゃあ、今から彼女のところへ行って、やっぱりできないって言ってきなさい！」

　ちとせ先輩はビシッと扉とびらを指さした。

「そ、それは。今すぐには言えっこないですよう。浦乃はその気になっているみたいですし……」

「じゃあなに？　本当にあの前髪の女の子と付き合うっていうの？」

「い、いやそれはですね。時間をかけてですね上手に断れれば……」

「でも、もし、その間に彼女のことが好きになったらどうするのよ？」

「えっ……。その時は……う――ん……」

　その時は、そのまま付き合っちゃうことになるかも。

「昨日、あんなこと言ったくせに。私が『外の人スーツ』を脱ぬげるようになるまでは女の子とは誰だれとも付き合わないって」

　ちとせ先せん輩ぱいはブスーとした顔を横に向ける。

「あ、あれは。その……、どうせ相手なんていないと思っていて」

「で、告白してくれる女の子がいたら、相手が好きでなくたってすぐオッケーしてしまうわけね。女の子なら誰でもいいってこと？」

「どうして、そういうことになっちゃうんですかあ」

「今回のことで純すみ人とがどんな男かよく分かったわ！」

「そこまで言わなくても……」

　オレも口を尖とがらせる。

「……ちとせ先輩には関係ないじゃないですか」

　下を向いてボソボソって言ってると、

「なに？　何か言いたいことがあるなら、大きな声で言いなさいっ!!」

　ちとせ先輩がバンとテーブルを叩たたく。オレは顔を上げる。

「別に……オレが誰と付き合おうと別にいいじゃないですか。ちとせ先輩が『外の人スーツ』から出るのを手伝っている限り、ちとせ先輩は困らないんだから」

「むむむっ……困るわよっ！！！！！」

「と言いますと？」

「『外の人スーツ』から出られるまでは、純人が誰かと付き合うのは嫌いやなの！　禁止！」

「え―――、なんでですか！」

　そんな話、一度も……。

「嫌なものは嫌だからイ・ヤ・な・の！　純人には対人恐怖症のトレーニングのことだけを考えていてほしいの！　そうじゃないとイヤッ」

　ちとせ先輩は駄だ々だっ子こみたいに拗すねる。

「理由を聞かせてくださいよお。そうしたら納なつ得とくしますから。あっ、……ひょっとして」

「な、なによ」

　ちとせ先輩の顔が真まっ赤かになった。

「もしかして、ちとせ先輩の秘ひ密みつが話されるのを心配しているんですか？　いや、それなら大だい丈じよう夫ぶです。オレはこう見えても、口が堅いんです」

「そんなんじゃないわよっ!!」

　もう一度、テーブルを叩きつけた。

　オレは首を傾かしげた。ちとせ先輩がどうしてオレを束縛しようとするのかが分からない。どんなことになっても、オレはちとせ先輩が『外の人スーツ』から出られるよう努力するつもりなのに。

　ちょっとした沈黙の時間の後、ちとせ先輩は溜ため息いきをついた。

「とにかく、浦うら乃のさんに、今すぐ断るつもりはないのね」

「……」

「分かったわ。そのお試し期間というのは認めてあげる。別にそれは友達みたいなものなのでしょう？　でも」

　ちとせ先せん輩ぱいはけっこう真面目まじめな目でオレを見た。

「もし、本当に浦うら乃のさんと付き合うことになったら、すぐに教えなさい。その時は……」

「その時は……？」

　ちとせ先輩の真しん剣けんすぎる雰囲気に、オレは生なま唾つばを飲みこむ。

「その時はもう、純すみ人とに対人恐怖症のトレーニングのコーチは頼まないんだから」



☆



「はあ……」

　コードレスの受話器に向かってオレは溜ため息いきを吹きつけた。

「どうしたのお兄ちゃん。その溜息」

　食卓にお皿を並べていた妹の雪ゆきが顔を上げる。

「いや、その……」

「結ゆ衣いお姉ちゃんが電話に出てくれないの？」

　いつの間にオレの妹はエスパー能力を身につけたんだ？

「だってお兄ちゃんが電話するのって、雪か、要よう垣が内うちお兄ちゃんか、ママか、あと結衣お姉ちゃんぐらいだもん」

　失敬な。最近は、それにちとせ先輩が加わったんだぞ。

「どうしたの？　喧けん嘩かでもしたの？」

「いや、喧嘩というか、よく分からないというか？」

「なるほど。そんな時は、怪傑雪ちゃんにお任せよ」

　雪はにんじん色のエプロンを脱ぬぐと胸をとんと叩たたいた。

「夕飯の方はいいのか？」

「あとはママが帰ってきたら完成」

「そうか……。えっとだな」

　この際、話してみるかな。怪傑雪ちゃんに。

「実は……」

　学校での出来事を説明する。浦乃というクラスメイトから告白されたこと。それにオレが微び妙みような返答をすると、結衣がいきなりどこかに行ってしまったこと。結局、夕方になっても図書室に帰ってこずに心配したことなど……。

　ちなみに図書室引ひっ越こしの手伝いは、遅れてきた要垣内と浦乃の三人でやることになり、粗方終わった。

「すごいじゃない、お兄ちゃん。女の子に告白されたの!?」

「大きい、声が大きいよ」

　別に誰だれに聞かれるってこともないんだが、なんとなく。

「誰なの、その浦うら乃のさんって」

「いや、ただのクラスメイトだよ。ちょっと前に転校してきた」

「ふ――ん。お兄ちゃんに目をつけるなんて、なかなかお目が高いね」

　なんかおかしいぞ、その日本語。

「それで、結ゆ衣いお姉ちゃんがお冠かんむりなわけかあ」

「で、オレはなんであの二人があんなに怒ってるのかよく分からない」

「二人？」

「い、いや、結衣」

　雪ゆきにはちとせ先せん輩ぱいのことは話したことがないんだった。

「ふ――ん。最近、お兄ちゃん、モテモテだね。この前も白衣の美人のお姉さん来たし。やっと世間の流行がお兄ちゃんのよさに追いついたって感じだね」

「いや、よく意味分からないし」

「それで……、ホントに結衣お姉ちゃんが怒ってる理由、分からないの？」

「ああ、さっぱりだ。別になんかいかがわしいことをしてるわけでもないのに」

　雪はわざとらしくやれやれと首を振り、額ひたいを押さえた。

「せっかくセカイがお兄ちゃんに追いついたのに、お兄ちゃんはついていけてないのよ」

「ますますよく意味が分からない」

「ほら、昔からいうでしょう、女心と秋の風」

「はあ」

「つまり！　お兄ちゃんは女心が分からないってこと」

　雪はビシッてオレを指さす。

「うん、さっぱり分からん」

「そんなんじゃ、その浦乃って女の子にも捨てられちゃうよ」

「な、なんて不吉な……」

　でも、普通にありそうでイヤだ。

「でも大だい丈じよう夫ぶ。今度、怪傑雪ちゃんがみっちりレクチャーしてあげるから」

　雪はまたパンと胸を叩たたいた。

「よろしく頼む。……ところで、怪傑雪ちゃんってなんだ？」

「そういうことを聞くところも、ある意味、女心を分かっていない証拠ね」

　ホントにそれも女心なのか？　さっぱり分からねえ。

　――ルルルルル。

　鳴ったのオレの携帯電話だった。

「結衣姉ちゃん？」

「いや……」

　ディスプレイを確認すると、リビングから出ていく。最近、アドレス帳に登録したばかりの浦うら乃のからだったのだ。

「はい、星ほし野のですけど」

『……』

　しょっぱなから無言。

　もしかして、今日の昼間の告白はなしって言われるのかなって思った。

『明日』

　蚊の鳴くような小さな声が、受話器から聞こえた。

「はい？」

『昨日買えなかった、本以外のものを買いにいきたい』

「えっ？　あ、そうか。昨日、買い物、途中で終わったもんな」

『……』

　また無言。浦乃の微かすかな吐と息いきだけが届く。

　えっと、何が言いたいんだろう？

　雪ゆきが言っていた女心ってやつについて、思し案あんを巡らせる。

　ポッと閃ひらめいた。

「えっと、その……一緒に行く？」

『うん』

「結ゆ衣いたちも誘さそう？　今はちょっと、誘っても来るかどうか分からないけど」

　ちょっとした間の後、

『二人で』

　ドキリッとした。

　オレ、今、なんだかものすごく幸せなことを言われたんじゃないか？

「ああ、うん。じゃあそれもいいかな」

　一応、お試し期間ってことになっているわけだし。

「ええっと、じゃあ待ち合わせは……、昨日と同じ時間に学校の前でいい？」

『うん』

「じゃあ、そういうことで」

『じゃっ』

　ピッ。

　結構、胸躍るような通話の内容だった割に、終わる時は結構あっさりしていた。

「浦乃さんから？」

　リビングから雪が興味シンシンな顔を覗のぞかせた。

「なんて？」

「……明日、一緒に買い物に行くことになった」

「すごいじゃん。デートじゃん」

　デート？　そうか、言われてみればデートだな。

「さすが告白してきた女の子は違うね。積極的！」

「まあ、そうだな」

　それもあの大人おとなしそうな浦うら乃のというのが、ちょっと意外な感じがする。

　雪ゆきが少しだけ心配そうな表情を浮かべた。

「でも……お兄ちゃんは浦乃さんでいいの？」

「へ？」

「いや、浦乃さんがお兄ちゃんのことを好きなのは分かったけど、お兄ちゃんはどうなのかなって思って」

　さすがに怪傑雪ちゃんの指摘はけっこう鋭するどかったのだ。



☆



　翌日の正午過ぎ。炎天下の河か川せん敷じきの道を、オレはサンタクロースのプレゼント袋のように膨れ上がったビニールの買い物袋を抱えて歩いていた。

「浦乃……。なんだか買いすぎのような気がするのはオレだけだろうか？」

　額ひたいに浮かんだ汗を腕で拭ぬぐいながら横を見る。オレ以上に大きなビニール袋二つと例の紙袋を持った浦乃が、いつも通りの低血圧な顔を俯うつむき加減に歩を進めていた。

　真新しい白のキャミソールが眩まぶしい。結ゆ衣いが選んだらしいスカートも上着によく似合っていた。

　ちなみに浦乃の服の感想は、

「涼しくて夏向き」

　とのこと。まあ、制服に比べたらそりゃそうだ。

　浦乃に誘さそわれた買い物。オレが連れていったのは、百円ショップとドラッグストアだ。

　百円ショップは値段が百円均一であること以上に大抵の生活必需品が揃そろうから、今の浦乃にピッタリと思ったわけ。実際、浦乃は目につくものを片かたっ端ぱしから買い物カゴに入れていった。中にはこんなものまで持ってないの？　というものが結構あって驚おどろいた。箸はしとかフォークとかコップとか。今、浦乃の部屋の中はどうなっているのか、マジで心配だ。

　あとドラッグストアじゃ天然オレンジシャンプーとリンスを買った。これで明日からはボサボサの髪ともおさらば。癖毛も解消されるかもしれない。

「丁度いいぐらい」

　ものすごく遅いレスポンスで、質問の返事が戻ってきた。

　買い物の間もずっとこんな感じだった。一昨日、急に付き合ってください、言ってきたのと同じ女の子とは思えないくらい。まあ、いきなり浦乃が饒じよう舌ぜつになったりしても逆に怖いけど。

　要するに浦乃は服以外、告白前と全然変わってないってこと。腕を無理やり組まれたりして、ラブラブ熱あつ々あつな展開を期待していなくもなかったオレとしては正直拍ひよう子し抜ぬけかも。お試し期間なんだから、当然といえば当然なんだが。

　――と。

　急に、浦うら乃のが立ち止まった。川を見つめている。

　視線を追うと、浅瀬で子供たちが水浴びをしていた。

「気持ちよさそうだな」

「……」

　浦乃は無言のまま物もの珍めずらしげな視線を向けている。

「浦乃……もしかして、まさか連中に交じって水浴びがしたいとか言わないよな？」

「言う」

　オレが「マジで？」って聞き返すよりも先に、浦乃は河か川せん敷じきに下りられる階段をトントントンと軽やかな足取りで下っていく。オレもビニール袋を揺らしながら追いかけた。

　浦乃はそのまま川辺まで進む。荷物とサンダルを河川敷に残すと、スカートの裾すそをちょんっと上げて川の中へ入っていく。

　だけど特に何かするわけでもなく、近くをウロウロと歩くだけだ。

　オレはそんな浦乃を川辺から呆あつ気けにとられながら眺める。

「ど、どんな感じ？」

「水」

　そりゃ川だから水だろう。

「歩くだけで楽しいか？」

　浦乃が川の中で立ち止まってこっちを見る。

　キョトンと首を傾かしげる。

「他ほかになにを？」

「なにって……。そりゃ普通、水浴びといったら」

　道路から見えたガキ共を指さす。

　あまりいい例じゃなかった。水をばしゃばしゃとかけあったりするだけでは飽き足らず、相手を引き倒したり、蹴けったり。水上プロレスをしたり。いや、ほとんど戦争だな。

　浦乃はボンヤリと水上の格闘技を眺めた後、こっちに向き直った。

「やる？」

「いや、それは……」

　田舎いなかのばっちゃが言ってたんだ。水浴びは小学二年生までだって。

「そう」

　浦乃の薄紅色の唇くちびるがほんの少し窄すぼんだ。普段、前髪と性格のせいで感情が顔にでることがほとんどない浦乃だけど、時々、チラリと見えることがある。たぶん、今、浦乃はちょっぴり不満だったんだ。

「よーし、分かった。じゃあ、やってみようか。水浴び」

　オレもサンダルを脱ぬぎ捨てると、ジャブジャブと水の中に入っていった。思っていたより水が冷たくて気持ちいい。川底の石のヌルっとした感触も、なんだか懐かしい感じだ。

　浦うら乃のの前まで川の中を移動する。

　ええっと、で、オレはどうすればいいんだ？

　浦乃がスカートの持ち上げていた手を離した。

「ちょっ！　浦乃、濡ぬれてる、濡れてる！」

　買ったばかりのスカートが……、なんて言ってる場合じゃなかった。

　浦乃が身を屈かがめて両手をお椀わんのようにして川の水をすくうと、オレの方に向かって投げた。太陽の光を反射してキラキラと瞬く水滴にオレが目を奪われた直後――、

　バシャアッ――。

　思いっきり頭から水を浴びてしまった。

　髪とＴシャツが一瞬でベッタリだ。でも汗と違って、全然、不快じゃない。そういえば水浴びってこういうものだったな。

「やったな！」

　反撃だ。オレも水をすくうと、浦乃に向かって放った。

　しかし――、浦乃の癖毛めがけて飛んでいった水の塊はそのまま水面に落ちた。

「ええっ？」

　当たる寸前に浦乃が横に避よけたのだ。

　それも普段の浦乃からは想像できない素早い動き。結ゆ衣いが言っていた実は運動神経が良いって本当だったんだっ……て！

　バシャアッ――。

　また頭から水を浴びてしまった。避けた浦乃が早速、次弾をオレめがけて投げてきた。

「水浴びなのに避けるなんて酷ひどいぞ」

　叫びながら、再び反撃を試みる。

　バシャアッ――。

　バシャアッ――。

　バシャアッ――。

　……全部、オレが被弾した音。浦乃はオレの投げる水の塊をことごとく避ける。オレの周りに円を描くように移動しながら、さらに攻撃を仕掛けてくるのだ。おまけに結構たくさんの水が飛び交っているのに、スカート以外全然濡れていない。

（せめて一太刀……）

　頭の先からトランクスまで濡れて、ちょっと意地になってきた。

「これでどうだ！」

　急に水を投げるテンポを変えた。浦乃が移動する場所を先読みしてそこに向かって投げた。浦乃がちょっと驚おどろいたように、避けようとした場所から戻ろうとする。

　ツルっと。浦乃がバランスを崩した。川底の水藻で足を滑らせたみたいだ。

　バシャアアアアアアアアッン――。

　派手な水みず飛沫しぶきを上げてそのまま後ろに転倒した。

「う、浦うら乃の！」

　浦乃は川底に尻しり餅もちをついた格好で、駆けつけたオレを見上げた。

　長い前髪がずぶ濡ぬれになってベッタリと顔にくっついている。なんだか昼間のお化けのようだ。

「楽しい」

　唇くちびるの両方の端はしを上げてニッコリと笑った。

　頬ほおがカッと熱くなった。

　可愛かわいいなって……。目が髪で隠かくれていても、浦乃の笑った顔は本当に可愛い。

「そろそろ上がる？」

「うん」

　浦乃に向かって手を伸ばす。

　顔から下を見てドキッとした。

　濡れた白いキャミソールとスカートが透けて下着が見えていた。赤いイチゴの柄まではっきりと！

「う、浦乃」

　立ち上がった浦乃から目を背そむける。

「なに？」



    

  
    
      



    

  
    
      「えと、その……。メチャクチャ、見えているんだけど」

「なにが？」

「……服の下が」

「服の下？」

「いや、だから。………………下着が」

「ああ」

　あんまり興味なさそうな声だった。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　そう言うと、バシャバシャと岸に向かって歩き出す。慌あわてて追いかける。

「だ、大丈夫じゃないよ。その格好で帰るのは目の毒だって。その辺でちょっと休んで、ちょっと乾かした方がいいって」

「誰だれの目の毒？」

　浦うら乃のがクリルと振り返る。

　イチゴの鮮やかな赤色が目に飛びこんでくる。

「……オレの」

　オレは俯うつむきながら答えるのだった。



　河か川せん敷じきの堤防の斜面に浦乃と並んで座る。

　日差しが強い上に生暖かい風が吹いているからすぐに乾きそうだった。

　川を挟んで反対側で草野球場でやってる、リトルリーグの試合をボンヤリと眺める。浦乃も同じ方を向いていた。

「浦乃さあ」

　ポツリと呟つぶやいた。

「なに？」

「今更なんだけどさ。どうして……オレなの？」

「何が？」

「いやだから、つまり、要するにだな……告白のことだ」

「好きだから」

　心臓が高鳴る。好きとか嫌きらいとか、こういう台詞せりふは同じ人から何度言われても、反応してしまうものみたいだ。

「いや……、だが、あの時も言ったがオレたちって知り合って数日だよな。一緒にいた時間なんてそのうちのほんの少しだったし」

「関係ない。相性」

「あ、相性か」

「そう」

　浦乃の方を見る。

　この女の子が自分のことを好きだって言ってくれている。相性が合うって言ってくれている……。

　そう思うと体が幸せな気持ちに満たされて、ワクワクするような高揚感に包まれる。そして――、浦うら乃のの横顔がものすごく可愛かわいく見えてくる。

「いつ、相性が合うと思った？」

「覚えてない」

「そうか」

　逆にオレの場合はどうなんだろう。

　今はお試し期間という状態を許されているけど、いつかオレは浦乃と相性が合うって感じる時が来るのだろうか。

　ふと――。

　ちとせ先せん輩ぱいの顔が頭に浮かんだ。

　――もう、純すみ人とに対人恐怖症のトレーニングのコーチは頼まないんだから。

　どうしてちとせ先輩はあんなことを言うんだろう。オレが誰だれと付き合おうとちとせ先輩は関係ないはずなのに……。

　理由はともかく一つ確かなことは、もしこのまま本当に浦乃と付き合うことになったら、オレはちとせ先輩と会えなくなるってこと。ちとせ先輩との唯一の接点を、失なくしてしまうことになる。

　どっちがいいんだろう。

　浦乃との交際と、ちとせ先輩との繋つながり。

　普通に考えたら浦乃だよな。ちとせ先輩とは週に一度会うことはできるとしても、付き合うなんてことはありっこない。それに、ちとせ先輩の本当の姿はあの『中の人』だ。自分の憧あこがれの人とは違うわけだし……。

「何を考えてる？」

　いつの間にか浦乃がこっちを向いていた。

　オレはアワワと口をパクパクさせた。

「姫ひめ宮みやちとせのこと？」

　顔を覗のぞきこんでくる。慌あわてて手と首を振った。

「いや違うよ。全然違うこと」

「じゃあなに？」

「ええっと……」

　オレは頭を掻かいた。正直な話をするわけにもいかないし、でも、ちょっと話を誰かに聞いてもらいたいような気もする。

「えっと……実はオレのつれから相談を受けて、そのことを考えてた」

「つれ？」

「うん。中学校の時の同級生。高校は変わってしまったんだけど」

「なるほど」

「そいつには通ってる高校に憧あこがれている二つの上の先せん輩ぱいがいるのだけど、ひょんなことからその女の子から歳としの離れた妹のバスケの指導をお願いされた。そいつは中学の時もバスケのレギュラーをやっていてそれなりに巧うまかったから」

　オレは浦うら乃のの顔をうかがう。

　例え話ってのがばれてないか？　どちらかといえばインドア派のオレに、バスケのレギュラーやってるような知り合いがいる時点でかなり怪あやしい。

「で、そいつは下心もあって先輩の妹の指導をすることにしたわけだが、その先輩には許婚いいなづけがいることが発覚した。来年春に学校を卒業したらお嫁に行ってしまうらしい。おまけにその妹はあまりバスケの才能がなくて、いつまで経たっても上達しない上、性格にちょっと難なんがあって、そいつを犬のように扱うそうだ」

　ますます話が怪しくなってきた。今の時代に許婚ってどこのお嬢さまだ。

「それで？」

「で、その友達は妹のバスケの指導を続けるべきかどうか悩んでいてオレに相談してきた。やっていても憧れの先輩とお近づきになれるわけでもないし……」

　もちろん、今の話の“〝つれ”〟というのはオレのことだし、憧れの先輩というのはそのままちとせ先輩で、その妹というのは『中の人』、つまり本物のちとせ先輩のことだ。実際にやってるのはバスケじゃなくて対人恐怖症のカウンセリング……。

　ここ最近、正確に言うと浦乃に告白された日にちとせ先輩に浦乃と付き合うならカウンセリングを頼まないっ、て言われてからというもの、オレはちょっと悩んでいる。

　なんでオレ、ちとせ先輩の手伝いをしているんだろうって気持ち。

　ちとせ先輩に憧れて始めたことだけど、そのちとせ先輩は『外の人スーツ』って偽物の体だし、『中の人』は可愛かわいいけど、憧れとかそんな気持ちはない。

　なのにちとせ先輩は自分がスーツから出るまでは、オレが女の子と付き合っちゃ駄目だっていう。

　だからそんな、一度解決した悩みがまたもたげて来ているんだ。

　バスケの指導を続けるべきかどうかっていうのは、そのまま、『中の人』のトレーニングを続けていいのかってこと……。

「打算から仕事を頼まれていたけど、利益を得る可能性が低くなったからやる気がなくなったということ？」

　浦乃の言葉がグサッと胸に突き刺さる。でもその通りだ。

「浦乃はどう思う？　続けるべきだと思う？」

「続けるべき」

　めちゃくちゃキッパリと断言した。

「ど、どうして？　だってその憧れの先輩とはあと半月もしたら会えなくなるんだぜ？　オレは辞めるべきだと思うんだが」

　浦うら乃のはフリフリと首を振る。

「それはやっぱり、ええっと、道義的な理由ってやつ？　一度引き受けたからっていう」

　フリフリ。

「じゃあなに？」

「ＤＮＡ」

「はっ？」

　なんでここに二に重じゆう螺ら旋せん構こう造ぞうを持つ核かく酸さんの名前が？

「血が繋つながった姉妹なら、同じ遺伝子も持ってる」

「ま、まあ、そうだな」

「友達は気がついていない」

「何を？」

「その子は大きくなったら憧あこがれの先せん輩ぱいに似る」

「なっ」

　それでＤＮＡかよ。

「まったく同じ顔にならなくても、共通の因いん子しは沢山持つ。だから将来、その人がその女の子のことに憧れる可能性は高い。だからバスケの指導を続けるべき」

「……」

　う――む。……説得力あるかもしれない。

　要するに本命の姉はすっかり諦あきらめて妹に賭かけろ、てことだ。

　……うん？

　それって実際の話にも当てはまるのか？

　ちとせ先輩（外）とちとせ先輩（中）。表面的にはまったくの別人だが、もしかすると姉妹以上に同じ「ＤＮＡ」を持っているかもしれない。だって実際はちとせ先輩（中）一人しかいないんだから。

　だったとしたら、オレがそのうち、ちとせ先輩の『中の人』を好きになることがあるかもしれないってことか？

　オレは頭の中にちとせ先輩（中）をイメージしようとする。

　なぜか未いまだにこういう時思い浮かぶのは、犬の格好をしたオレとそれに餌えさを与えるちとせ先輩の姿だ。

「どうだろう……。つれから話を聞く限り、そんなことにはなりそうにないが」

「まだ相手が小さいから気がつかない」

　まるで見てきたかのような言い方をする。

（……気がついていない）

　胸の中で繰り返す。オレがいつかちとせ先輩（中）を？

　そんなこと……。

　ないとは限らない。

　今だって、ごく稀まれに意識することはあったから。それがそのうち、日常的になることだってあるかもしれない。

　だとしたら、オレは……。

　浦うら乃のが立ち上がった。

「乾いた。もう見えない？」

　両手で胸を押さえる。

　濡ぬれて半透明になっていたキャミソールは元の白い生地に戻っていた。





「あのさあ。もし、荷に解ときの手伝いが必要だったら、オレ、手伝ってもいいけど」

　浦乃が一人暮らしをしているらしいマンションまで来ていた。

　浦乃はピタッと立ち止まる。

「駄目」

　強い口調だった。

「まだ、部屋片づいてないから」

「そ、そうか。じゃあ、もし手伝ってほしい時は、言ってくれ」

　コクリと頷うなずくと浦乃は歩きだす。

　もう引ひっ越こしが済んで結構経たつと思うのに、未いまだに人を呼べる状態じゃないってどんな感じなんだろう？　まあ下着がないぐらいなんだから相当だとは思うが。

「荷物だけど、部屋の前まで運ぼうか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。一人で運べるから」

「本当にいい？」

　浦乃の顔色をうかがいながら、オレは持っていた荷物を道路に下ろした。全部で十個ぐらい大きな袋を、浦乃は両手の指に一本ずつひっかけてどっこいしょと持ち上げる。荷重がアンバランスで少しよれよれっとしたが、なんとか運べそうだ。

「じゃあ、また明後日あさつてかな」

　休み明けの来週月曜日は、一いつ斉せい集しゆう合ごうなるものが午後から講堂である。二学期が始まる前に緩ゆるんだ気持ちを、校長や教頭のありがたいお話で元に戻す、というのが一応の目的だ。

　その集合の前に図書室から整理した本を運び出す作業をする予定になっている。

「本当に要よう垣が内うちを呼ばなくていいかな？」

「二人で大丈夫」

「そうか、じゃあ十時に図書室で」

　浦乃はコクリと頷くと、左右に揺れながらマンションの入り口へ消えていった。

　オレはポツリと呟つぶやいた。

「ＤＮＡ……なあ」



    

  
    
      　

５章　夏休みの終わりに





　夏休み、最後の週の月曜日――。

　オレは九時過ぎに学校に到着した。夏休みに入って休業していた雪ゆきの目覚まし代わりのボディプレスが今け朝さから再開したお陰かげで早起きだった。

　午後からの一いつ斉せい集しゆう合ごうにはかなり早い時間だというのに、同じ学年の生徒数人とすれ違った。みんなも来週から始まる二学期に備えているのかな。

　三階まで上がり図書室の扉とびらを開くと、中はシンとしていた。

　今日の午後から引ひっ越こし業者が入るということで、先日までバラバラに積み重ねられていたダンボールの箱が整理されて積み重ねられている。どこも既に準備完了のようで図書委員の姿はない。

　部屋の隅っこに置かれた折り畳み椅い子すの上で、浦うら乃のが本を読んでいた。

　ガラガラと扉を閉じると浦乃が顔を上げた。

「おはよう」

「おはよう」

「なんだか、図書室から本がなくなると寂しい感じになるな」

　辺りを見渡しながらガランとした部屋を歩く。

「図書室は本でできた部屋だから。本がなかったら部屋として存在できない」

「たしかに、そうだな」

　浦乃は本をいつもの紙袋の中に入れると、立ち上がって椅子を片づけた。

「で、今日はどうするんだ？」

「ダンボールを運び出すのと、もう一つ、図書委員室の整理が私の担当」

「図書委員室？　そんなのあるんだ」

　浦乃は無言のまま前にも行った閉へい架か室しつへ連れていく。

　閉架室にあれだけあった本も綺き麗れいさっぱりなくなっていた。二日前まではまだ残っていたから、昨日、他ほかの図書委員が必死でやったのかな。

　前には気がつかなかったが、閉架室の一番奥に本棚で区切られた小さなブースがある。中にはテーブルとか古いソファーが置かれていた。

「へえ。こんなところがあるんだ」

　部屋にはカラーボックスや棚たなの類たぐい、文房具や紙コップとかの細こま々ごまとした備品もある。本当に、文化部の部室のような感じだ。

「収めるのはこの辺にあるものだな」

「ダンボール、取ってくる」

「了解」

　小走りで出ていく浦乃の背中を見ながら、オレはソファーに腰こしを下ろす。

「ふむ」

　結構、浦うら乃のと巧うまくコミュニケーションとれてるよな、オレ？

　今更ながらにそんなことを思ってしまう。

　昨日のデートの時も今も、一応、会話は成立していたし。最初に図書室で作業した時よりはスムーズになっている気がする。

（今って、お試し期間なんだよな……）

　忘れそうになる。オレは浦乃に告白されて、その返事を保留にした状態なんだ。

（いつまでも保留のままじゃ駄目だよな……）

　浦乃のことをよく知って、その上でなんて返事するか決めないといけない。

　この前のデートで、それまで以上に浦乃のことが気になるようになっていることは確か。このままお試し期間が続いていたら、本当に浦乃のことが好きになるかもしれない。

　でもその時は……。

　もうちとせ先せん輩ぱいと二度と会えない。本当にそんなことオレにできるのかって……。

　ここ数日そんな堂々めぐりを、ずっと頭の中で繰り返している気がする。

　――と。

　ブ――、ブ――って。

　携帯電話のバイブレーションの音。

　オレのじゃない。テーブルに置かれた紙袋の中からだ。

「浦乃！　お―――い、電話が鳴ってるぞ！」

　本棚の向こうへ叫ぶ。

　返事はないが、たぶん聞こえただろう。

　バイブレーションはすぐに終わった。

　誰だれからの電話だったのか興味がある。たぶんこの学校の生徒ではないと思うから、家族からとか前の学校の友達かもしれない。

（にしても、まだ紙袋なんだな……）

　例のデパートでもらうような黒い大きな紙袋だ、このままだと二学期が始まっても紙袋になりそうだ。

　そんなことを考ながらボ――ッと目の前の紙袋を眺めていると、いきなり袋がシナーって倒れ始めた。

　さっきのバイブレーションでバランスが崩れたらしい。どんどん傾いていく。

「うおっ」

　手を伸ばしたけど、間に合わない。紙袋はそのまま床に落下して、中のものが飛び出した。

「浦乃～！」

　オレは名前を呼ぶと、床に散乱したものを一つ一つテーブルの上に戻していく。

　筆箱に教科書、ノート、そしてハードカバーの本の類たぐい……。

「うわ、なんでこんなものまで入っているんだ？」

　本物そっくりの手錠に、巨大な文ぶん鎮ちんのような金属の塊や金属製のガラクタのようなもの。

（女の子の鞄かばんに入っていそうなものが、まったくないのな）

　ふと、手が止まった。

　巨大文鎮の横に奇妙なものが転がっていた。

　小さな黒っぽいラジオのような形をしたものだ。

「こ、これって」

　見覚えがあった。腕がワナワナと震ふるえる。

　ちとせ先せん輩ぱいの『外の人スーツ』を動けなくしたアレじゃないか。

　なんでこんなものが浦うら乃のの紙袋の中から？

　すぐには答えが出なかった。

　いや。たぶん出てはいたんだが、認められなかった。

　浦乃がちとせ先輩の……敵てき？

　そんなことが……。

　背後で人の気配。

　振り返ると浦乃が立っていた。いつもと変わらない顔。前髪ですっぽりと覆おおわれた目の下で、桃色の口が固く結ばれていた。

「……！」

　オレが何か言おうとするよりも早く、浦乃が紙袋を持ち上げた。

　浦乃ってこんなすばやい動きができるんだ、って……。

　意識が途切れる寸前、オレが考えたのはそんなことだった。



☆



　かび臭くさい臭においで意識を取り戻した。

　真っ暗な空間。空調がきいている感じではなかったが、妙に辺りがヒンヤリとしている。

（どこだ、ここ……）

　目が暗くら闇やみに慣なれていないせいでよく見えない。でも、なんとなく来たことがある場所だって分かる。恐らく、学校の中のどこかだ。

　腕を動かそうとすると、何やら鉄の重い輪のようなもので手を固定されていて動かなかった。たぶん手錠だ。今まで手錠をつけられた経験は一度もないが、なんとなく想像がつく。

（オレ……浦乃に連れてこられたのか？）

　すぐ目の前の暗闇でスイッチが入る音がした。

「う、うわあっ」

　思いっきり仰のけ反ぞる。懐中電灯に照らされた浦乃の顔が浮かびあがったのだ。半分が前髪に隠かくれたような顔だからな。かなり怖い。

「静かに」

　懐中電灯を小さなテーブルの上に置く。天てん井じようの低い圧迫感のある部屋が、ボンヤリと映し出された。

「一いつ斉せい集しゆう合ごうより前に、意識、戻ってよかった」

　オレの携帯電話のディスプレイを見ながら浦うら乃のはいつもの淡々とした調子で言った。悪いことをしているような態たい度どには見えない。

「ここはどこだ？」

　そんなことを聞く前に言うべきことがあるような気もするが、なぜか出てきた言葉はそれだった。

「掃除道具室」

「ああ……」

　階段の裏側にある箒ほうきやらモップやらが置かれている場所のさらに奥だ。

　浦乃はこっちを見ようともせず、オレの携帯電話のボタンを慣なれない手つきで押している。左の人差し指まで使う奴は初めて見た。

「えっと……さっきからオレの携帯電話で何をしようとしてるんだ？」

「写メール」

「電源ボタンを一度押して、真ん中のボタンを押し続ければ撮れる」

「ありがと」

　浦乃が携帯電話をこっちに向けた。

「お、おいっ、写すのオレかよ」

　パシャッ。

　弱いストロボが目の前で焚たかれた。

　浦乃がオレに携帯電話のディスプレイを見せる。

　写ってるのは手錠を後ろの配管に繋つながれた、驚おどろいた表情のオレだ。

　かっこ悪い。情けない。携帯電話のカメラでこんな写真を撮られる人間はそうはいないだろう。

　んなことより、なんでこんなものを撮るんだ？　写メールって言ってたよな。ってことは誰だれかに送るつもりなんだよな。

「浦乃、今のちとせ先せん輩ぱいに送るつもりか？」

「どうやるの？」

「教えるかよ」

「じゃあ自分でやる」

　浦乃はディスプレイを食い入るように見る。

　確か左の方に「メール」とデカデカと表示されているはずだ。

（気がつくな……）

　オレの祈りも虚むなしく、浦うら乃のは両手の指を使ってボタンを押していく。

「送れた」

　わざわざ「送信完了」の画面を見せてきた。

「どうするつもりなんだ？」

「星ほし野のくんを拉ら致ちした証拠を送れというから、送っただけ」

　言い終わらぬうちに、電話がバイブレーションした。ちとせ先せん輩ぱいからのメールだ。

　浦乃がメッセージを確認する。「読む？」と聞いてきた。

　オレは唾つばを飲みながら頷うなずく。

〈

　写真、確認した。

　無事なのは分かった。

　あなたの要求は聞く。

　私が純すみ人との声を聞くのは無理なの？

　一言だけでいいから。

　〉

「声は駄目」

「オレに言うなよ」

「声からどこにいるか分かるかもしれないから」

「だから、オレに言うなって」

　浦乃は一つ前のちとせ先輩からのメールを見せる。

〈

　純人は無事なの？

　純人は無事なの？

　純人は無事なの？

　純人は無事なの？

　純人は無事なの？

　純人は無事なの？

　純人は無事なの？

　〉

　読んでいるうちに目に涙が浮かんできた。

　ごめん、ちとせ先輩――。

　再び携帯電話が震ふるえる。その電源を切る浦乃をオレは睨にらみつけた。

「要求って？　ちとせ先輩に何を言ったんだ？」

「……」

「教えてくれてもいいだろう？　どうせオレはこれなんだし」

　手錠をガシャリと動かした。

「一いつ斉せい集しゆう合ごうの時、全校生徒の前で機械の体を脱ぬぐように要求した。星ほし野のくんの身の安全の代わりに」

「やっぱり、知ってたのか。ちとせ先せん輩ぱいの体のこと」

「今、知った」

　――やられた。

「正確には姫ひめ宮みやちとせの体が機械仕掛けであることが分かった時点で予測はついていた。それに、あのショッピングモールの時の、星野くんの動きにもそれらしい兆候が見られた」

「浦うら乃の……」

　やはりか。

　やはり浦乃が、ちなつが言っていたちとせ先輩の“〝敵てき”〟なんだ――。

「……最初から、ちとせ先輩のことを探るために転校してきたんだな？」

　胸の中から湧わき上がってくる感情を押し殺すように言った。

「そう」

「目的はちとせ先輩の調査……」

「そう。私は依頼された」

「誰だれから？」

「守秘義務」

「オレに近づいたのはちとせ先輩に近づくためだったんだな」

「姫宮ちとせが機械的なボディを持っていることは、最初の接触時で判明していた。彼女が発生している電磁波のレベルは携帯電話の五十倍に相当する」

　浦乃はオレの携帯電話をブラブラさせた。

「私は機械の中の正体を調査するため、姫宮ちとせに接近する必要があった。彼女が星野くんのところへ来て、ただならぬ関係であることが分かったから接近することにした」

「じゃ、じゃああの時、本の買い出しに誘さそったのも……」

「あの場に姫宮ちとせがいたから。一緒に行くことになることを予想していた。そうはならなかったが、結果的に合流することができたから結果は同じ」

「それで……、合流後、機械を設置したのか」

「なんらかの異常が発生すれば、姫宮ちとせが『外の人スーツ』を脱ぐと考えた。だが用心して装置を時限式にしたのが失敗だった。姫宮ちとせが試着室内にいる時に発動したために確認できなかった。だが、あのお陰かげで星野くんが姫宮ちとせの秘ひ密みつを知っていることが分かった」

「それでオレに告白か……」

「星野くんから姫宮ちとせの情報を引き出せると思ったし、引き出せないにしても確保していれば姫宮との交渉を楽にできると思った」

　で、まんまとオレは確保されたわけだ。

　……情けねえ。怒りを通りこして、ほんと情けなくなってくる。

　グスグスッ。

　鼻はなをすすった。情けなさすぎて、まじで泣けてきた。

　浦うら乃のが首を傾かしげて、オレに顔を近づけてきた。

「どうして泣くの？」

「放ほうっといてくれ！」

「大だい丈じよう夫ぶ。殺したりはしない。姫ひめ宮みやちとせの正体を確認したら、解放する」

「いっそ、殺してくれ」

　グスグスグスススス――。

　情けない。オレって、本当に情けないわっ。

　浦乃に告白されて、嬉うれしくなって、普通に喜んでいた。

　おかしいって気がつくべきだった。なんでオレなんだってな。

「やべえ。情けない！」

　叫んでしまった。

　本当に、マジで情けない。目から涙がどんどん出てくるぜ。

「どうして泣くの？」

　浦乃がさらにオレに顔を近づける。心配そうに顔を傾けた。

「来るなっ！」

　オレは首を振った。

「全部、嘘うそ、だったんだろ？」

「？」

「浦乃がオレに見せた表情も言葉も背景も、全部偽物だったんだろう？」

「それは違う。中には本当のこともある」

「そんなの嘘と一緒だ！」

　なんだか駄々をこねる子供のようだなと、自分で思った。

「あの時、前ぜん庭ていで猫を触さわっていたのも、オレの歓心を買うためか？」

「いいえ」

「照れくさそうに髪を上げるのも嘘か？」

「いいえ」

「たどたどしい感じも、不器用な感じも、全部嘘なんだろ？」

　情けないいいいいいいいいいいっ！

　なんで、オレ、あんな嘘に嬉しくなってたんだ。

　騙だまされて、学校で拉ら致ちまでされて、ちとせ先せん輩ぱいまでピンチにしようとしている。

「訂正させてほしい」

　浦乃がさらに顔を近づけてきた。

「近づくなって」

　逃げようとする。両手に後ろで手錠を繋つながれているからどうしようもない。

　浦うら乃のの前髪に半分覆おおわれた顔が目の前まで来ていた。

　横を向いた。もう当分、この顔は見たくないぞ。

「訂正させて」

　浦乃は繰り返した。

　それが妙に真しん摯しな声に聞こえたので、チラリと顔を向けようとした。

　その刹せつ那な――。

　！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　ぷにゅうって。

　唇くちびるが合わせられた。

　本当にふんわりとした、綿菓子のようだった。ちとせ先せん輩ぱいの『外の人スーツ』の時とも、図書室の時とも違う。もっと軽くて、ふんわりとしていた。

　オレの目に浦乃の前髪が押し当てられていた。前髪の向こうで、浦乃の瞳ひとみが閉じられていた。

　一瞬なのか長かったのかよく分からなかった後――。

　浦乃は顔を離した。

　頭が真っ白なオレの目の前で前髪を上げる。照れくさそうにちょっと下を見ながら。

　真っ黒なカーテンの中から現れた水色の瞳でオレをジッと見つめる。

　少し紅潮した浦乃の顔にオレの視線は吸い寄せられていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　悔くやしいけど、やっぱ可愛かわいい。

「クロを触さわっていたのは、黒い猫が好きだから。髪を上げるのは本当に苦手」

「……」

「星ほし野のくんに近づいたのが、姫ひめ宮みやちとせの秘ひ密みつを調査するためだったのは事実。でも、告白した時、星野くんのことが気になっていたのも確か。キャ……。キャミソールを選んでくれて、嬉うれしかった。ありがと」

「……」

「そろそろ行かないと」

　机の懐中電灯を持ち上げた。

「この場所は姫宮ちとせの『中の人』が明らかになった後に連絡する。携帯電話は下駄箱に置いておくから。――――じゃあ、さよなら」

　浦うら乃のは呆ぼう然ぜんとしているオレにもう一度近づいてくると、ギュッと軽く抱きしめた。

　懐中電灯が切られ、扉とびらが開閉する音が聞こえた。

　再び暗くら闇やみに戻った部屋の中でオレは硬直していた。

　オレンジのシャンプーの匂においがいつまでも鼻はなの中で漂ただよっていた。



　たぶん、その時間はそれほど長くなかったと思う。

　つまり、浦乃が部屋を出ていって、オレがボ――ッとした状態から立ち直るまでの時間の話だ。

　不ふ思し議ぎなことに情けない気持ちがなくなっていた。

　キスのせい？

　もしそうならそれこそ情けないような気もするのだが、たぶんそうじゃない。浦乃の最後の話を聞いてちょっとは自信がついた。少なくとも情けなくはなくなったのだ。

　オレは浦乃に騙だまされていた。

　でも、全すべてに騙されていたわけじゃない。浦乃は確かに心を開いてくれていたと思う。

　たぶんだけど。

　で、ちょっとだけ元気が出てきた。

　このままじゃやばいって。

　そういう気持ちになってきた。

　浦乃は一いつ斉せい集しゆう合ごうの場で明かすようちとせ先せん輩ぱいに要求した、と言ってた。

　一斉集合のいつだ？

　一斉集合は講堂に集まって校長や教頭などのありがたい話を聞くということだった。

　その時、たぶん、ちとせ先輩も生徒会長として壇だん上じように上がるんじゃないか？

　ちとせ先輩がカミングアウトするとすればその時だ。

　――純すみ人とは無事なの？　純人は無事なの？　純人は無事なの？

　ちとせ先輩のメールの文面が頭に浮かぶ。

　オレってば涙もろいな。また涙が出てきた。

　ちとせ先せん輩ぱいはたぶん明かしてしまう。でも今、ちとせ先輩が全校生徒の前で『外の人スーツ』を脱ぬいだりしたら……。

　二ヶ月だがちとせ先輩のトレーニングをやってきたオレだから確信できる。たぶん脱いだ瞬しゆん間かんに気絶する。そして、もう二度とちとせ先輩はクレマチス高校に来られないはずだ。

　それに浦うら乃ののこともある。ちとせ先輩の正体をちなつの言う敵てきに報告すれば、どうなるのか？　ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱いだら襲うという不幸が、現実になるんじゃないか？　オレのせいで。

　――純すみ人とは無事なの？　純人は無事なの？　純人は無事なの？

　今、オレを心配しているのは、どっちのちとせ先輩だ？　中か外か？

　いや、もうそんな質問に意味はない。自分で前に言ったじゃないか。ちとせ先輩は一人しかいない。それは『中の人』なんだ。『中の人』がオレを心配してくれている。

「ちとせ先輩がカミングアウトするのを止めないと！」

　今は何時だ？

　オレが図書館に来た時間が、十一時。その後、オレがここに連れてこられて、目を覚ましたのはいつか？

　もう一いつ斉せい集しゆう合ごうは始まっているのか？

　ええいっ、今更時間なんて関係ない。とにかくできるだけ早くここを脱出して、ちとせ先輩にオレの姿を見せるんだ。

「くそおおおっ」

　オレは思いっきり、後ろに繋つながれた手錠を引っ張った。手錠の鎖は頑がん丈じようそうで、とても破壊できそうにない。

　オレは体を思いっきり捩よじらせて、顔を後ろに向ける。手錠は背後の壁を縦に這はうパイプに繋がれていた。手錠を壊こわすのは無理そうだが、パイプごとならどうだ？

　パイプを目で追った。

　パイプの下部。繋ぎ目の部分を、壁から突き出たフランジが支えているのがボンヤリと見える。で、そのフランジは後ろの石せつ膏こうボードの壁にネジで留められていた。

　体を無理に後ろに向けると、フランジを蹴け飛とばす。

　ボロッて。

　フランジが取りつけられた壁から石膏が落ちる。いけるかもしれない。

　ガンガンと思いっきり蹴けって蹴って蹴りまくった。さらにボロボロって石膏が落ちる。

　突然、ガクッて。

　フランジが壁から離れる。パイプが壁からフリーになった。

　パイプを曲げるように力をかける。上部のどこかが支点になって、パイプが曲がっていく。ある程度曲げたら、今度は逆方向へ曲げる。

　それを繰り返す。

　パツン――

　って金属がいきなり破断して、その反動でオレの体は後ろに吹っ飛ぶ。

　尻しり餅もちをつきながら、テーブルに後頭部をぶつけた。

「いってぇ」

　立ち上がりながら、手錠と壁から外れたパイプを確認する。

　パイプは外れたが、両端はしにフランジ部がついたままなので手錠をはずせない。

　でもこれなら逃げられる。

　パイプと手錠付きのままでも逃げられれば問題なしだ。

「ちとせ先せん輩ぱい……。待っててください」

　オレはパイプの端を引きずりながら出口に駆け出した。





　外に出る。

　眩まぶしくて目が痛い。映画館から外に出た時よりもきつい。

　ここは三階だ。ちょうど生徒会会議室へ上がる階段の真下にある掃除道具入れ場だ。

　左右を見る。廊下はどこまでも静かだった。

　思わず廊下の窓から講堂の赤い屋根を確認した。

「くそお、遠い!!」

　叫ぶや、階段を二段飛びで駆け下り始めた。

　こんなスピードで階段を下りたのは初めてというぐらい、ものすごいスピードだ。

　カンカンカンカン――。

　引きずるパイプが階段を叩たたく。

　引きずることよりも、手を後ろに回しているせいで走りづらい。

　階段を下りきり、校舎の中央玄関から前ぜん庭てい飛び出す。

　振り返って時計を確認する。

　十三時四十三分――。

　一いつ斉せい集しゆう合ごうの予定は一時間だったはず。生徒会長の話は校長、教頭の後の最後だから、そろそろのはずだ。

　真っ黒に塗装されたアスファルトを駆け抜ける。

　相変わらず後ろでパイプが地面を引きずっていた。

　講堂へ通じる屋根付きの渡り廊下に入る。

　渡り廊下の終点。講堂の直前の場所でオレを待っていたかのようにトレパン姿の教師が立っていた。

　最悪。脳内筋肉だるまの体育教師の北きた村むらだ。

「ちょっと、お前！」

　北村が立ちはだかる。手錠でパイプに手を繋つながれた生徒が走ってくるんだ。オレだって止めようとする。

「遅くなりました――」

　意味不明な言葉を発しながら身を屈かがめて北きた村むらの横をすり抜ける。

　こういう時だけは、体が小さくてよかったなと思う。

　そのまま講堂の横まで行く。開け広げられた扉とびらから、中を見た。

　壇だん上じようにちとせ先せん輩ぱいの姿を見つける。講堂を埋め尽くした制服姿の生徒たちの注目を一身に集めながら、マイクに向かって話していた。

　内容はごく普通のことのようだ。夏休みにちとせ先輩が取り組んだことについてとか、そんなこと。予あらかじめ決めていた原稿どおりだろう。

　なのに、ちとせ先輩にいつもの女め神がみのような神々しさがない。顔はどことなく強こわ張ばっているし、言葉からいつもの流りゆう暢ちようさが消えていた。

　話しが終わったら公表するつもりなんだ。『外の人スーツ』を脱ぬぎ捨てて、『中の人』の姿をみんなに晒さらす。

（ちとせ先輩！）

　オレは講堂の裏手に回る。舞台のすぐ後ろに道具室に繋つながる扉があるんだ。

　扉から道具室へ侵入する。

　マットや跳び箱が置かれた部屋の向こうから、ちとせ先輩の声が聞こえてきた。

「これで、私の夏休みの話は終わりです。ですが今日は、みなさんにお伝えしなければいけないことがあります」

　まずいっ。ちとせ先輩、言うつもりだ。

　道具室を通り抜ける。

　そこは幕の陰から壇上に上がられる五段ぐらいの階段の前。

　階段を上がろうとした時、肩を掴つかまれた。

「何をなさろうとしているんですの？　今、生徒会長がお話しされているんですのよ！」

　振り返る。横一文字に切られた前髪がブルルンと揺れていた。

「高たか山やま！」

　一年Ｃ組のクラス委員にして、ちとせ先輩の信奉者にして自称後継者だ。

　高山はオレから繋がっているパイプやら手錠を見て、眉まゆをひそめる。

「テロでもするつもりですか!?」

「いいから何も言わずに行かせてくれ！」

「絶対に許しません！」

　振り払おうとする。が、高山はお嬢さまらしからぬ腕力で、オレの肩にかけた手を離さない。

「先生を呼びますわよ！」

「後からいくらでも呼んでいいから。今は離してくれ、お願いだ！」

　オレは高山に肩を掴まれたまま、階段を上がっていこうとする。高山はオレを行かせまいと踏ん張ろうとする。

「実は……、私にはみなさんに話していない秘ひ密みつがあるのです」

　舞台からちとせ先せん輩ぱいの声が流れてきた。

「離せって!!」

　ちとせ先輩の言葉に反応してから、高たか山やまの力が一瞬弱まった。

　オレは足に一気に力を入れた。

　高山の手が肩から離れる。

「あっ、……待ちなさいっ！」

　待つものかっ！　前のめりになりながら階段を駆け上る。

「実は私は……」

　オレが舞台に立った瞬しゆん間かん――。



　プッシュウ――――――。



　公演台の前に立つちとせ先輩の背中から蒸気が溢あふれ出していた。

　オレは幕の陰から壇だん上じように飛び出す。

　蒸気に包まれるちとせ先輩に駆けつける。

　パカッと――開きかけたちとせ先輩の上半身。

　オレはちとせ先輩の背中にタックルを仕掛ける。開こうとするハッチを思いっきり力で押し戻した。

　結構な力で開こうとする上半身と押し合う。

　キュルキュルーって腰こしの関節のアクチュエータが空回りする音。

　抵抗がなくなった背中をそのまま押し返した。

　カチリとちとせ先輩の上半身と下半身にロックがかかる。

　オレはちとせ先輩の体をこっちに向かせて、その顔を見つめた。

　光を失った瞳ひとみにボンヤリと光が蘇よみがえった。

　赤い瞳がオレを捉とらえ、大きく見開かれる。

「純すみ人と……！」

　幽霊でも見ているかのような顔だった。

　刹せつ那なの後――。

　ムギュウ。

　ほとんど条件反射みたいな感じだった。

　オレはちとせ先輩に抱きしめられた。身長差の関係でオレはちとせ先輩の胸の谷間に埋もれた。

「ち、ちとせ先輩。まずいって」

　顔に制服のリボンを押しつけられながら、オレは嬉うれしい悲ひ鳴めいのような声を上げる。

　ちとせ先せん輩ぱいはハッとしたようにオレの体を離す。ばつの悪そうな顔を、講堂のクレマチス高校の生徒と教師たちに向けた。

　シ――ンという音が聞こえてくるみたいだ。

　みんなポカンとしてこっちを見ていた。

　顔が熱くなる。『中の人』がトレーニングで使っている呪じゆ文もんを使いたくなった。これがみんな口を開けた犬に見えたら、どんなに気持ちが落ち着くか。

「えっと、おほん」

　ちとせ先輩はマイクに向かってわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「えっと、それで、実は秘ひ密みつというのは……」

　オレにチラリと意味ありげな視線を飛ばす。

「ここにいる男子を次期生徒会長に指名することにしました！」

　!?

　一瞬間があって、悲ひ鳴めいやら歓声やら拍手やらが一斉に起こった。それがうねりのようになって講堂の中を伝でん播ぱしていた。

「ちょ、ちょっとっ！　ち、ちとせ先輩！」

　オレの狼ろう狽ばいした声もちとせ先輩は聞いちゃいない感じだった。

「以上です!!」

　ちとせ先輩はオレのパイプに繋つながった腕に無理やり自分の腕を絡ませて、未いまだどよめいているみんなに背中を向けて歩き出す。なんだかオレは手錠が繋がっているせいで、刑事に護送される容疑者みたいだ。

「静粛に、静粛にしてください！」

　後ろから教師の声が聞こえた。しかし、ざわめきはしばらく収まりそうにない。

　オレが上がってきた幕の後ろの階段から下りていく。下では高たか山やまが魂を抜かれたような顔で硬直していた。なんだか可哀かわい想そうな気がする。

　ちとせ先輩はオレの腕を引きながら小走りで道具室の方へ向かう。

「ど、どうして、あんなことを……」

　オレは未だにざわめいている講堂の方を振り返る。

「だってああ言う以外、収まりがつきそうになかったでしょう？」

「そ、そうですか？　他ほかにも言いようがあったと思いますけど……とにかくまずいっすよ」

　生徒会長の座を狙ねらう多くの人間から恨みを買ったに違いない。

「それにちとせ先輩だって、きっと悪い噂うわさが立ちますよ」

　何しろ手錠にパイプという素敵なアイテムをぶら下げて集会の途中の壇だん上じように侵入してきた男子に、いきなり生徒会長指名宣言だからな。蒸気もアイテムも盛り上げるための演出と思われたかもしれない。

「二学期になったらあなたの信任を問う選挙が行われるわ！」

「僕、出ませんよ。だって一年生なんですから」

「あら、なるのは二年生からよ。私がああ言った以上、純すみ人とには絶対に立候補してもらう」

「本気ですかあ！」

「とにかく！　二学期の話より今は、先にやることがあるわ」

　ちとせ先せん輩ぱいは道具室から外に通じる扉とびらに手をかけて、ちょっぴり怖い顔でオレを見た。

「な、なんです？」

「浦うら乃のさんを追うの。講堂から出ていくのが見えた」

「……ちとせ先輩は浦乃の正体を知っていたんですか？」

「ううん。知ったのは純人が拉ら致ちられた後。浦乃さんに聞けば、姉ピョンが教えてくれなかった、私の敵てきのこと、分かるはずよ」

「そうですね」

　ただ素直に教えてくれるかどうかは疑問だが。

　扉から講堂裏に出ると、グルリと回って正面の入り口の前まで来る。

「どこに行ったのかしら？」

　周りを見渡す。

　まだそれほど時間は経たっていない。でも、学校から逃げ出すには十分すぎる時間だ。

「あそこっ！」

　グラウンドの向こう。クレマチス高校名物の桜林の中へ入っていく、セーラー服が小さく見えた。

　ちとせ先輩は何も言わずに桜林へ駆け出す。オレもちとせ先輩に続いた。

「ち、ちとせ先輩。ちなつに連絡した方がいいですよ。浦乃はたぶん、ちとせ先輩を誘さそっています。これは罠わなですよ」

　逃げる時間はあったのにそうしなかった理由はそれしか考えられない。

「分かってるわよ。でも誘われたら行くのが礼儀じゃない」

　ちとせ先輩の言葉には自信が漲みなぎっている。自分の『外の人スーツ』の性能を百パーセント信頼しているからだ。

「ちょっと待って。それ、邪魔でしょう」

　ちとせ先輩が急に立ち止まると、オレの腕から繋つながっている手錠とパイプに目をやった。

「ちょっと持っていなさい」

　オレにパイプを持たせると、手刀を振り下ろす。

　スパーンって、手錠の鎖の部分が切断されて、パイプが地面に転がった。

「すげっ」

「さあ、行きましょう」

　ちとせ先輩はニコリと微笑ほほえんで、再び、駆け出した。



　桜林に入る。

　四月の入学式の時、記念撮影に使われる場所だ。

　浦うら乃のは――？

　いた。

　桜木が疎まばらになった林の中央で、こっちを向いて立っていた。あの黒い紙袋を持って。

　オレとちとせ先せん輩ぱいは並んで浦乃に近づいていく。微び妙みような距離を残して立ち止まった。

　対たい峙じする二人。静寂に包まれた世界の中で、沈黙の時間だけがただ流れていた。

　湿った風が林の中を通り抜ける。浦乃の前髪が濃緑の桜葉のざわめきと同期するように揺れた。

「――あなたを追いかけてきたのは、あなたに訊ききたいことがあるから」

　ちとせ先輩が寂々たる世界の均衡を壊こわした。

「そう」

「知りたいのは、あなたが何者で、どうして私のことを調べようとしたかってことよ」

「守秘義務」

「なによ守秘義務って！」

「喋しやべってはいけないこと」

「知ってるわよ、そんなことっ！」

　やっぱり、聞いたところでそう簡単に教えてくれっこないよな。

「知りたければ姫ひめ宮みやちなつに訊く方が利口。彼女は私よりもきっと詳しい」

「その姉ピョンが教えてくれないから、困っているんでしょうっ！」

　ちとせ先輩は地じ団だん太だを踏む。

　姫宮ちなつは浦乃にちとせ先輩の調査を命じた人物を知っている……。

　どういうこった？　ちとせ先輩の“〝敵てき”〟の存在と関係あるんだよな？

「守秘義務って……。それで喋らないですむと思った大きな間違いよ。喋る気がないなら、無理やりでも話してもらうわ」

　ちとせ先輩が怖い目で浦乃を睨にらみつける。

　無理やりって、ちょっ、ちとせ先輩？

　浦乃は身じろぎもしない。

「私も知りたい」

「なにを？」

「あなたの中にいる本当の姫宮ちとせ」

　ゆっくりとちとせ先輩を指さした。

「今、そのスーツを脱ぬげば、私は何もせずに学校を去る」

「断ったら？」

「破壊して中身を確認する」

「う、浦乃!?」

　唸うなってしまう。ちとせ先輩が先輩なら、浦乃も浦乃だ……。破壊って！　本気かよ。

　ちとせ先輩が不敵に笑う。

「そんなことできるかしら。言っておくけど、私の体、結構丈夫にできているわよ」

「可能」

　静かだが自信に溢あふれた声。

　辺りにピリリって緊きん張ちようが走る。ちとせ先せん輩ぱいと浦うら乃のが殺気のようなものを発しているのだ。二人ともマジだ。

「ちょっ、ちょっ。ちとせ先輩も浦乃も」

　オレは二人の間に割って入った。

「二人ともなにそんなおっかない顔をしてるんですか！　無理やりとか破壊するとかそういう物騒なことを言わずに、もっと平和的に話し合いで解決案を探りましょうよ？」

「平和的な解決案なんてないわ。向こうは私の『中の人』の姿を知りたがっていて、私は姉ピョンや純すみ人と以外の人間に見せるつもりはない。私は浦乃さんから知りたい情報があるけど、浦乃さんは話す気がない。歩み寄る余地なんてないでしょう？」

「それはそうかもしれませんけど……。浦乃も！　なんとかならないのか？」

「ならない」

「せめてもうちょっとだけ考えてから返事してくれ！」

　知っている女の子同士が戦うというのは見たくないんだって。

「大だい丈じよう夫ぶよ、純人。生身の人間相手に、本気だしたりはしないから」

「それはそうかもしれませんけど」

「姉ピョンが言っていたでしょう。私には“〝敵てき”〟がいる。浦乃さんはその“〝敵”〟なの」

　ちとせ先輩の言葉に、オレはゴクリと生なま唾つばを飲む。

　そう。浦乃はちとせ先輩の敵なんだ。ショッピングモールでちとせ先輩を動けないようにしたり、オレを拉ら致ちしたりもした。本当に、やってることは洒落しやれですまないんだ。

　その浦乃が力ずくでちとせ先輩の秘ひ密みつを強引に知ろうとしているなら、戦うしかないのかもしれない。

　でも……。

　それでも、ちとせ先輩や浦乃が戦うのなんて見たくない。

「一つだけルールを作ってもいいですか？」

「ルール？　どんな？」

「一方がギブアップしたらその時点で戦うのを止やめること。負けを認めた方は勝った方の言うことを聞く、というのはどうですか？」

　どのくらい意味があるのか分からない。でも、降参の選択肢が明文化されてないと、本当にどっちかの体が壊こわれるまで戦うことになってしまいそうだ。

「構わないわ。どうせ私がギブアップすることなんてないんだから」

　ちとせ先輩が自信たっぷりに前髪をかき上げた。

　浦乃もコクリと頷うなずく。

　オレはもう一度、二人を交互に見て溜ため息いきをついた。

「分かりましたよ。今のルールを呑んでくれるんなら、オレはもう何も言いません」

　オレはちとせ先せん輩ぱいの後ろまで後退する。

　あとはもうできるだけ二人が傷つかずに戦闘が終わることを祈るしかない。

　ちとせ先輩と浦うら乃のが向かい合う。

　急に浦乃の雰囲気が変わった。

　空手とか柔道の経験ゼロのオレでも分かるぐらい高密度の緊きん張ちようがちとせ先輩へ発せられた。いつもの紙袋を両手で持っている時と外見は変わっていないのに、浦乃が浦乃じゃないみたいに見えた。戦いとかその方面に覚えがあるのは間違いない。

（ち、ちとせ先輩、大だい丈じよう夫ぶなのか!?）

　いくら『外の人スーツ』が頑がん丈じようでも、ちとせ先輩はそっち方面の覚えはなさそうだし。

　オレはちとせ先輩の背中とその向こうの浦乃の間で視線を行ったり来たりさせる。

　二人とも対たい峙じしたままピクリとも動かない。別段、何か構えをしているわけでもない。ただ直立している。

　なんだか全すべてが止まっているみたいだった。不定期に小川から流れる風だけが時の経過を感じさせる。自分の唾つばを飲みこむ音が妙に大きい……。



　キ――ン、コ――ン、カ――ン、コ――ン。



　間の抜けたような予鈴が校舎から聞こえた。

　刹せつ那な――。

　突如として時間の停滞が終わる。

　先に動いたのはちとせ先輩だった。

　浦乃との間合いを三歩でつめると、クルリとこっちを向いて足を蹴けり上げた。赤いプリーツスカートがフワリと浮き上がり、細くて長い足が空に綺き麗れいな弧を描く。

　浦乃が首を小さく後ろに引く。最小の動きで回し蹴りをやり過ごし、反撃しようと拳こぶしを振り上げた。

　そこに、弧を途中で止めたちとせ先輩の足の戻りが返ってくる。

　たまらず浦乃はバック転で後退して、ちとせ先輩と距離を置いた。

（すげっ）

　一瞬だけど、ものすごく高レベルな攻防。テレビの格闘技の試合でも、めったに見られないぐらいの。

　ちとせ先輩のことを心配しなくてもよかったみたいだった。本物の空手家みたいに綺麗な回し蹴りだったし。

　もともと『外の人スーツ』を着たちとせ先輩の身体能力は人間離れしている。体育だって大得意だ。ちょっと練習するだけで、そこそこの腕になるのだろう。

　今度は、浦乃が動いた。

　ちとせ先せん輩ぱいとの間合いをつめると、強く地面を踏みつける。

　震しん脚きやく。

　華きや奢しやな体からは想像できないくらい重い踏みこみ。周りの地面が小さく揺れた。

　体を大きく開き、紙袋を振りまわしてちとせ先輩の顔面に叩たたきつけようとする。

　受け流すか、避よけるか――。

　ちとせ先輩の判断がほんの少し遅れた。

　その迷いのために中途半端な横への回避へ繋つながる。反撃するには遅く、純粋な回避行動としては距離が近すぎる。

　浦うら乃のが紙袋を持つ利き腕を拳こぶしに切り替え、四肢と共にスイングさせた。

　遠心力のついた拳がちとせ先輩のガードの上から襲う。

　メキメキって強烈な音が上がった。

　ちとせ先輩の体がわずかに動いたのみ。

　だが――。

　もう一度バックステップで距離をとった浦乃の右手が、変な方向に折れ曲がっていた。

「降参する？」

　ちとせ先輩が構えた腕を下ろした。

　浦乃は小さく首を振ると、左手でぶら下がった右腕を掴つかんだ。ゴキッていやな音を上げて関節を入れなおす。



    

  
    
      



    

  
    
      　ワァ……。あれ、絶対痛いぞ。

「浦うら乃の！　降参した方がいいって！」

　やはり、生身の人間じゃちとせ先せん輩ぱいに傷一つつけることはできそうにない。このまま続けても、ちとせ先輩のワンサイドゲームになるだけだ。

　浦乃はもう一度首を振る。降参する気はないということか。

　浦乃だって今の攻防で不利だってことは分かっているはず。なのに戦いを止めようとしないのは、ちとせ先輩の正体を知る使命のためなのか？

　それとも、まだ何か狙ねらいがあるのか？

　ビュンって。

　いきなり目の前を風が吹き抜けた。

　瞬しゆん間かん移動でもしたかと思ったぐらいの速さで、浦乃がちとせ先輩に接近していた。

　反応の遅れたちとせ先輩の腰こしにタックル気味に片方の手で組みつく。

　ちとせ先輩が膝ひざと肘ひじを浦乃の頭部に入れる。が、浦乃は腰に回した手を離さない。

（どうする気だ？）

　オレがそう思った直後――。

　もう片方の手で紙袋が振り上げられた。開口部から空中に中のものが飛び出す。

　図書館で見た沢山の金属製のガラクタが空中に浮き上がり、そして落下を始める。

　筆箱のような形の金属箱を浦乃が素早く手に取った。

　ちとせ先輩の背中に手を伸ばす。箱が吸いつくみたいに背中にくっついた。

　他ほかの落下物がリバース画像のように紙袋へ収まるのと同時に、浦乃は袋を回収してバックステップでちとせ先輩から距離をとる。

　その直後――。

　閃せん光こうと衝撃音がして、ちとせ先輩の体が吹っ飛んだ。

　数メートル飛んで近くの桜に激げき突とつする。そのまま地面に崩れ落ちた。

「爆破かよっ！」

　そんなものまで、あの紙袋の中に入っているなんて。

　ちとせ先輩が桜の幹に手を当てて立ち上がる。

「ちとせ先輩！」

「来ちゃ駄目」

　ちとせ先輩が苦しげな声を出す。

「まだギブアップを言っていないわ。戦いは続いているのよ」

　オレは足を止めてしまう。言葉に迫力があった。

（ちとせ先輩……）

　先輩の体からバチバチッて火花が飛ぶ音が聞こえる。スーツが深刻なダメージを受けているのは間違いない。木を支えにして、やっと立っていられる感じだ。

「降参する？」

　先せん輩ぱいの前に浦うら乃のが立ち塞ふさがる。

　ちとせ先輩はキッと浦乃を見返して首を振る。しかし、その顔にさっきまでの力強さは見られない。

「なら破壊して『中の人』を確認する」

　浦乃がちとせ先輩の首を掴つかんで桜に押しつけて圧迫しながら、腰こしの部分に紙袋を何度も叩たたきつけた。

　重い金属と金属が衝突する音。

　ちとせ先輩の顔が苦く悶もんで歪ゆがむ。

「やめろ、って浦乃！　お前の勝ちだ」

「やめない。姫ひめ宮みやちとせが降参するまで続ける」

　迷いのない声。本気でちとせ先輩の『外の人スーツ』を破壊しようとしている。

「ちとせ先輩！　ギブアップを言ってください。もう戦えないでしょう？」

「いやよ。私は負けず嫌ぎらいなの」

「そんなこと言ってる場合ですか！」

　破壊されて無理やり見られるぐらいだったら、自分から出ていった方がまだましだ。ちとせ先輩が壊こわされるところなんて見たくない。

（いっそオレがリセットボタンを押して……）

　ミシミシッ。

　ちとせ先輩の腰から軋きしむような音が上がる。

　もう我慢できないっ！

　オレは二人に向かって走った。

　浦乃の紙袋を持つ腕を掴む。

「もう、やめろって」

「駄目」

「浦乃！」

　大きな声を上げると、浦乃がキッとこちらを向いた。

　前髪の向こうの瞳ひとみが冷たく光っていた。

「邪魔をするなら排除する」

　寒気がするぐらい冷たい声だった。

「やれるものならやってみやがれ！」

　浦乃がちとせ先輩の首を押さえていた手を離す。

　ちとせ先輩が地面に手をついてゴホンゴホンと咳せきこんだ。

　安心した。スーツが壊れてはいないみたいだ。

　浦乃がこっちを向く。さっきちとせ先輩に発していた怖いオーラのようなものをオレに飛ばしてきた。

「えっ？　本気……だったりする？」

　思わず自分を指さしてしまうオレ。

　浦うら乃ののプレッシャーに足がガクガク震ふるえる。

　我ながら十秒前までの勢いはどうしちまったんだ。まあ、自慢じゃないが喧けん嘩かは得意じゃない。あの紙袋で殴られたら一発で気絶する自信アリだが。

　浦乃が紙袋を振り上げた。

（来るか!?）

　オレは腕を上げて一応、ガードの格好をした。

　ほぼ同時――。

　空気を裂くような音が遠くから接近した。

　バックステップで浦乃が後ろに下がる。

　浦乃がいた場所を、拳こぶしの形をした赤いグローブとそれに繋つながった太い鎖が通過する。

（ロ、ロケットパンチ!?）

　そのまま赤いグローブが桜の幹に激げき突とつする。地面に伝わるほど大きな振動が発生し、大量の緑葉が辺りに散った。見た目とは裏腹に、かなり強力だ。

　グローブと鎖が飛んできたのとほぼ同スピードで戻っていく。

「な、なんだ!?」

　鎖の出元を辿たどる。

　桜の陰から長身の白衣の女性が現れた。長い黒髪を翻ひるがえしながら顔には紅い眼鏡めがね。左手に恐らく、今飛んできたと思われるグローブが装着されている。

「ちっ。はずしたか！」

　悔くやしそうにというよりは、どこか嬉うれしそうだった。

「ち、ちなつっ！」

　オレは上ずった声を上げる。

「ちなつ、あんたも『外の人スーツ』だったのかよ！」

「違うっ！」

　ちなつは答えながら浦乃へ向かって駆け出す……、いや、駆けるというよりは、地上をホバーリングしながら飛んでいる感じだ。

　さっきの浦乃を超える速度で間合いをつめ、グローブで浦乃を殴りつける。

　浦乃が紙袋を両手で持ってガードする。

　重い音がして、浦乃の体がふっとんだ。

　数メートルぐらい飛んで地面に叩たたきつけられる。すごい。ちとせ先せん輩ぱい以上のパワーだ。

「私はただのサイボーグだ!!」

　ちなつは誇らしげに長い黒髪をかき上げた。

　なんだよ、ただのサイボーグって！

　浦乃が立ち上がる。

　ちなつに勝るとも劣らない速度で接近する。紙袋を大きくスイングして、ちなつの頭部を殴りつける。

　ガツ――ンっていい音が上がる。もろにヒットした。

「何かやったか？」

　悪魔のような低い声と一緒に、ちなつはハエでも追うように紙袋を払いのけた。

　あんたの体、何でできているんだよ。普通なら脳のう震しん盪とうものだろ？

　慌あわてて距離を置こうとした浦うら乃のへちなつの左手のグローブが伸びる。浦乃の首を掴つかみ、そのまま空中に持ち上げた。

　浦乃が蹴けりをちなつの頭に入れて抵抗しようとする。

「煩うるさいな」

　ちとせのグローブが煌きらめいた。雷のような透明な光だ。

　浦乃が小さく悲ひ鳴めいを上げてもんどりを打った。だらんと腕と足が垂れ下がり、抵抗が止まる。

「ちょっ、何したんだ!?」

「大したことじゃない。ちょっと高電圧をかけただけだ」

「ちょっと高電圧って……、浦乃は大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「大丈夫、気絶しているだけだ」

「本当なんだろうな？」

　吊つるされた浦乃を見上げる。薄紫色になった口が半開きになって、体は震ふるえていた。

「もう離してもいいんじゃないか？」

「参ったを言うまでは終わらないはずだが？」

　ちなつ……。一体、いつから見てたんだ？

「それはもともとちとせ先せん輩ぱいと浦乃がタイマンで勝負するためのルールだって！」

　あんたのようなとんでもないジョーカーが出てくるなんてことは、想定外だっつーの。まあそれを言うなら、オレもちとせ先輩を庇ったりして不公平だったわけだが。

　ちなつがフンと鼻はなを鳴らした。

「少年が作ったルールはともかく、この娘は私の大切なちとせを破壊しようとした。それだけは絶対に許すことはできない」

「許せないってどうするつもりだよ！」

「このまま研究所に連れて帰って改造だ！」

「またか。あんたの頭は人を改造することしか考えてないのかよ！」

「そうだが？」

　ルージュの唇くちびるを緩ゆるませてニヤリと笑う姿は、どう見てもマッドサイエンティストの体ていだ。

「姉ピョン！」

　凛りんとした声が響き渡る。

　いつの間にか、ちとせ先輩が立ち上がっていた。足を引きずりながらちなつに近づく。

「浦乃さんを放して」

「二度も私に助けられて、言うことはそれだけかちとせ？」

　ちなつが険しい顔をする。

「心配をかけてすみません。でも、浦うら乃のさんは離してください。私たちは彼女に訊ききたいことがあるの」

　ちなつに負けないぐらい真しん剣けんな目で見返した。

　顎あごに手を当てて、ちなつは目を細める。

　浦乃に訊きたいこと……。それはちとせ先せん輩ぱいの“〝敵てき”〟について。

　認めるかな、ちなつは。ちとせ先輩がそれに触れることを。

　ややあって、

「分かった……。ただし、次、この娘が少しでも変なことをしようとしたら、すぐに改造だからな」

　浦乃はゆっくりと地面に下ろされた。

　二、三度咳せきこむと、消えてしまいそうなぐらい小さな声で言った。

「……ギブアップ」





　再び静寂に包まれた林の中。

　時折、隣の小川から吹きこむ風で桜木がカサカサと揺れていた。一日で一番暑い時間だというのに、陰になった場所はそこまで温度が上がらない。こんなところにいると、今年の残暑は大したことないんじゃないかって気がしてくる。

　さっきと同じ場所に、オレ、ちとせ先輩、浦乃、そしてちなつはいた。

　地面に体育座りして息を整える浦乃。それをオレとちとせ先輩が見つめ、ちなつは少しだけ離れた場所で桜木に体を預けて立っている。

　無言の時間――。

　オレとちとせ先輩は、浦乃が話し出すのを待っていた。

「私がどうなるか教えて」

　長い沈黙の後、浦乃が最初に口にした言葉はそれだった。

「どうもならないと思うわ。警察に突き出せるわけもないし。そうよね、姉ピョン？」

　ちなつは肩をすくませるだけ。

「虜とりこになったのだから、話すことは拒まない。でも、さっきも言ったように……」

「姉ピョンの方が、浦乃さんより詳しいんでしょう？　それでもいいわ」

　ちとせ先輩はちなつの方をチラチラ見るが、当の本人は表情一つ変えない。惚ほうけてるのだとしたら大した演技派だな。たぶんちとせ先輩よりは役者が上だ。

「分かった。話す」

　浦乃は目を閉じてしばらく黙りこんだ後、ゆっくりと話し始めた。

「私は“〝ファーザー”〟の導きにより転校してきた――」

　ファーザー？　……といっても、親父おやじのじゃなく、神父フアーザーのことらしい。

　名前はダウリング――。

　思わず、外国人かよ、と心の中でつっこんだ。そんなワールドワイドな話になるのかって。

　でもって、浦うら乃のは、京きよう都とは山やま科しなにあるそのファーザーが運営している教会付属の孤児院からクレマチス高校に送りこまれてきたんだそうだ。

　エヽーヽジヽェヽンヽトヽとして。

　マジか？　と思うよな。この平和ボケとか呼ばれて久しい二十一世紀の日本で、エージェントだぞ。それも高校生の女の子の！　そんなのは漫画かアニメの話だけにしてくれ。

　浦乃の説明は続いた。

　どうもその孤児院のある教会は“〝檀だん家か”〟と呼ばれる依頼人からちょっと人様には話せないような仕事の依頼を引き受けているらしい。……と、ますます話はアレっぽくなっているわけだが、とにかくそういう事情だ。

　で、ちとせ先せん輩ぱいの身辺調査の依頼があり、丁度、同じ年代の浦乃に調査員として白羽の矢が立った、というわけだ。

「私を調べるように依頼してきたのが誰だれか、分かる？」

「私たちは“〝ファーザー”〟から導かれるだけ。それ以上のことは教えられない」

　そんなもんだよなあ。

　その時ふと思ったのは、ちなつの奴がそこまで予想していて、ちとせ先輩に浦乃へ質問することを認めたんじゃないかってことだ。

「その依頼者のことで、なんでもいいから情報はないかしら？」

「なにも……。ただ、この仕事の依頼者は、“〝ファーザー”〟にとって大事な資金協力者エンジエルみたいだった」

「他ほかには？」

　浦乃は首を振った。

　ちとせ先輩がお手上げって感じに手を上げた。

「だったら、私から浦乃さんに聞くことはもうないわ。姉ピョンはなんかある？」

　今まで黙っていたちなつが、ジロリと目を動かした。

「一つだけ。どうして大人おとなしく話す気になった？」

「身に危険が迫った時、教会のことを話すことをファーザーより許されている」

「なるほどな」

　ちなつはうっすらと皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「純すみ人とは？　何か他に聞きたいことはないの？」

「えっと、オレっすか？」

　オレはちとせ先輩とセットだと思っていたから、振られるとは思ってなかった。

　浦乃がこっちを向く。オレは思わず鼻はなの先を掻かいてしまった。

「ちとせ先せん輩ぱいと直接関係なくてもいいですかね？」

「別にいいんじゃない？」

　そう答えつつ、ちょっとちとせ先輩は不満そうだが、オレは気がつかないふりをした。

「ああ、浦うら乃のって……前、学校に通ってはいなかったんだな？」

「学校に通うのは今回が初めて。ミッション以外で教会から出たことないから……ゴメン。星ほし野のくんには嘘うそついてた」

　そうだよな。そうじゃなきゃ、あんな風にはならないもんな。

「だから……今回の仕事は楽しみだった」

　小さな声で付け加える。たぶん、それは嘘じゃないんだろう。

「これからどうするつもりなんだ？」

「撤退する。教会に戻ってファーザーにミッションの失敗とミッションの対象に情報を提供したことを報告する」

「そうか……」

　オレは唇くちびるを噛かむ。でも、そうだよな。他ほかに選択肢なんて、あるはずがない。

「聞きたいことは、もうないです」

「じゃあ、浦乃さん、終わりよ。もう私たちがあなたを拘こう束そくする理由はない。教会に戻るのだったらそれでも構わないわ」

「分かった……」

「私は不満だがな」

　まだちなつは言っている。でも無理やりでもどうこうする気もないらしい。

　浦乃はちとせ先輩に差し出された紙袋を受け取ると、オレの前に立った。

「……これとこれ」

　紙袋の中からオレの携帯電話と鍵を渡してくれた。鍵の方はあれだ。前衛的なブレスレットみたいに、未いまだオレの腕にはまっている手錠の鍵。

「ウソをついててゴメン」

　ペコリと頭を下げる。

「もうそれはいいよ。浦乃には浦乃の事情があるだろうし」

　おべんちゃらじゃなくて、心の底からそう思えた。浦乃にオレは騙だまされていたわけだが、今はそれほど酷ひどい嘘だったとも思えない。

「買い物、楽しかったし。その……浦乃に告白されて、結構ドキドキしたし」

　浦乃がほんのりと顔を赤らめた。ちとせ先輩が不満そうに口を尖とがらせていた。

「私は星野くんにウソをついていたけど……。でも、さっきも言ったけれど、全部がウソだったわけじゃないから」

「おう、信じてるぜ……」

　頷うなずく。

　平凡だが、もっと違う形で浦乃に会いたかったなと、思った。

「じゃあ……サヨナラ」

　紙袋を持つ。踵きびすを返そうとするが、すぐにやめてもう一度こっちを向く。

　ギュッて首に手を回して抱きしめられる。

　オレも軽く肩を抱く。ちょっぴりちとせ先せん輩ぱいの視線が怖かったが、これぐらいなら。

　浦うら乃のは絡ませた手を離すと、今度こそ回れ右した。

　走り出そうとする。

　その刹せつ那な――。オレの脳裏を予感のようなものが走りぬけた。

（もう浦乃とは二度と会えない……）

　それでいいのか？

　本当に？

「ちょっと待った！」

　気がつくと叫んでいた。

　ちとせ先輩も浦乃もちなつも、みんながオレを振り返った。

「どうして浦乃がここを出ていかなきゃいけないんだっけ？」

　浦乃は意表をつかれたように口を小さく開ける。

「正体を明かした私には、もうミッションを遂すい行こうする能力がないから」

「ミッションも果たさず戻って本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　浦乃は何もされないの？」

「さあ。何か罰を受けるかもしれない」

「罰……」

　まさか、殺されるなんてことはないだろうが　二度と浦乃には会えないんじゃないか？

「浦乃……ちとせ先輩の正体の調査期間って、元々どのくらいだったんだ？」

「六ヶ月。遅くても今年のノエルまで」

「なんだ！　だったら、まだまだ時間があるじゃないか。まだ、調査を諦あきらめるのは早いんじゃない？」

「純すみ人と！　なにを言ってるの!?」

　ちとせ先輩が驚おどろいたように声を張り上げた。浦乃も首を傾かしげる。

「どういうこと？」

「罰を受けることが分かっているのに帰ることはないよ。それだったら、まだ、調査中って時間を先延ばしにすればいい。ただしそれには条件があるけれど」

　人差し指を立てる。

「浦乃が学校にいる間は、ちとせ先輩への調査はしないこと。……たぶんそれまでにちとせ先輩は『外の人スーツ』を脱ぬぐから。それからなら、いくらでも報告してもいい」

「スーツを脱ぐ？」

　浦乃が驚いたようにちとせ先輩を見る。

　ちとせ先輩はオレの意図に気がついたように頷うなずくと、それから両手をパッと広げた。

「そうみたいね」

「もし、条件を呑んだら、みんなうまくいくと思うんだ。浦うら乃のは期限内に任務を終えることができる。ちとせ先せん輩ぱいだったら、浦乃がいる間は新たに調査する人が来ることはないだろうから、安心できるし……。どうでしょう、ちとせ先輩？」

「私は……」

　ちとせ先輩はちょっと焦った顔になる。

「私は、……調査のために好きでもないのに、純すみ人とに近づいたり誘拐したりしないのなら、別に構わないけど」

　プイと横を向いてしまった。

「私は不満だ！」

　ちなつがまたブツブツ言ってるが、この際、無視だ。

「浦乃はどうかな？　この条件を呑んでくれる？」

「私は……」

　浦乃は考えこむように俯うつむいた。

「考えさせてほしい。色々あって頭の考えがまとまらないから。もう少し時間がいる」

　オレは答える代わりにちとせ先輩を見た。最終的に決めるのは当人じゃないかと。

「いいわ」

「近日中にどちらにしても返事をするから」

「もし来ることになっても拒んだりはしないから。あなたもせっかく転校してきたのに、たった三ヶ月でまた転校なんてちょっと残念でしょう」

　浦乃はもう一度、コクリと頷うなずくと翻ひるがえった。

　紐ひもの切れた紙袋を大事そうに抱えて、桜の林の中を走り去っていく。

　浦乃の姿が消えると、オレはちとせ先輩に向かって頭を下げた。

「すみません、勝手にあんなこと言ったりして」

「別に――、謝あやまることはないわ。私だって別に彼女に恨みなんてないもの。『中の人』をみんなに晒さらしたりするのは絶対に嫌いやだけど、誰だれかに調べられて、誰かに報告されるのは困らないし。……姉ピョンは違うかもしれないけど」

　ちとせ先輩は含みのある目でちなつを見る。

　まだ、ちとせ先輩もオレも、『外の人スーツ』を脱ぬいじゃいけない理由を知らない。

『外の人スーツ』を脱いだらどうしてちとせ先輩が不幸になるのか。そもそも、“〝敵てき”〟ってなんなのか？　それをたぶんちなつは知っている。

　ちなつは白衣を翻して踵きびすを返した。

「前にも言った。お前たちが始めたことだから、最後までお前たちで責任をとれ」

　いつもの突き放すような言い方。

　だが、今ならオレも分かる。ちなつは、『外の人スーツ』を脱ぐことで起こる問題からちとせ先輩を守ろうとしているんだ。だから、学校に教師としてやってきたのだと……。

「ねえ、純人……」

　去っていくちなつの背中を見つめながら、ちとせ先せん輩ぱいがポツリと言った。

「なんですか？」

「私、本当に『外の人スーツ』を脱ぬいで、いいのかな？」

「!?」

　ハッとちとせ先輩を見た。

「それは……、その」

「姉ピョンがどうして私がスーツを脱ぐのを嫌いやがるのか、よく分かってなかった。たぶん、それって私に敵てきがいるからだと思う。姉ピョンは、私がスーツを脱いだら、何か具体的によくないことがあることを知っているから、止めようとしていたんじゃないかしら」

『外の人スーツ』を脱いだら不幸になる……。ちなつの言葉が頭の中で響いた。

「……もし、本当にそうなら、ちとせ先輩、『外の人スーツ』を脱ぐのを止めますか？」

「ううん。私は別にいいのよ。スーツを脱ぐことの覚悟はできているの。でも、今回みたいに純すみ人とを巻きこむようなことになるのなら、私……」

　ちとせ先輩は不安そうな顔でオレを見る。赤い色の瞳ひとみの中で小さな光が揺れていた。

　浦うら乃のに見せられたメールを思い出した。

　――純人は無事なの？

　ちとせ先輩は誘拐されたオレのことをマジで心配していた。だからこんなことを言ってるんだ。

「それは違うっすよ」

　オレは首を振った。

「オレはちとせ先輩と一緒に、『外の人スーツ』を脱げるように頑張ろうって決めたんだから。もし、スーツを脱ぐことでちとせ先輩に不幸が訪れるなら、一緒に乗り越えるのが筋すじってもんですよ」

「でも……」

「二人なら大だい丈じよう夫ぶ――」

「えっ？」

「前に言っていませんでしたっけ？」

　ちとせ先輩の顔がカッと赤くなる。

　そういえばあの時、ちとせ先輩は『中の人』の姿だったかな。

　ちとせ先輩は火ほ照てった顔を隠かくすみたいに横を向いた。

「そ、そうね。『外の人スーツ』から出てくるのを手伝うって約束したのだから、それに伴う問題もこみで解決するのが当然よね。たしかにそうだわ」

　オレはこっそり笑った。でも、こっちの方がちとせ先輩（外）っぽい。

　予鈴が校舎から聞こえてきた。

　さっき鳴ったばかりの気がするんだが、もう一時間経過したみたいだ。

「ちとせ先輩……。そろそろ戻りますか？」

「そうね。そうしましょう」

　いくら混乱していたといっても、さすがに講堂での一いつ斉せい集しゆう合ごうは終わって解散しているだろう。それでも一部の生徒ととりわけ先生たちは、あの時の説明をさせようとオレやちとせ先せん輩ぱいを捜しているはずだ。

「今回はどういう言い訳でいくか、今のうちに決めておきません？」

　林の中を歩きながら、オレは横のちとせ先輩の方を見る。

「あら、私は大だい丈じよう夫ぶよ。だって生徒会長だから」

「いやあ、講堂の舞台であんなことをやったんだから。今回ばかりはちとせ先輩も色々言われると思いますよ」

「大丈夫、大丈夫。全部、純すみ人とのせいにしておくわ」

「それはたぶん、通用しません」

　言い訳のことはともかく、二学期のことを考えると頭が痛い。ああ言った以上、ちとせ先輩はマジでオレを生徒会長の後任に指名するはずだ。

「そういえば……」

　ちとせ先輩が急にそわそわした様子になった。

「途中経過を訊きかなかったのだけど、その……浦うら乃のさんとの……どうなっていたの？」

「は？」

「だから！　浦乃さんとの交際のお試し期間はどうなっていたのか聞いているのっ！」

　眉まゆ根ねをキュって尖とがらせて、顔を近づけてきた。

「どうにもなってないですよ。だって、ほとんど時間がなかったわけだし。一度、一緒に買い物に行ったぐらいです」

「そ、そう。じゃあ、仮に浦乃さんが二学期からもクレマチス高校に通うようになったとして、お試し期間はどうなるのかしら？」

「さすがに解消じゃないですか。あの告白自体が無効になっちゃったわけですから」

「でも……、もし、あの子が私の調査は関係なく、本気で純人に告白していたとしたら……、本当のところどうなる感じだったの？　要するに……付き合いそうだった？」

「お試し期間が、あまりに短すぎてちょっとよく分からないっす」

「だから！　仮定とか予定の話だって言ってるでしょっ!?」

　大きな声にオレが目を丸くすると、ちとせ先輩は顔を赤らめて慌あわてたように口を押さえた。

「予定……ですかあ」

　顎あごに手を当てて考えた。

「たぶん、浦乃と付き合うことはなかったと思います」

　ちとせ先輩はちょっとホッとした顔になった。

「……だってＤＮＡが」

「ＤＮＡ？」

　ちとせ先せん輩ぱいがキョトンとした顔になる。

「ＤＮＡと今の話がどういう関係があるの？」

「ええっと……それは」

　あんな例え話、話せっこないし。

　なんて説明に困っていると、二度目の予鈴が鳴った。

「あっ！　急ぎましょう。いまなら五分遅れでホームルームに出られますよ」

　オレは駆け出した。もしかしたらホームルームの前に、説教をもらうことになるかもしれないけど。

「ちょっと！　ＤＮＡってどういうことなのよ!?」

　後ろから飛んでくるちとせ先輩の焦りの声に口元が緩ゆるむ。適当に誤ご魔ま化かすにしてもしばらく説明しないでいようかなって、意地の悪い発想が浮かぶ。

「純すみ人と！　待ちなさい！　話さないと本当に怒るわよ」

「そんな大したことじゃありませんよ」

　なんて答えつつ、オレは駆ける足を止めない。

　林の横を流れる小川から流れてくる涼しい風が、火ほ照てった体に心地よかった。

　そろそろ夏も終わりなのかもしれない。



    

  
    
      　

エピローグ





　結論から言うと講堂での一件に関して周囲の反応は想像よりも冷静だった。

　夏休みの最後を盛り上げるためのパフォーマンスです、とちとせ先せん輩ぱいが説明したら、みんな納なつ得とくしてくれた。というより、納得したがっている風だったな。

　問題はオレをちとせ先輩の後任に指名したことの方。こちらもパフォーマンスの一環なのかという疑問を、先生たちはもちろん他ほかの連中もはっきりとは口にしなかった。たぶん、真実を知るのが怖かったのかもしれない。

　でも怖かろうがなんだろうが、ちとせ先輩はオレを指名する気バリバリで、二学期になれば嫌いやでも現実を直視することになるだろう。……というか、一番直視しないといけないのは、オレだけどな。

　一方、結ゆ衣いの反応だがこれも意外に冷静だった。たぶん、着替えを覗のぞかれたり、転校生がいきなりオレに告白したり、刺激的な事件が続けて起きていたから、驚おどろく感覚が麻ま痺ひしていたのかもしれない。浦うら乃のの告白でうやむやになっていた盆踊り大会の話も、電話でもう一度誘さそったら承諾してくれた。

　ただ少しだけ、思いつめたような声だったのが心配だった。

　そして、浦乃だ。

　あれっきり音おと沙さ汰たがない。

　携帯電話に連絡とかマンションまで行くことを考えたりもしたが、やっぱり止やめた。近日中に返事をしてくれるって言っていたからそれを信じたかった。

　ちなつはとっくに“〝向こう”〟へ戻っただろう、と言っていた。もしかしたら本人の意思に関係なく、連れて帰らされたかもしれない。

　もしそうだったら、浦乃はやっぱり罰を受けているのだろうか？

　そうなると、あの白いキャミソールも一緒に捨てられるかな……。

　そんなことが気になる夏休みの最後の週だった。





　門をくぐると、拡声器から流れる太たい鼓こと三しや味み線せんの軽快な音頭が聞こえてきた。薄うす暗くら闇やみに包まれたクレマチス高校が裸電球の照明で橙だいだい色にライトアップされている。

「結構、人、集まるんだなあ」

　門から会場のグラウンドまでの道ですら活気が満ちていた。

「クレマチス高校大納涼盆踊り大会」

　巨大フォントの楷かい書しよ体が躍る看板。小さな鉛筆の文字で（盆は終わってるけど）って付け加えた奴、出てこい。

　その看板の近くでオレがキョロキョロしていると、肩を叩たたかれた。

　振り向いた頬ほおに、グサッて人差し指が突き刺さる。

「星ほし野のくん、遅ち刻こくだよ」

　結ゆ衣いだった。

「あっ」

　浴衣姿に声を上げてしまう。白地に青のラインと金魚の柄が入ったもの。金魚に合わせて赤い鼻緒の下駄がセットだった。不覚にも見とれた。

「どうしたの？」

　いつまでも馬ば鹿かみたいに口を小さく開けていると、結衣は不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「いや、その……浴衣だなあと思って」

「うん。盆踊りに行くってボクが言ったらママが買ってくれた。もう、シーズンオフだからあんまり柄を選べなくて……。どうかな？」

　両方の袖そでを上げてクルリと回ってみせる。

　眩まぶしい。小柄な結衣に浴衣がよく似合ってる。

「い、いいんじゃないかな。似合ってる。……可愛かわいいと思うよ」

　結衣は顔を赤くして照れると、小さく「ありがとう」って言った。

「あ、そうそう」

　オレはポンと手を叩たたいた。ちょっとわざとらしかったかもしれない。

「ちとせ先せん輩ぱいはまだ運営側の仕事があるから一緒に回れないって。露店のチケットだけくれた」

「そうなんだ」

　生徒会公認の無料チケットを見せると、結衣は意外そうに頷うなずいた。

「じゃあ生徒会長抜きで、屋台を見て回ってもいいってこと？」

「いいんじゃない？」

「っじゃ、そうしようか」

　真ん中にやぐらが組まれた大グラウンドの周りに並んだ屋台を見て回る。

　金魚すくい、綿菓子、風船釣り……。

　オレも結衣もちょっと離れた場所から眺めるだけ。高校生になると、いまいち屋台って感じじゃないんだよな。

「ねえ、星野くん……」

　ポツリと結衣は言った。

「小さい時、一緒にお祭りとか盆踊りとか来たことあるよね」

「あるというか、四年ぐらいまでは祭りは必ず一緒に行ってたんじゃないか？」

「そうだよね」

　小さく溜ため息いきをついた。

「どうして行かなくなっちゃったのかな」

「中学、変わっちゃったしな」

「それは……あるよね……」

　結ゆ衣いの声のトーンが落ちる。

　やっぱり……。電話の時もこんなかんじで、どこか元気がなかった。

「でも、また一緒の高校になれたんだから、今年からは毎年行けるんじゃね？　お祭りぐらい」

「そだね」

　結衣はこっちを向いて微笑ほほえんだ。

　でも、やっぱりどこか寂しそうだな。

「ええっと、そういや、結衣の今年の夏休みはどうだった？」

　オレはやや強引な感じで話題を振った。沈黙の時間が一瞬でもできるのが嫌いやだった。もうちょっと他ほかに何かあるだろ、って内心自分につっこむ。

「……なんだか不ふ思し議ぎな夏休みだったような気がする」

　結衣は顎あごに手を当てて真しん剣けんに考える仕し草ぐさをする。

「不思議かあ」

「そう、不思議。前半は部活するだけだったし、お盆はその疲れを癒いやすだけで、そこまでは去年までと同じだったんだけど……。後半の最後にいろんなことが集中して起きて、それにボクの頭がついていってない感じ」

　結衣は押さえた頭をフリフリと振った。

「ああ、それはオレも同じかも……」

　図書室で浦うら乃のの手伝いを始めたぐらいから、オレの周りでいろんなことがありすぎた。結衣はそれに巻きこまれた感じかもしれない。

「だけど、ボク、不思議だったし、混乱もしたけど、今年の夏休み楽しかったよ」

　結衣がニッコリと微笑んだ。

　その顔は何か吹っ切れたみたいに清すが清すがしくて、可愛かわいくて、ドキドキしてしまった。

「ほんとに？」

「うん。色々あったお陰かげで、そろそろ覚悟を決めなきゃいけないって分かったかも」

　両手に拳こぶしをつくって小さくファイトのポーズをつくる。

「覚悟？？」

「うん」

　頷うなずくと結衣は立ち止まる。

　つられて止まったオレの方を見る。

　大きく見開かれた瞳ひとみの中で、屋台の灯あかりがユラユラと揺れていた。

「結衣？」

　オレが首を傾かしげると、意を決したみたいに息を呑みこんだ。

　ピンク色の唇くちびるがゆっくりと開く。

「ボクは……」

　ピピピピピピピピ。

　オレのだ。

「ご、ごめん」

「いいよ、出て」

　気まずい思いをしながら、ジーパンの後ろポケットから携帯電話を出した。ディスプレイを確認する。

「あっ」

　そろそろ時間みたいだった。

「ごめん……。ええっと、ちょっといかなきゃいけないんだ。すぐに帰ってくるから、この辺で待っててくれないかな？」

「うん、いいよ」

　結ゆ衣いはあっさりと頷うなずいた。

「本当にすぐだから。たぶん……」

「分かった。じゃあ、金魚すくいでもしていようかな」

「了解。じゃあ、マジ速効で帰ってくるから」

　オレは回れ右をして走り出す。

（結衣、悪いっ）

　グラウンドからメイン校舎の方へ移動しながら、オレは胸の中で謝あやまった。



    

  
    
      



    

  
    
      　さっき、結ゆ衣いはなにかオレに伝えようとしていたよな。それがなにか分からないが、きっと大切なことには違いない。

　いきなり呼び出されたことを何も聞こうとしなかったのは、たぶん元気がないことと関係があるんだと思う。

　でも今回ばかりは仕方がない。こっちはこっちで断れない複雑な事情ってものがある。

　喧けん騒そうや灯あかりから逃げるようにオレは校舎裏へ向かった。

　校舎の角を曲がるとそこはグラウンドの賑にぎやかさとは無縁の闇の世界。月明かりと窓から漏れる校舎内の非常灯だけが光源だ。

　音頭に代わって、気の早いマツムシの鳴き声が聞こえた。

　キョロキョロと辺りを見ながら恐きよう々きようと闇の中を歩く。

「ち、ちとせ先せん輩ぱい？」

　暗くら闇やみに向かって囁ささやいた。少し声が震ふるえていたかもしれない。

　いきなり背後で物音がして、

「ワアッ!!」

「うおおおつ！」

　ピョンッと。たぶん十センチぐらいジャンプした後、腰こし砕けになって地面に尻しり餅もちをついてしまった。

「もう、情けないんだから」

　地面に座ったまま振り返ると、呆あきれ顔のちとせ先輩が立っていた。いつも通りの制服姿。一応、生徒会の仕事で来ているからだろう。

「性格悪いですよ……ちとせ先輩」

　軽く睨にらみながら立ち上がる。

「ちゃんと来たわね。約束通り」

　満足そうに微笑ほほえむちとせ先輩の顔を青白い光が照らしていた。

　直接光以外でちとせ先輩（外）を見るのはたぶん初めてで、幻想的に見えるくらい綺き麗れいだった。

「そりゃあもう。これが条件でしたから」

「よろしい」

　結衣を盆踊りに誘さそうために、ちとせ先輩は条件を出した。それは、片づけの手伝いの前に二人っきりで会う時間をつくるというもの。人ひと気けのない場所で、という条件付き。

「でも、どうしてわざわざこんなところなんですか？」

「えっと、それはね」

　ちとせ先輩はなんだかそわそわしている。

「ん？　それは？」

「え―――い、とにかくこれを見なさいっ！」

　シュ――って、お馴な染じみになった音がして、ちとせ先輩の『外の人スーツ』の上半身が後ろに傾き始める。

　そして中からちとせ先せん輩ぱいの『中の人』が現れる……。

　いや、ただのちとせ先輩（中）じゃなかった。

　浴衣姿だった。

　黄色地に鴇とき色いろの朝顔の柄。

　ちとせ先輩は目を瞑つむっていつもの呪じゆ文もんを唱となえると、パチッて目を開いた。

「ど、どうですう？」

『外の人スーツ』の中に入ったまま、不安そうな顔で両手を広げてみせた。

「いやその、どうって言われても……。か、可愛かわいいですよ」

　お世辞じゃなくて、本当に。

　結ゆ衣いも可愛かったけどちとせ先輩（中）だって。

　ちとせ先輩はニッコリと笑う。

「誰だれかに見せたかったんですう。『外の人スーツ』の上から着たことは何度もあるですけど、こっちの姿じゃ一度もないですから。部屋の中で着ても仕方がないですしい」

「それ、いつ買ったんですか？」

「トレーニングで純すみ人との顔が見られるようになってからすぐですう」

　そうか。

　だから盆踊りに結衣も一緒に行くと言ったら、それじゃ意味がないって言ったわけだ。ちとせ先輩が浴衣を見せられるのは今のところちなつとオレだけだから。

「ちょっと純人に見せたかっただけですう。だから用事というのはこれだけ」

　ちとせ先輩は『外の人スーツ』の上半身を閉めようとした。

「え、もういいんですか？」

「だって、結衣さんを待たせるわけにはいかないですし」

「もうちょっとだけ、待ってもらいますよ。これっきりで次はまた来年、っていうのは寂しすぎですし」

　ちとせ先輩を両りよう脇わきから抱き上げて『外の人スーツ』から出すと、オレが履いていたサンダルの上に下ろした。浴衣じゃ、『外の人スーツ』から出入りするのは大変そうだからな。

「ありがとですう。外を歩けるなら、下駄を持ってくればよかったなあ」

「その辺は来年まで我慢してください」

　その時ちとせ先輩は『外の人スーツ』を脱ぬいで、『中の人』の姿で生活しているはずだ。

　ちとせ先輩は浴衣で外を歩く感触を確認するみたいに近くを歩く。浴衣姿で外を歩くのはちょっと空気の感じが違うから、それを楽しんでいるのかな。

　急にちとせ先輩が立ち止まってこっちを向いた。

　両手を掲げて変な姿勢になる。遠くから微かすかに聞こえる音頭に合わせて、その手を動かす。

「純人、一緒に踊りましょう。せっかくですから」

「いや。お、オレはいいです」

「っじゃ、見ていてくださいですう」

　ステージのように淡い月の光にライトアップされた芝生の上で、ちとせ先せん輩ぱいが踊っている。ヨロヨロッとした危うい足取りで、「あらよっ、よっ」と妙な合いの手を入れながらクルクルと回っている。ちとせ先輩には悪いけど、あんまり盆踊りには見えなかった。

　オレはすぐ横に上半身を開いたまま立っている『外の人スーツ』に視線を移し、もう一度『中の人』の方に戻す。

（こっちがちとせ先輩だ）

　今まで何度となく自分に言い聞かせた言葉が頭に浮かんだ。だが、以前みたいに諦あきらめたり確認するためじゃない。ただ、自然とそう思ったのだ。

「あらよっ、よっ」

　ちとせ先輩の合いの手と不ふ思し議ぎな踊りは続いている。

　見ていると急につぼにはまって、オレは「アハッ」と笑ってしまった。



☆



　始まりがあれば終わりがある。そりゃ当然だ。

　九月に入った最初の月曜。私立クレマチス高校の長期夏季休暇は終了した。

　雪ゆきの容赦のないボディプレスのお陰かげでほぼ一ヶ月ぶりに七時起きに成功したオレは、半分目が閉じたような情けない顔で我が一年Ｃ組の教室の扉とびらを開ける。

　教室の中がシンとなる。クラスメイトたちの視線が一斉にオレに集まった。

　でも一瞬だけだ。すぐに朝の教室にありがちなテンションの高い喧けん騒そうに戻る。

　やっぱ一いつ斉せい集しゆう合ごうの時の生徒会長指名宣言が尾を引いているみたいだな。

　オレはクラスメイトたちの顔をできるだけ見ないようにして自席へ向かう。

　席の隣には入学以来オレより遅く登校したことはたぶん一度だってない結ゆ衣いが、授業の準備をしていた。まだ始業式もあるというのに感心だ。

「おはよう」

「おはよう」

　ニコリと結衣が笑った。

（あれっ？）

　思わず見直してしまった。

　なんだか盆踊り大会の時の結衣と違って見えたのだ。なんというか大人おとなっぽく見える。色っぽいというか……。

「どうかした？」

「いや、なんでもない」

　ブルブル顔を振って、オレは席につく。

　それからもう一度、チラリと見た。

　やっぱりだ。絶対、変わってる。化粧なのか髪形なのか分からないが、とにかく何か変わってる。綺き麗れいになってる。夏休みが終わったら変身していた女の子の話はよく聞くが、つい最近会ったばかりだというのに。

　……そういえば、あの後、盆踊りの時に言いかけた言葉の続きは、結局、聞けずじまいだったな。

　結ゆ衣いにならってオレも鞄かばんから教科書を出していると、前の方がザワついた。

　教室に入ってきた女子に注目が集まっていた。メチャクチャ可愛かわいい女の子が、黒板の前をヨロヨロとした足取りで歩いている。

　オレは驚おどろいた。めっちゃびびった。びびりまくって――、

　嬉うれしくなった。

「あんな女の子いたっけ？」

　教室の至る所でザワついていた。

　その女の子はまヽっヽすヽぐヽオヽレヽのヽ隣ヽのヽ席ヽにヽ来ヽてヽ革ヽ鞄ヽを置くと、こっちを向いた。

「おはよう」

「おう、おはよう。浦うら乃の」

　わざと周りに聞こえるように言ってやったぜ。

　それから額ひたいに人差し指と中指でつくった鋏はさみを当ててみせると、

「前髪、切ったんだ」

「少しだけ」

　本当にほんの少しだった。しかし完全に目を覆おおっていた前髪が、睫まつげに当たるぐらいまで上がっていた。でもそれだけで、全然、雰囲気が変わる。

「本当に浦乃なのかよ」

　またクラスは喧けん騒そうに包まれている。

　声を大にして言いたかった。

　オレは知ってたぞ、って。

「報告が遅くなってゴメン。でも、こういうことだから」

　それだけ言って、浦乃は自分の席へ向かった。

　ヨシッ、て。

　オレはガッツポーズをした。

　たぶんクラス連中には変な目で見られていたと思うが、そんなことはどうでもよかった。とにかく胸の底からこみ上げてくる感情に任せるまま、ヨシッて――。

　オレはガッツポーズを繰り返したのだ。





おわり



    

  
    
      

あとがき





　こんにちは、月つき見み草そう平へいです。『姫ひめ宮みやさんの中の人』第二巻をお送りいたします。今回の舞台は夏の終わり。だいたい、このあとがきを書いている頃ころのお話です。



　去年の八月は『桜さくら乃のきらほ』シリーズの締め切りと重なったため、ずっとクーラーの効いた部屋に引き篭もっていましたが、今年は少し遠出してきました。



　……ホント。慣なれないことはしない方がいいですね。



　遠出したまさにその日、日本各地で最高気温を記録。三十八度の世界なんて、生まれて初めて歩きました。

　石いし川かわ県は金かな沢ざわに行ったのですが、もう駅前なんて亜熱帯です。本当に死ぬかと思いました。というか実際、兼けん六ろく園えんでフラフラっときて鯉こいの餌えさになりかけました。



　さて、年中、被り物の中に引き篭もる「ちとせ」はどうやってこの夏を乗り切るのでしょうか？



　ご安心ください。



「外の人スーツ」の中はクーラー完備です。人工皮膚下に張り巡らされたマイクロヒートパイプを冷れい媒ばいが常時循環しています。なにしろ二十一世紀の技術の粋すいを集めたマシンですから。ちなみにこの設定、今、考えました。



　ところで「外の人スーツ」は百キロぐらいの重量があるのですが、体重測定の時はどうしているのでしょうか？　百キロ＋ちとせ（中）の体重三十五キロで百三十五キロ――。保健室の先生にメタボリック（内臓脂肪？）を心配されそうでは？



　ご安心ください。



「外の人スーツ」に揚よう力りよく発生装置が付属しています。腰こしのくびれた部分に、斜め下方向へ向けられたノズルが左右に一つずつついていて、そこから背中のコンプレッサーで圧縮されていた空気を噴射し百キロ分の揚力を得ます。

　ただし連続運転は十秒間のみ。一度運転すると次に使用できるのは一時間後です。使えるのは体重測定の時ぐらいですね。中なか居いくんみたいに空を飛んだりはできません。

　他ほかにも食事とかトイレとか、年中スーツの中で生活しているといろいろ苦労がありそうですが、その辺はご想像にお任せいたします。



　いや、それ以前に本当にあの「外の人スーツ」に女の子が一人入るんでしょうか？　いくら幼児体型でも体の中にもう一人入るっていうのは……。



　入るんです。



　一巻の表紙をよく見てください。

　ジ――ッと見続けると……、ほーら。なんとなく入るような気がしてきた。



　ちなみに「外の人スーツ」のイメージは、某カエルの軍曹さんが時々着ているアレです。（メイルスーツなんて指摘がありましたけど、懐かしと思ってしまいました）

　着こんだ状態でのレントゲン写真みたいな絵があれば分かりやすいかと。図解・姫ひめ宮みやちとせ、な感じで。

　

　さてさて、肝心の二巻の中身に関してですが……。謎の新キャラが登場して、星ほし野のとちとせの距離が縮まって、少しずつ姫宮ちとせの秘ひ密みつが明らかになっていきます。

　秘密の方は、ちなつみたいに出し惜しみしているつもりはなくて、色々と先のこととか考えながら書いている感じです。

　

　あと、二巻では久しぶりにトライしてみたことがあります。

　ネタばれになってしまうの詳しくは述べませんが、「カルナシリーズ」の時は毎巻やっていて、「きらほ」の時は敢あえて封印したことをやってみました。

　その部分について、読者のみなさんの感想が今から気になります。



　最後になりましたが謝辞を。

　適切な助言を下さった新担当のＨさま。今回も可愛かわいいイラストを描いてくださったＥｉｎさま。本当にありがとうございました。そして、本書を手にとってくださってみなさんに感謝。



　次巻はあの要よう垣が内うちが大活躍（？）するお話になるはずです。

　ではではー。



２００７年８月某日・クーラーの効いた部屋から　月つき見み　草そう平へい
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